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プロローグ






　──三年前。




「はあっ、はあっ、はあっ──」

　少女は、ねじくれた木々の立ち並ぶ〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の森を走っていた。

　靴はとうに脱げてしまい、素足の裏は傷だらけだ。

　両端で結い上げた長い黒髪、袖そでの長い豪ごう奢しやな儀礼装しよう束ぞくのせいでうまく走れない。

　背後から木々を薙なぎ倒す激しい音が迫ってくる。

　追いつかれるのも時間の問題だ。

（どうしてこんなことに──）

　少女はオルデシア帝国の賓ひん客きやくとして〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の観覧に招かれていた。

　もっとも、賓客と言っても申し訳程度に招かれたおまけでしかない。

　彼女は精霊姫養成機関──〈神しん儀ぎ院いん〉の候補から落ちこぼれた、王家のお荷物。

　元第二王女の肩書き以外にはなにもない、ただの十三歳の少女にすぎないのだから。

　本来ならば王室に忠誠を誓うはずの貴族連中が、彼女に蔑さげすみの視線を送っていた。

　お付きの女官たちまでもが陰でせせら笑っている。

　無価値なロスト・クイーン──と。

　大勢の視線に晒さらされる試合会場にいるのが辛つらかった。

　目当てのレン・アッシュベルの試合は午後からだったし、べつに彼女がいなくなったところで、心配する者など誰だれもいない。

　だから、一人でこんな森の中へやってきたのだ。

　元素精霊界アストラル・ゼロの森が、どんなに恐ろしい場所か知りもせずに。

　背後に迫る樹木の精霊ドリアードが、恐ろしい咆ほう哮こうをあげた。

　本来、樹木の精霊は気性のおとなしい精霊だ。ひょっとすると、森の小枝を踏み折ってしまったことに怒ったのかもしれない。

（だめ、このままじゃ──）

　逃げ切れない──そう悟った彼女は、覚悟を決めた。

　その場で立ち止まると、振り返って樹木の精霊を気丈に睨にらみつける。

「お、おまえなんて、私の騎士なら簡単にやっつけてくれるんだからっ──」

　震える声で叫ぶと、契約精霊を喚よび出す召喚式サモナルを唱えはじめた。

　──汝なんじ、人の子の王に仕えし剣聖の騎士よ！

　──旧ふるき血の契約に従い、我を守る剣となりて我が下もとに馳はせ参じ給たまえ！

　少女の胸もとに刻まれた精霊刻印が、淡い光輝を放ち──

　だが、そこまでだった。

　突然、契約精霊との回路が切断され、刻印の輝きが消滅する。

（……っ！　やっぱり、もうだめなんだ、私は──）

　少女の顔に絶望が浮かんだ。

　樹木の精霊が雄お叫たけびを上げ、丸太のような腕を振り下ろす──

　と、その刹せつ那な。斬ざん光こうが閃ひらめいた。

「え？」

　少女は、思わず目を見開いた。

　丸太のような精霊の腕が、目の前からきれいに消えていたのだ。

　まるで、時間が止まったようだった。

　切断された木の断面から、黒い霧のようなものが噴き上がる。

　そして、トン、と地面に着地する音。

　少女の目の前に、一人の少年が立っていた。

　紺こんのズボンに黒い胴衣を着た、黒髪の少年だ。

　少年の手には一振りの剣。黒い霧を放つ、漆黒の魔剣が握られていた。

「そこでじっとしてて、危ないから」

　少年はそっけなく告げると、眼前の精霊に向きなおった。

　腕を斬きられた樹木の精霊が、憤ふん怒ぬの咆哮をあげて少年に襲いかかる。

　振り下ろされるもう片方の腕。少女は思わず目を覆う。

　だが。

「僕には効かないよ、悪いけど」

　少年は、樹木の精霊ドリアードの渾こん身しんの一撃を、片腕の剣一本で止めていた。

　そして──呼気と共に地面を蹴けり上げる。

　力まかせに腕を斬きり飛ばし、そのまま剣の腹で胴体を打ち据えた。

　一撃だった。たった一撃で力自慢の精霊は倒され、そのまま動かなくなった。

「ちょっとやりすぎたかな。なるべく傷つけないようにはしたつもりだけど」

「……」

　少女が唖あ然ぜんとしていると、少年が振り向いた。

　どちらかといえば線の細い、端正な顔立ちの少年だ。

　目元が涼やかで、見ようによっては同じ年とし頃ごろの少女のようにも見える。

　たったいま、目の前であっというまに精霊を倒した人物とは思えない。

　と、ふいに少女は気が付いた。

（あれ？　この人、どこかで見たことがあるような──）

　少女が首を傾かしげていると。

「えっと、大丈夫？　怪け我がはない？」

　少年が穏やかな声で訊たずねてきた。

「え、ええ、平気よ。助けてくれて感謝するわ」

「そっか……よかった」

　少年はほっと息をついて漆黒の魔剣を下ろし、こちらに歩いていくる。

　そのとき──

「あ……！」

　黒い霧を放つ漆黒の魔剣──その意味に気付いて、少女の顔が青ざめた。

　そうだ。精霊を斬り裂くような剣が、ただの剣であるはずがない。

（あれは精霊魔装エレメンタルヴアツフエ!?　でも、どうして──）

　と、そこで。少女はようやく気が付いた。

　少年の顔に、たしかに見覚えがあることに。

「う、嘘うそ……どうして……」

　見たことがあるはずだ。だって、この男の子は──

「……？」

　少女の表情がこわばったのを見て、少年は不思議そうに首を傾げ──

　そして、ハッとしたように目を見開いた。

「ぐあ……しまったあああっ！」

　両手で頭を抱えて叫ぶ。

　そんな少年に向かって、少女はひとさし指を突きつけた。

「どうして、レン・アッシュベル様が男なの!?」

「ぐ……」

　息を呑のむ少年を、少女は厳しい眼まな差ざしで見つめた。

　自分がとんでもないことを言っているのはわかっていた。

　だって、目の前の少年の髪は短いし、胸だってぜんぜんない。

　だれがどう見たって男の子だ。

（でも、間違いない──）

　少年の顔は、いま圧倒的な強さでトーナメントを勝ち抜いている剣舞姫ブレイドダンサー。

　まさしく、レン・アッシュベルその人のものなのだ！

（それに、あの剣──）

　少年の手に握られた漆黒の魔剣。闇やみ属性の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉は、これまでに数多あまたの対戦相手を倒してきた彼女の代名詞だ。

　そしてなによりも、狂暴化した精霊をたった一撃で倒してみせたその剣の腕。

「あ、これは、えーっと、なんていうか……」

　少年はあたふたと必死に誤ご魔ま化かそうとしていた。

「ど、どうしよう、レスティア！」

「知らないわ。試合中でなくても、いつも女装はしてなさいと忠告していたはずよ」

「だって、こんな森の中に人がいるなんて思わないよ！」

「可愛かわいい女の子だからって、考えなしに助けたりするからよ」

「そ、そんなんじゃないよ！」

　少年は手にした漆黒の魔剣と、なにやらこそこそ喋しやべっていた。

　少女の頭は完全に混乱していた。あのレン・アッシュベルの正体が、男だったということも驚きだが、そもそも男の精霊使いという存在自体が信じがたい。

　精霊と契約できるのは清らかな乙女だけ──というのが、幼い頃ころから〈神しん儀ぎ院いん〉で教わってきた常識だった。男の精霊使いといえば、思いつくのはあの伝説の魔王スライマンくらいしかいない。

（今大会の優勝候補と名高いレン・アッシュベル様が、じつは男だなんて──）

　そんなことが知れたら、精霊剣舞祭ブレイドダンスを揺るがす大スキャンダルだ。

　少年はまいったなというように髪をかくと、観念したように少女を見つめた。

「……えーっと、その、これには事情があるんだ。だから、僕が男だってことなんだけど、なにも聞かずにみんなには秘密にしておいてくれないかな？」

　困ったように見つめてくる黒い瞳ひとみに、少女は思わずドキッと胸が高鳴った。

（ええっと、どうしよう……）

　正直、少女は困惑していた。自分の憧あこがれていた剣舞姫がじつは男でした──いきなりそんなことを言われても、すぐに納得できるわけがない。

　それに、王位継承権を抹消されたとはいえ、自分はオルデシア帝国の第二王女で、高潔なる〈神儀院〉の姫ひめ巫み女こだ。こんな〈精霊剣舞祭〉を冒ぼう涜とくするような事実を、見逃してよいものだろうか？

「……」

　だけど、少年の困ったような顔を見ていたら──

「……わかったわ」

　つい、うなずいてしまっていた。

「誰だれにも言わないし、なにも聞かない。あなたは命の恩人だもの」

　たとえ正体が男であったとしても、レン・アッシュベルは憧あこがれの剣舞姫ブレイドダンサーだ。

　彼女（彼？）の剣舞は、あの日からずっと沈んでいた少女の心に勇気をくれた。それは変わらない。それに、なんにせよ、彼が命を助けてくれたことに変わりはないのだ。

　功ある騎士には恩賞を与えるのが王家の家訓だ。

「あ、ありがとう！　助かるよ！」

　少年は、ほっと安あん堵どの息をついた。

「ずいぶんお人ひと好よしなのね。ただの口約束よ」

「うん、でも、君は約束を破る女の子には見えないよ」

「……」

　そんな真まっ直すぐな言葉を向けられて、少女の頬ほおがわずかに赤く染まる。

（な、なんで胸がドキドキするのよ……）

「森の出口まで送るよ、元素精霊界アストラル・ゼロの森は危ないから」

「あ、ありがとう……」

「靴、脱げちゃったみたいだね。ほら、背中に掴つかまって」

　少年は、少女の足が傷だらけなことに気付くと、少女を背負ってくれた。

「あ、あの、あなたの背中に胸があたっているのだけど」

　少女が彼の耳もとで恥ずかしそうに囁ささやく。

「うん？」

「な、なんでもないわ……」

　頬を赤く染めたまま、少女はふいっと顔をそむけた。

　薄暗い森の中、木々の葉を踏む音を聞きながら、少女は尋ねた。

「ねえ、あなたはどうして女の子のふりまでして〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場したの？」

「……」

　一瞬の沈黙のあとで──

「僕には、叶かなえたい〈願い〉があるから」

　少年は切実な表情でそう答えた。

〈願い〉──精霊剣舞祭の優勝者に与えられる精霊王の奇跡。

　そのとき、少年の口にしたその言葉は、少女の脳のう裏りにあるひらめきをもたらした。

（そうか、精霊剣舞祭の〈願い〉なら、私の力も……）

　試合会場の近くまできたところで、少女はそっと背中から降ろされた。

「あとは一人で帰れるね。僕は次の試合があるから」

「ええ、ありがとう。あの……」

「うん？」

「あなたの名前を教えて」

「僕の名前？」

「レン・アッシュベルというのは偽名でしょう？　そうじゃない、あなたの本当の名前」

「……」

　彼はしばらく迷ったあとで──

「カミトだ。カゼハヤ・カミト」

「カゼハヤ・カミト」

　奇妙で不思議な響きだ。少女は口の中で転がすように、その名前をつぶやいた。

「ええと、その……また会えるかしら？　カミト」

「え？　う、うん、それは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉が終わったら──」

「──そう。約束よ、カミト」




　──その七日後、レン・アッシュベルは最強の剣舞姫の称号を手にした。

　だが、少女が彼と再び出会うことはなかった。

〈願い〉を叶かなえたはずの彼が、突然、姿を消したからだ。






第一章　チーム対抗戦






「う、ん……」

　アレイシア精霊学院、レイヴン教室寮。

　さわやかな朝あさ陽ひが射さし込むその一室で、カゼハヤ・カミトは目を覚ました。

（ん、今日はたしか……午前中にチーム対抗戦があるんだったな）

　いつもならもう少し微睡まどろみの時間を楽しむところだが、今日はそうはいかない。

　遅刻してフレイヤ教師に説教をくらうのはこりごりだ。

　シーツを跳ね上げ、起きあがろうと両手を伸ばしたところで──

　ふにゅっ。

　……なにか、やわらかい感触が手に触れた。

（なんだこれ？　小さくて、やわらかくて、少し冷たくて……気持ちいいな）

　ふにゅっ。ふにゅんっ。

　寝ぼけたまま、謎なぞのやわらかいものを手のひらでもてあそんでいると、

「ようやく起きましたか、カミト」

「……」

　その瞬間、カミトの動きが凍りつく。

　胸の上に、全裸の美少女が座っていた。

　朝あさ陽ひを浴びて輝く白銀の髪。しぼりたてのミルクのような白い素肌。

　なめらかな曲線を描くその肢体は、小柄ながらも、ちゃんと女の子の体つきだ。

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみが、カミトを無表情に見下ろしていた。

「どうしたのですか？　もう私の胸で遊ばないのですか？」

「って、おわあああああ！」

　カミトはあわてて起きあがると、目の前の美少女を指差しながら、

「お、お、おまえなにしてるんだ!?　っていうかなんで全裸なんだ！」

「全裸ではありません、ちゃんとニーソをはいています」

　カミトの腹にまたがったまま、すすす、と膝ひざを立ててみせる少女。

　妙に色っぽいその仕草にドキッとして、カミトはあわてて目を逸そらした。

「いや、なお悪いからな！　裸ニーソは全裸よりもその……アレだからな！」

「ニーソを脱いでほしいのですか？　カミトの……えっち」

　銀髪の美少女は無表情のまま、もじもじと膝を擦りあわせる。

　なぜそこで恥ずかしがるのかわからないが、どうやらこの精霊にとっては、素足を見せることのほうが恥ずかしいらしい。

　そう。この雪の妖よう精せいのような美少女は、人間ではない。

　剣精霊エスト。

[image: ]

　数日前にカミトと精霊契約を交わした、きわめて強大な力を持つ〈封印精霊〉だ。

　もっとも、いまの状態では本来の十分の一程度の力も発揮できていない。

　カミトが無意識のうちに彼女との精霊契約を拒んでいるため、本体のある〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へ帰還できなくなっているためだ。

「と、とにかくどいてくれ、エスト！」

「了解しました、カミト」

　エストはちょっと不満そうにしながらも、素直にしたがってくれた。

　もぞもぞと動くシーツ。……やわらかいふとももの感触が心臓に悪すぎる。

　やれやれと寝癖のついた髪をかきながら、カミトがようやく身を起こした、そのときだ。

　ちゅっ。

「……っ!?」

　完全な不意打ち。

　キス、されたと気付くのに、数秒ほどかかった。

　そっと離れていくやわらかい唇の感触。頬ほおがカアッと熱くなる。

「おまえ……い、いきなりなにするんだ！」

「目覚めのキスです、カミト」

　エストは無表情に答えた。

「なんでそんなこと──」

「不公平だからです。クレアだけなのですか？　私とはしてくれないのですか？」

　糾弾するようなエストの口調に、カミトはぐっと声を詰まらせた。

「おまえ、み、見てたのか……あれを」

「はい。あのとき、私もあそこにいましたから」

「……ああ、そういえば、そうだったな」

　すぐに思いあたって、カミトは重いため息をついた。

　いまから一週間前。学院都市で狂乱した軍用精霊と戦ったときのことだ。

　エストはたしかにあの場にいた──精霊魔装エレメンタルヴアツフエの剣の姿で。

　どうやら、あのときの現場を目撃されていたらしい。

　ふぬけたカミトの目を覚ますために、クレアがカミトにキスした瞬間を。

　一発で目が覚めたのはたしかだが……いま思えば、めちゃくちゃ恥ずかしい。

「口づけは精霊契約の正式な儀式だと聞きました。なら、エストも」

　エストが、頬にかかる白銀の髪をそっとかきあげた。

　目を閉じて、可か憐れんな桜色の唇をわずかにとがらせ、ゆっくりと顔を近づけてくる。

「だから、なんでそうなるんだよ！」

「当然の権利です。私はカミトの契約精霊なのですから」

「……っ！」

　強大な力を秘めた封印精霊とはいえ、いまのエストの姿はただの可愛かわいい女の子だ。

　こんなふうに迫られて、胸がドキドキしてしまうのはしかたない……と思う。

「お、おい、エスト……」

「目をつむってください、ご主人様マスター」

　エストは一気に顔を近づけた。鼻先に甘い吐息のかかる距離。

　薔ば薇らの蕾つぼみのような唇が触れそうになった、その寸前。

「カミト、今朝はチーム対抗戦なんだから、朝ご飯はいつもより豪勢に──」

「……っ！」

　バンッと開け放たれたバスルームの扉。

　そこに──

「な、なな、な……」

　紅あかい髪の美少女が、紅玉ルビーの瞳ひとみを大きく見開いて立っていた。

　バスタオルにくるまれた、ゆるやかな曲線を描く肢体。

　ほんのりと桜色に色づいた柔肌から、白い湯気が立ちのぼっている。

　胸こそお子様レベルだが、そのわずかな膨らみも十分に魅力的だ。

　濡ぬれそぼった紅い髪の尖せん端たんから、水滴がポタリと床に落ちた。

　ベッドの上。目の前には全裸の──いや、全裸ニーソのエスト。

　そして、時間が凍りつく。

「……カミト？」

「クレア……ち、違うぞ、これはだな──」

　カミトがあわてて弁解しようと立ちあがった、瞬間。

　ゴゴゴゴゴゴ……！

「な、なにやってんのよ、こ、ここ、このヘンタイ色魔─────っ！」

「ぐおっ！」

　いきなり飛んできた調教用の革かわ鞭むちが顎あごにクリーンヒット。

　カミトの身体はシーツを巻きこみ床に落下した。

「み、見損なったわ、こ、この淫いん獣じゆうっ、ケダモノっ！」

　少女は片手でバスタオルを押さえたままつかつか歩いてくると、床の上でのたうつカミトの頭を素足のかかとでぐいぐい踏みつける。

　クレア・ルージュ。

　なんの因果かカミトと一方的な主従契約を結ぶことになった、同じ教室の同級生。

　顔だけはとんでもなく可愛かわいい美少女なのだが、性格はこの通り、凶暴きわまりない。

「な、なな、なにをしてたの？　ねえ、いま、そこの剣精霊となにをしてたの？」

　ピシッ、ピシッ、ピシィッ！

「ちょ、まて、やめろ……ぐおっ！」

　容赦なく振り下ろされる鞭の嵐あらし。逆立つ紅い髪は、さながら燃えさかる焔ほのおのようだ。

　──と、吹き荒れる鞭の嵐の中で。

　カミトは気付いた。気付いて──しまった。

「ま、まて……クレア、それはまずいだろ」

　そして、気付いてしまったなら、言わなければならない。彼女のために。

　こういうところで、カミトは妙に律儀な性格なのだった。

「……？　なによ？」

　透き通った紅玉ルビーの瞳ひとみが、カミトをキッと見下ろした。

「いや、そのアングルは……その、見える」

「へ？」

　クレアは──カミトの頭に素足をのせたまま、パチパチと目を瞬しばたたいた。

　そして、ようやく気が付いた。

　カミトの頭上。バスタオルの隙すき間まから、露あらわになった太ももが覗のぞいていることに。

「……～っ！」

　クレアの全身がカアアアッと火ほ照てる。

　あわててバスタオルを巻きなおし、ぶるぶると肩を震わせる。

「あ、あ、あんたって、あんたって～！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「ま、まて、誤解だ、安心しろ！　その、奥までは見えてない！」

　カミトの必死の訴えは──

「……」

　どうやら、逆効果だったようだ。

「……そう、わかったわ」

　クレアはゾッとするような声で告げてきた。

「これから、あんたに二つの選択肢をあげる。正直に答えなさい」

　カミトは唾つばを呑のみ込み、こくこくとうなずいた。

　ここは慎重に答えるべきだ。返答しだいでは本当に消し炭にされかねない。

「焼き加減は、ミディアムがいい？　それともウェルダン？」

　……最初から選択肢など存在しなかった。

「で、できれば、レアがいいんだが……」

　カミトが答えると同時、

「スカーレット！」

　虚こ空くうから紅ぐ蓮れんの炎を纏まとう火猫ヘルキヤツトが出現した。

「消し炭ローストね、決定」

　そんな、思わず見惚れてしまうほどさわやかな死刑宣告の笑顔と共に──

　今日もレイヴン教室寮に派手な爆音が響きわたる。





　　　　◇






　アレイシア精霊学院。

　帝国各地から集めた姫ひめ巫み女こたちを、一人前の精霊使いとして訓練する養成校である。

　広大な領地の中に〈精霊の森〉と学院都市を擁し、帝都の精霊騎士と同等の力を備えた教師の常駐する学院は、さながら独立した小国家のようだ。

　朝あさ靄もやが晴れ、講義開始の鐘が鳴る時刻、学院を訪れる一台の馬車があった。

　スーツ姿の老執事が御者を務める一頭立ての馬車だ。

　御者は門の前で馬を降りると、うやうやしい態度で馬車の扉を開けた。

「到着しましてございます、フィアナ様」

「ご苦労様です、爺じいや」

　馬車から出てきたのは、十五、六歳くらいの美しい少女だった。

　微風になびく艶つややかな黒髪。意志の強そうな凛りんとした瞳ひとみ。透き通った白い肌はローレンフロスト地方の処女雪を連想させ、黒いドレスのようなデザインの制服に映えている。

　フィアナと呼ばれた少女は馬車を降りると、学院の校舎を眩まぶしそうに見上げた。

「ここが、アレイシア精霊学院。帝国中の精霊使いの集まる場所」

「十分にお気をつけください、フィアナ様。下手な小細工では、あの黄昏の魔女ダスク・ウイツチの目を誤ご魔ま化かすことはできませんぞ」

「わかっているわ」

　うなずいて、フィアナは制服の袖そでに忍ばせた精霊鉱石をそっと握りしめた。

　帝国通貨で、ひとつ二千万ルードはくだらない代物だ。

「ルビア・エルステインの妹は、この学院にいるらしいわね」

「姫様、その名前は忌み名です。ここでは口に出されぬほうがよろしいかと」

「そうだったわね」

　かつて、帝国に未み曾ぞ有うの大災厄をもたらした、災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン。

　その人間だった頃ころの真ま名なは、忌み名として口にすることさえ禁じられている。

　その名前をつぶやくだけで、清らかな乙女の聖性を穢けがすというのだ。

　ばかばかしい迷信だとは思う。それでも、かつて最も近い場所で彼女を見ていた人間としては、そんなジンクスにも一片の真実があるような気がしていた。

（……そうね。事実、私はまだ彼女の恐怖に縛られているもの）

　少女はこほん、と咳せき払ばらいすると、こんどは声をひそめて囁ささやいた。

「それに、カゼハヤ・カミトという精霊使いも気になるわ」

「ふむ、例の男の精霊使いですか。先日、学院都市で暴走した軍用精霊を倒したという」

「ええ、なんでも目撃者の話では、かの最強の剣舞姫──レン・アッシュベルを彷ほう彿ふつとさせる見事な剣舞だったそうよ」

　フィアナはちょっと興奮したように声をはずませた。

　そんな彼女を、老執事がジロリと睨にらむ。

「姫様、まさか、その少年に懸け想そうなされたのではないでしょうな」

「け、懸想……!?」

　フィアナの声が裏返った。頬ほおがカアッと赤くなる。

「そ、そんなわけないでしょう。だって一度もお会いしたことがないのに……ただ、男の精霊使いというのが、どんなものなのか興味を持っただけよ」

　嘘うそだった。

　学院都市で暴走した軍用精霊を倒した、男の精霊使い。

　その少年の名前を聞いたとき、フィアナはすぐに気が付いた。

　彼だ。

　三年前、元素精霊界アストラル・ゼロの森で自分を助けてくれた、あの少年。

　また会ってくれると約束したのに、精霊剣舞祭ブレイドダンスのあとでなぜか姿を消してしまった。

（──でも、やっと見つけた）

　報告を聞いたその日に、フィアナはアレイシア精霊学院への入学を決めた。

　あの少年が再び〈精霊剣舞祭〉に名乗りを上げるというなら──

　それは、彼女にとってまたとないチャンスだ。

「カミト、約束を破ったことは許してあげる」

　フィアナは学院の校舎を睨にらみつけると、ふっと小悪魔のような微笑を浮かべた。

「でも、もう逃がさないんだから、ね♪」





　　　　◇






　試合開始から、約八分が経たっていた。

　薄うす紫むらさきの霧の立ちこめる深い森の中を、二つの影が疾駆する。

「クレア、左の茂みを警戒しろ。待ち伏せてるぞ」

「どうしてわかるの？」

「勘だよ、俺おれならそこで待ち伏せる──」

　刹せつ那な。カミトの睨んだ通り、左の茂みから青白い雷光弾が放たれた。

「ちっ──」

　カミトは地面を蹴けって加速。クレアの前に飛び出し、音速の雷光弾を剣で弾はじいた。

　並の剣でできる芸当ではない。精霊魔術への抵抗レジスト性能を備えた、剣精霊エストの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈テルミヌス・エスト〉は、あらゆる魔術攻撃を無効化する。

「クレア！」

　カミトが叫ぶ前に、すでにクレアは目標を捕ほ捉そくしていた。風になびく紅あかい髪。ひるがえるスカートの下に革かわ鞭むちのホルダーが覗のぞく。

　木の枝に足をかけ、放たれる雷光弾の雨をかわしながら、精霊魔装──炎の鞭フレイムタンを放つ。

　鋭い風切り音。すべてを斬きり裂く炎の鞭が、並び立つ木々をいとも簡単に切断する。

　一瞬でまる裸になった木立の中から、雷精霊使いの少女があらわれた。

　目元を前髪で隠した、ちょっと暗い感じの女の子だ。

　かたわらには浮遊する青白い雷光弾の群れ。

　エストやスカーレットのような高位精霊ではない。不定形の姿しか保てない低位精霊だが、精霊魔術を行使するための貯蔵庫バツテリーとしては十分役に立つ。

　支援射撃による撹かく乱らんがあの少女の役割なのだろう。

「ふん、姿を見られた狙そ撃げき手しゆなんて、陸に上がった亀かめとおんなじよ」

　クレアは鞭むちをビッと突きつけ勝利宣言。狙撃手の女の子は周囲に雷精霊を従えたまま、あわてた様子で森の中へ──

「逃がさないわ！　スカーレット、追って！」

　クレアが叫ぶと同時、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの炎の鞭フレイムタンは焔ほのおを纏まとう火猫ヘルキヤツトの姿へと変化する。

　狂精霊に憑ひよう依いされてしまったせいで、一時は仔こ猫ねこサイズにまでなってしまったスカーレットだが、いまでは十分に回復したようだ。姿こそ可愛かわいらしい猫のままだが、その迫力はまさに吼ほえ猛たける獅し子しのごとくだ。

　逆さか巻まく紅ぐ蓮れんの炎が、雷精霊使いの女の子に襲いかかる。

　だが、本来であれば岩すら溶かすその灼しやく熱ねつも、少女の身ひとつ焦がすことはない。

　なぜなら、ここは学院が訓練試合用に管理している元素精霊界アストラル・ゼロの戦闘フィールド。

　精霊たちの棲すまう、もうひとつの世界だからだ。

　現実世界では、精霊を物理的な力として具現化させなければならないが、ここでは精霊を純粋な神威カムイの化身として使役することができる。

　つまり、肉体への物理的なダメージを、ほぼゼロにすることができるのだ。

　とはいえ、衝撃や痛みなどが消えるわけではないし、同等のダメージを精神のほうに被るため、たとえばスカーレットの爪つめで引き裂かれれば、気絶して戦闘不能になるのはまちがいない。

　スカーレットが森の木々を炭化させながら少女に追いすがる。だが、少女は相当戦い慣れしているらしく、精霊魔術で目を眩くらましながら素早く森の中を逃げていく。

「このっ、ちょこまかと！」

　業を煮やしたクレアが、木々の間から地上に飛び降りた。

「こうなったら、最強の精霊魔術でまとめて吹っ飛ばしてやるわ」

「まてクレア、地面の様子がおかしい──」

　カミトが叫んだ、瞬間。クレアの足もとから大量の土砂が噴き上がった。

「なっ!?」

　地中からあらわれたのは、巨大な甲こう殻かく類るいのハサミだ。

「油断大敵だね、レイヴン教室のクレア・ルージュ！」

　舞いあがる砂煙の中、地面にあいた大穴から、無数の突起のついた甲こう殻かく鎧よろいが飛び出した。

　全身を覆う鎧タイプの精霊魔装だ。

　クレアは吹っ飛ばされた衝撃で地面に倒れていた。精霊の直接攻撃はともかく、衝撃や土砂などは肉体に相応のダメージを与えるのだ。

「クレア！」

　カミトが駆けつける前に、甲こう殻かく精霊使いはすでに追撃の構えをとっていた。これは偶然の襲撃ではない。クレアが地面に降り立つ瞬間を周到に狙ねらっていたのだ。

「喰くらえ、甲殻精霊〈クラステ〉の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈破貫鋼拳ブレイカー・アーム〉」

「──くっ！　炎よ、我が手に舞い、踊れ！」

　倒れたクレアの手から無数の火球が放たれる。

　だが、鎧型の精霊魔装はその程度の炎などものともせずに突っ込んでくる。

「はっ、炎属性は甲殻精霊にはたいして効かないんだ。講義で習わなかったか？」

　ガッ──甲こう殻かく鎧よろいのショルダータックルが、クレアを吹っ飛ばした。

　カミトは地面を蹴けって素早く反転、エストを逆手に持ちかえ、飛んできたクレアの身体をしっかりと抱きとめた。

「う、ん……」

　クレアが腕の中で悩ましげな声を洩もらした。

　いまの一撃で神威カムイを大幅に削られたようだが、どうやら、まだ意識はあるようだ。

（激突の直前に、火球を地面に放って相手の体勢を崩したか。さすがだな）

「おい、大丈夫か？」

「う、うん……って、あ、あんた、なにしてるのよ！」

　突然、クレアの顔がカアッと赤くなった。

　クレアの小柄な身体は、背中と膝ひざを、両手で持ち上げるようにして抱えられていた。

　いわゆるお姫様だっこというやつだ。

「ふあっ……ば、ばかぁっ、は、早く降ろしてっ！」

「お、おい、暴れるな！　落ちるぞ！」

「うるさいうるさいっ、はやく降ろしなさい─────っ！」

　ぽかぽかぽかぽか。

　お姫様だっこされたままカミトの胸を叩たたくクレアは、なんだか小動物のようで可愛かわいい。

「俺おれのことなら気にしなくていいぞ、おまえけっこう軽いから」

「そ、それ……む、胸がないからってこと？」

「いや、そんなこと言ってないだろ。ただ小動物みたいで可愛いなって思っただけだ」

「……っ！　か、可愛いって……」

　顔を赤くしたまま、きゅん、とうつむくクレア。

　やれやれとため息をつきながら、カミトはクレアを降ろしてやった。

　甲殻精霊使いの姿はすでに消えていた。いまの一撃でクレアを倒せなかったので、ふたたび奇襲の機会を窺うかがうことにしたのだろう。……見かけのわりに慎重なタイプだ。

　森の奥から、雷精霊使いを追っていたはずのスカーレットが戻ってきた。

　負傷している様子はないが、こちらも獲物を逃したらしい。

「あの雷精霊使い、わざと俺おれたちに姿をあらわしたのか」

「ええ、彼女を追って地上に降りたところを、あの甲こう殻かく鎧よろいが奇襲で仕留める。相手の連係プレーにまんまとかかったんだわ、あたしたち」

　クレアは苛いら立だたしげに地面を鞭むちで打ち据える。

「さすがは狡こう猾かつなウルヴァリン教室のチームね」

「べつに狡猾ってわけでもないだろ、精霊同士の相性を考えた当然の戦略だ」

　カミトが肩をすくめて言うと、クレアはむっと口をつぐんだ。

「しかし、追撃してこないのは妙だな。慎重なのはわかるが──にしても、だ」

「そうね。さっきから、あの雷精霊使いの動きもただ時間稼ぎをしてるようにみえる」

　元素精霊界アストラル・ゼロの森は、しんと静まりかえっていた。

　周囲の茂みからも、地中からも、まったく気配を感じられない。

（こんな時間稼ぎに、なにか狙ねらいがあるのか？）

「索敵のために斥せつ候こう役やくを出したいところだがな」

「それができればとっくにそうしてるわ」

　なにしろ相手チームに残っているのは三人だ。対してこちらは二人。場合によっては一人で二人、三人を相手することになる。カミトもクレアも一対一の戦いなら負けはしないだろうが、連係のとれた二人以上を相手にして勝つのは相当に厳しい。

　また、一対一で戦う場合も、精霊同士の相性というものを考えなくてはならない。属性による相性は、実際の戦闘では精霊使いの技量以上にものをいうことがある。

「──苦戦しているようだな、カゼハヤ・カミト」

　背後から突然、声がした。

　カミトが振り向くと、地面にできた影の中から、すーっと黒い人影があらわれる。

　人影はみるみるうちに、大人びた女性の姿に変化した。

　艶つややかな長い黒髪。眼鏡めがねをかけた知性的な容姿。

　スーツの上から裾すその長い白衣を羽織った、その美女は──

「フレイヤ教師？」

　レイヴン教室の担任講師にしてこの試合の監査役、フレイヤ・グランドルだ。

　影の中から出てきたのは、彼女の契約精霊の能力か──

「いいんですか？　試合中に出てきたりして」

「なに、できの悪い生徒にアドバイスするくらいは問題ないさ」

　フレイヤはふっと微笑して眼鏡を押し上げた。

「もっとも、いまおまえたちが相手にしているのは、ランキング上位のチームだ。苦戦するのもしかたないか。一人一人の力はおまえたちにはるかに及ばないが、チーム力は突出しているからな。……ところで、なんでおまえは試合前から負傷しているんだ？」

「今朝、消し炭ローストにされかけたんですよ」

　横のクレアをジト目で睨にらむと、彼女はふいっと目をそらした。

「そもそも、五対二で試合をするのがおかしいと思いますけどね」

　こちらが二人なのに対して相手チームは五人だ。すでに二人は倒したが、狙そ撃げき手しゆの雷精霊使い、格闘型の甲こう殻かく精霊使い、そしていまだ姿を見せない最後の一人が残っている。

「知るか。おまえたちのチームが二人しかいないのが悪い。今回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉は五人チームでないと参加資格がないんだぞ。どうするつもりだ？」

「期日までには見つけるわ。べつに五人全員がレベルの高い精霊使いである必要はないもの。どうせあたし一人と──この奴ど隷れい精霊とで勝ち抜くつもりだし」

　クレアがごにょごにょとつぶやくと、フレイヤは真剣な顔で彼女を睨んだ。

「チーム戦を甘く見ないほうがいいぞ、クレア・ルージュ。君はたしかに優秀な精霊使いだが、それでも連係のとれたチームには絶対に勝てない」

　それから、カミトのほうへ向きなおると、

「君は盤上遊技チエスを知っているか？」

「グレイワースの相手を散々させられてましたよ。一度も勝ったことはないですけど」

「女王クイーンはたしかに強力な駒こまだ。一対一の戦いではまず負けることはない。だが、場合によっては、たいした能力を持たない歩兵ポーンにとられることもある」

「わかってますよ、そんなことは」

「だが理解はしていないな。君の戦い方は──ひどく、孤独な感じがするよ」

　なにも言い返せずに、カミトは口をつぐんだ。

　最強の剣舞姫──かつてそう呼ばれた少年。あの狂った施設〈教きよう導どう院いん〉で暗殺技能者として育てられてきた彼は、仲間と連係して戦うという経験をしたことがなかった。

　目標の背後に忍び寄り、首を掻かき切る──それが彼の本来の戦い方だったのだ。

　精霊剣舞祭の戦闘規定レギユレーシヨンは精霊王の気まぐれで、開催の都度変化する。

　十五年前の精霊剣舞祭は、無制限戦闘バトルロワイヤル方式の試合だった。

　三年前の精霊剣舞祭は個人戦の勝ち抜き方式。

　そして、今回はチーム戦だ。

　正直、クレアとのチームワークがうまくいっているとはとても思えない。

　精霊使いとしては致命的な三年間の空白ブランク。

　いまだ十分な力を発揮することのできない契約精霊。

　克服すべき要素はいくつもある。

「クレア・ルージュ、君もだ。チームで戦うということがわかっていない」

「あたしはいつも一人だったわ。こ、こいつはただの奴隷精霊だし……」

「やれやれ、前途多難だな、君たちは」

　フレイヤ教師はため息をつくと、ふたたび影の中に消え去った。

「……ふう、いまので二分は使っちまったな。残り時間はあと五分くらいか」

　このまま決着が着かなければ、双方のチームの学内ランクが下がることになる。

　いまだ下位ランクの二人にとっては大きな痛手だ。

　──と、そのときだ。クレアの足もとに寄り添っていた火猫ヘルキヤツトが鳴き声をあげた。

「おい、スカーレットが何か言ってるぞ」

「ええ、森の様子がおかしいわ。野生の動物たちがざわめいてる？」

　クレアはなにやら難しい顔で眉まゆをひそめ──

「そこっ！」

　森に向かっていきなり炎属性の精霊魔術をぶっ放した。

　火炎球フアイアボール──超高熱の炎で目標を灰かい燼じんと化す、高位の精霊魔術だ。

　灼しやく熱ねつの炎が地面を舐なめ尽くし、あたりの森を焼き払った。

　立ちのぼる黒こく煙えんの中に、無ぶ骨こつな人影がゆらりとあらわれる。

「はっ、おっかないお嬢さんだね」

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの甲こう殻かく鎧よろいを身に纏まとった少女だった。

　火炎球の直撃を喰くらったというのに、焦げ痕あとひとつついていない。

「意外……堂々と出てきたのね。奇襲はもうやめたの？」

「あたしらの役目は終わりさ。部隊長リーダーの準備が整ったんでね」

「準備？」

　クレアとカミトは同時に眉をひそめる。

　と、黒煙が晴れたその向こうに──

「は……？」「なんだ……あれは!?」

　巨大な木の櫓やぐらが組んであった。

　シンプルな構造ながら、堂々とした立派な祭殿だ。

　その頂上では、学院の制服を着た小さな女の子が、なにやら儀式の舞を踊っていた。

　木製の杖つえを手にした、プラチナブロンドの髪の美少女だ。

「我らが同胞よ、いまこそ森を荒らす者どもに鉄てつ槌ついをくだすのだ！」

　巨大な櫓の上から、こちらに向かってびしっと杖を突きつける。

「な、なんなのよ、あの娘こ……いつのまにあんな大掛かりな祭殿を!?」

「昨日の夜中のうちに準備していたのさ、今日の試合に備えてね」

　甲殻精霊使いの少女が自慢げにハサミを持ち上げる。

　……なるほど、あの精霊の力なら祭殿を一夜で作ることも可能なはずだ。

「ず、ずるいわよ、そんなの！　儀式神楽なんて！」

「むう、ずるくないのだ！　私の契約精霊は大規模な儀式なしでは喚よべないのだ！」

　櫓の上で杖を持った少女が叫んだ。

「うるさいっ、お子様はだまってなさいよ！」

「むーっ、お子様とはなんだ、おまえの胸もお子様ではないか！」

「なん……ですって！」

　パキッ、小枝を踏み折る音がした。クレアの紅あかい髪が燃え立つ炎のように逆立つ。

「樫の賢者ドルイドの一族か……」

　カミトは額ひたいの汗をぬぐいながらつぶやいた。

　樫の賢者ドルイドの一族は、オルデシア帝国の貴族ではない。帝国の発祥以前から精霊の森に住み、独自の方法で姫ひめ巫み女この血脈を継いできた、由緒正しい精霊使いの一族だ。

「あの娘この精霊はちょっと特殊でね、召喚に時間がかかるのさ」

「なるほど、時間を稼いでいたのはそのためか……」

　地面が激しく震動していた。祭殿の周囲に灯ともされた松明たいまつの炎が轟ごう々ごうと燃えあがる。

　……すさまじい圧迫感を感じる。あの少女が使役しようとしているのは、とんでもない精霊だ。おそらくは、先日戦った軍属の巨人精霊に匹敵するほどの。

「──させないわ。スカーレット！」

　クレアがスカーレットを精霊魔装エレメンタルヴアツフエとして展開、炎の鞭フレイムタンが地面を打ち据える。

「カミト、こいつはあたしが押さえる。あんたはあの祭殿を破壊して」

「わかった！」

　カミトはうなずくと、白銀に輝くテルミヌス・エストを手にして走った。

　クレアは精霊使いとしては天才だ。

　甲こう殻かく精霊と相性が悪いとはいえ、一対一の戦いで負けることはない。

　祭殿まではかなり距離がある──が、カミトの足ならば間に合うはずだ。

「……っ!?」

　突然、目の前の地面が弾はじけた。

　茂みの中から精霊魔術の雷光弾が放たれる。

　雷精霊使いの少女だ。無論、カミトも森の中に伏兵が潜んでいることは予測していた。

　だが──

「とりゃああああ！」

「なっ!?」

　これは予想外だ。──まさか、精霊使い本人が突っ込んでくるとは。

　無視するわけにはいかない。カミトは足を止めて振り向いた。

（一撃で気絶させる──）

　素早く反転し、剣の柄をみぞおちに当て──

　刹せつ那な、激しい閃せん光こうが目を灼やいた。

　彼女の使役していた雷精霊が、目の前で自爆したのだ。

　降りそそぐ雷撃の雨がカミトを襲う。痺しびれるような鋭い痛みが全身に走った。

　動けなくなるほどではない。だが、確実に足を止められた。

　目の前に、爆発に巻きこまれて気絶した少女が倒れていた。

（この娘こ、最初から相打ち覚悟で……）

　個人戦では使えない戦法だが、チームの勝利のみを考えた場合、悪くない選択だ。

　彼女の役割はあくまで足止め。そして、それは成功した。

「やられたな……」

「来たれ、暴虐の支配者！　汝なんじ、すべてを挽ひき潰す破軍の獣王よ！」

　祭殿の上で杖つえを天に掲げ、厳かな召喚式サモナルを唱える森の少女。

　召喚の儀式が完成してしまったのだ。

「──其その名は、獣群精霊〈ケルンノス〉！」

　森のあちこちから、無数の獣の雄お叫たけびが聞こえてきた。

　あの樫の賢者ドルイドの少女は、元素精霊界アストラル・ゼロに棲すむ魔獣どもを呼び寄せていたのだ。

「獣群精霊……広範囲憑ひよう依い型の精霊か！」

　先日の事件で、クレアのスカーレットや軍用精霊を狂わせた狂精霊と同じ、対象に憑依させるタイプの精霊だ──その広範囲版。

　ドドドドドドドドドドッ！

　獣群精霊に憑依された魔獣の群れが、地響きを立てて突進してくる。

「あー、あいつら精霊じゃないから、踏みつぶされたら死ぬな。ふつーに」

「ど、動物の扱いならあたしだって負けないわ！」

　甲こう殻かく精霊使いを倒したクレアが鞭むちをピシピシ鳴らすが──

「あきらめろ、クレア。俺おれたちの負けだ」

「──勝負あったな」

　すっと影のようにあらわれたフレイヤ教師が、試合終了の笛を鳴らした。






第二章　お嬢様たちの午後






「むぐぐぐ……」

　クレア・ルージュがクリームパンを喉のどにつまらせていた。

　貴族たるものいつも優雅にあれ──を信条とする彼女にしては珍しい光景だ。

「やけ食いするなよ、太るぞ」

　カミトが半はん眼がんで睨にらむと、クレアは悔しそうにテーブルを叩たたいた。

「だって、だって、うぐぐぐ～！」

「クレア、それは私のジャムパンです」

　冷静に抗議するエスト。

　ここは学院の中にあるサロン・カフェだ。

　オープンテラスからやわらかい陽の光が射さし込んでいる。

　三人は窓際の丸テーブルに座って、ちょっと遅めの昼食をとっていた。

　真ん中に置かれた籐とうのバスケットには、ジャムパン、メロンパン、ソーセージパンなど、様々な種類のパンが山盛りになっている。カフェは学院生なら誰だれでも利用できる上に、ただで焼きたてのパンが食べ放題なのだ。コーヒー、紅茶もおかわり自由。

　学院にはいちおう食堂もあるのだが、帝都の高級レストラン並みの料金をとられるため、もともと貴族でもなんでもないカミトや、財産ごと領地を召し上げられてしまったクレアには、とても利用することができないのだった。

「またチームのランキングが下がったわ」

　クレアはテーブルに突つっ伏ぷしたまま、うーっと唸うなった。

「上位チームと当たっちまったんだ。しかたないさ」

「そうだけど……でも、実力はあたしたちのほうが絶対に上だった」

　クレアはきゅっと唇を噛かみしめる。数で不利だったとはいえ、精霊使いとして格下の相手に負けたことに納得がいかないのだろう。

　たしかに、精霊使いとしてのレベルはこちらのほうが上だった。

　敗因は、二人の連係がうまく働かなかったことだ。クレアは自分の力を過信して相手を深追いしすぎたし、カミトもまた、決定的な場面でクレアを頼ることができなかった。

　女王クイーンの駒こまだけでは勝つことはできない──つまりは、そういうことだ。

「こんなところで、つまずいてる場合じゃないのに……」

　クレアがパンをやけ食いするほど焦っているのには理由があった。

　二ヶ月後に開催される精霊剣舞祭ブレイドダンスの規定は、個人戦だった三年前とは違い、五人のチームを組まないと参戦できないことになっている。そして、アレイシア精霊学院から参加できるのは、学内ランキング上位の三チームのみなのだ。

　いまだ新たなメンバーが集まらないことに加え、ランキングの成績も伸び悩んでいた。
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　学院に来たばかりのカミトは、ランキングを上げるような功績を何も残していない。

　ランキングを上げるには、今朝のような公式の訓練試合に勝つか、学院の割り当てた任務をこなせばいいのだが、そのどちらも達成できていなかった。

　先日の巨人精霊を倒したのも、風王騎士団長エリス・ファーレンガルトとの決闘も、狂乱した魔精霊との戦いも、すべて非公式の戦いであり、ランキングには反映されない。

　一方、精霊使いとしてはずば抜けて優秀なはずのクレアはというと──

　驚くことに、なんと最下位クラスの成績だったのだ。

　理由はただひとつ。彼女がすべての任務を一人でこなしていたからだ。

　本来ならチームでこなすはずの任務に一人で挑戦しては失敗し、公式試合では上級生相手に一人で戦いを挑んでは負けていた。そんなことをしていれば、いくら精霊使いとして優秀でも、ランキングを上げられるわけがない。

　クレアが学院で孤立しているのには、理由があった。

　ルビア・エルステイン。

　四年前、火の精霊王に仕える精霊姫の立場にありながら、精霊王を裏切って失しつ踪そうし、帝国に未み曾ぞ有うの大災厄をもたらした──災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン。

　その妹であるクレアは、ほとんどの学院生から恐れと蔑さげすみの目で見られているのだ。

　クレアが精霊剣舞祭ブレイドダンスに参加する目的は、エルステイン家の再興と──なによりも、姉のルビア・エルステインについての真実を知ることだ。

　──こんなところでつまずいてる場合じゃない。

　クレアの吐き出した言葉には、血の滲にじむような想おもいがこもっている。

「とりあえず、俺おれたちも早く仲間を見つけないとな。今日の試合でわかったよ。いまのままじゃ、精霊剣舞祭を勝ち抜くどころか、出場条件の上位三枠にも入れない」

　三年前、最強の剣舞姫と呼ばれた少年は、素直に力不足を受け入れた。

　クレアに目的があるのと同じように、カミトにも目的がある。

　最初はグレイワースの要請で学院にきただけだったが、いまでははっきりと、三年前の強さを取り戻すべき理由があった。

　闇やみ精霊レスティア──かつての契約精霊。

　彼女をこの手に取り戻すことだ。

　暗くら闇やみに囚とらわれていたカミトの人生に、はじめて光をあたえてくれた少女。

　そして、傷心のクレアに狂精霊を与え、街中で巨人精霊を暴走させようとした少女。

　ふたたび出会ったレスティアは、カミトが知っていた少女とは大きく変へん貌ぼうしていた。

　──いったい、彼女になにがあったのか？

　それを知るためにも、精霊剣舞祭への出場資格は絶対に手に入れなくてはならない。

「カミト、どうしたのよ。そんな難しい顔して」

「コーヒーにお砂糖を入れ忘れたのですか？」

　クレアとエストが心配そうに顔を覗のぞきこんでいた。

「いや、悪い、ちょっとな……」

「ひょっとして、あんたの昔の契約精霊のこと？」

　こういうときは妙に鋭い。

　カミトは、覗のぞきこんでくる紅玉ルビーの瞳ひとみからふっと目を逸そらした。

「……ま、いいわ。でも、話したくなったらちゃんと話しなさいよね」

　クレアはそれ以上、踏み込んでこようとしなかった。いつもは傍ぼう若じやく無ぶ人じんなくせに、たまにこういう気遣いを見せるところがあるのだ。

「……ああ、わかった」

　カミトがうなずいた、そこへ──

「あら、みなさん、昼食ですの？」

　ツンとした気品のある声がかけられた。

　カミトが振り返る。と、そこに──

　豪ごう奢しやなプラチナブロンドの美少女が立っていた。

　高貴なお嬢様を絵に描いたようなたたずまい。

　なめらかな乳白色の肌に、淡い光彩を閉じ込めたエメラルドの瞳。

　腰に手をあて、ふぁさっと髪をかきあげるその姿が妙に様になっている。

　リンスレット・ローレンフロスト。

　カミトたちと同じレイヴン教室の生徒で、自称クレアのライバル。

　クレアへの対抗意識からカミトを下僕にしようとしている、困ったお嬢様だ。

　そんな彼女のかたわらには──

「ふふっ、おいしそうな匂においですね」

　メイド服に身を包んだ少女が、穏やかな微笑ほほえみを浮かべて立っていた。

　清せい楚そなフリル付きのロングスカート、ショートボブに切り揃そろえた黒髪、頭には可愛かわいらしいホワイトブリムをちょこんとのせている。

　リンスレットの専属メイドのキャロルだ。

　どうして学院にメイドがいるのかわからないが、彼女以外に学院でメイドの姿を見たことがないので、きっとローレンフロスト家の特例なのだろう。

「……なにしにきたのよ、リンスレット」

　クレアはパンを呑のみこむと、彼女をキッと睨にらみつけた。

「偶然通りかかっただけですわ。パンだけなんて、ずいぶん質素な昼食ですわね」

　ふぁさっと髪をかきあげ、悠然と三人を見下ろすリンスレット。

「お嬢様は、みなさんと一緒に食事をされたいとおっしゃっているんですよ」

「なっ……キャロル、なにを言うんですの！」

　顔を真まっ赤かにしてキャロルの肩をぽかぽか叩たたくリンスレット。

　さすが専属メイド、みごとな通訳だ。

「二人とも座れよ。せっかくだし、一緒に食べようぜ」

　カミトがうながすと、クレアがぎゅっと足を踏んできた。

「いてっ、なにすんだよ！」

「べつに？　節操ないわねって思っただけよ。……ばか」

「わ、わたくし、べ、べつにあなたたちと食事をご一緒したいわけじゃありませんわ！」

「お嬢様はカミトさんの隣がいいとおっしゃっていますわ」

「キャロル～っ！」

　真まっ赤かになったリンスレットを、キャロルがまあまあとなだめて椅い子すに座らせた。

　カミトの隣に座ったリンスレットは、ふいっと目を逸そらしたまま話しかけてきた。

「……け、怪け我がの様子はどうですの？」

「ああ、だいぶ治ってきた。治癒の精霊のおかげだな」

　巨人精霊と戦ったときに負った怪我のことだ。だいぶ無理をしたからもう少しかかると思っていたが、さすがに学院の精霊医療は優秀だ。

「ふふっ、お嬢様は、カミト様のことをずっと心配なされていたのですよ」

「キャロル、よ、余計なことを言わないで！」

　ガーッと噛かみつくリンスレット。

「でも、お嬢様が心配なさるのももっともですわ。だって、カミト様はクレアお嬢様と一つ屋根の下、なにがあってもおかしくありませんもの」

「なっ、なに言ってんのよ、このばかメイド！　そんなことあるわけないでしょ！」

　こんどはクレアが噛みついた。

「……どういう心配だよ」

　やれやれとため息をつくカミトの横で、エストがメロンパンをぱくぱく食べていた。

　そんなわけで、リンスレットたちも一緒に昼食をとることになった。

　最初は不機嫌そうにしていたクレアも、やがてリンスレットに今日の試合のことを話しだすと、あとはどこそこのお店のケーキが美お味いしいだとか、精霊学基礎概論の講義が退屈だとか、普通の女の子らしい会話に華を咲かせはじめていた。

　なんだかんだでこの二人、けっこう仲がよかったりするのだ。とくに学院で孤立しているクレアにとって、彼女は唯一の友人といっていいかもしれない。

「そういえば、レイヴン教室に新しく編入生が来るそうですわね」

「うちの教室に？　この前カミトが入ったばかりなのに」

「ええ、なんでも、さる高貴な身分のご令嬢とか」

「ふーん、でも、この学院でいまさら高貴な身分っていわれてもね。ファーレンガルト家にローレンフロスト家、高貴な身分のバーゲンセールじゃない」

「ちょっと、武門のファーレンガルト家と、由緒正しきローレンフロスト家を一緒にしないでくださる？」

「知らないわよ、そんなの……ん、どうしたの、カミト？」

「いや、どんな娘こが来るんだろうなと思ってな」

　なにしろ、優秀な問題児の集まることで有名なレイヴン教室だ。

　クレアやリンスレットみたいなのが増えたら、大変だなと思っただけなのだが。

「午前中に行われた実技の編入試験では、〈聖精霊〉を使役したそうですよ」

　メイドのキャロルが胸もとからメモ帳を取り出して言った。

　キャロルのメイド手帳──『キャロルノート』には、学院生や教師たちのデータが詰まっているのだそうだ。……いったい、なんのために使うのかはよくわからないが。

「ふーん、聖精霊の使い手か……」

　聖精霊は五大元素精霊の一種ではあるのだが、使役する精霊使いはそれほど多くない。

　どうにも気位が高く、使い手を選ぶ精霊なのだ。

　姫ひめ巫み女この中でも、とくに清らかで高潔な乙女にしか心を開かないといわれている。

（三年前の対戦でも、聖精霊の使い手には苦戦させられたからな……）

　なにしろ聖精霊は、カミトの契約していた闇やみ精霊とすこぶる相性が悪いのだ。

　もっとも、あのときはカミトの力が相手の精霊使いを完全に上回っていたため、負けることはなかったが。

「あ、ちなみに、すごく可愛かわいくて胸の大きい娘こみたいですよ」

「キャロル、いったいどこでそんな情報を仕入れてくるんだ？」

「あら、カミトさん、興味がおありなんですか？」

　口もとに手をあて、ふふっと微笑ほほえむキャロル。

「ふーん、あんた、そ、そんなに胸の大きい編入生の情報が気になるわけ？」

「え？」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

　カミトが振り向くと、クレアが眉まゆを吊つり上げて睨にらんでいた。

「本当に殿方ってばかですわね！」

「カミトは見さかいがないのですか？　理性のないケダモノなのですか？」

　なぜか、リンスレットとエストにまで睨まれ──

　ぎゅうううううっ！

　カミトは三人から頬ほおをつねられるのだった。

（理不尽だ……）
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　そんなこんなで昼食のパンを食べ終え、一休みしたところで。

「ああ、そういえば──」

　こほん、とリンスレットが咳せき払ばらいして言った。

「あなたたち、精霊剣舞祭ブレイドダンスのチームメンバーは揃そろいましたの？」

「……ま、まだよ」

　訊たずねるリンスレットに、クレアは苦々しく首を振った。

　あらかじめその答えがわかっていたのだろう。リンスレットはふっと微笑ほほえんで、

「あら、まだでしたの？　それは悪いことを訊きいてしまいましたわね」

　ふふん、と優雅な動作でティーカップを持ちあげる。

　クレアがむっとして言い返した。

「あたしの要求レベルに適かなうメンバーがいないだけよ。あんたこそ決まってるの？」

「そ、それは……わたくしのレベルに釣り合う方が見つからないだけですわ！」

「あれ？　リンスレットも組んでるやついないのか？」

　カミトが首を傾かしげた。

　魔氷精霊〈フェンリル〉を使役するリンスレットの実力は、クレアに匹敵するほどだ。

　彼女なら、すでに引く手あまただと思っていたのだが。

「い、いまは……いませんわ、いまは！」

　顔を赤らめ、ふいっとそっぽを向くリンスレット。

「カミトさん、お嬢様は──」

「うん？」

　キャロルがカミトの袖そでをくいくいと引き、耳もとで事情を教えてくれた。

「じつはですね、ごにょごにょ……」

「ふむ……」

　キャロルの話によると──

　彼女はこれまで何度かチームを組んでみたことはあるものの、メンバーに求める理想が高すぎるのと、プライドが高すぎるためにうまくいかず、チームを組んでは解散を繰り返し、いまではだれも誘う生徒がいなくなった、ということらしい。

　……なんというか、じつにリンスレットらしい理由だった。

「うーん、プライドが高いのはたしかだが……本当はいい娘こなのにな」

「そうなんですよねえ……」

　しみじみとうなずくキャロル。

「キャロル、カ、カミトさんに、なにを話しているんですのっ！」

「お嬢様がお風ふ呂ろで身体を洗う順番についてですわ」

「キャロル～！」

　じゃれあうお嬢様とメイドを横目に、クレアが深いため息をついた。

「はあ……ほんと誰だれかいないかしら。チームに入ってくれる優秀な精霊使い」

「……ま、まあ、そう都合よくはいませんわよね」

　チラッ。

　リンスレットがこほん、と咳せき払ばらいして片目でクレアを見た。

「そうよね。いっそ、さっきの新しい編入生っていうのに声かけてみようかしら。ひょっとしたら思わぬ掘り出し物かもしれないし」

「そうですわね。でも、もっといいメンバーが意外と身近にいるかもしれませんわよ」

　チラッ。チラッ。

　……カミトは、ようやく気が付いた。

（あー、なるほど。自分からチームの話を振ったのはそういうことか）

「なあ、クレア、ちょっと──」

「なによ？　ふぁっ、い、いきなり耳に息吹きかけないでっ」

「なに赤くなってんだ？　いいからちょっと耳を貸してくれ」

　カミトはクレアにひそひそ声で耳打ちする。

「なんか、お嬢様があからさまに仲間に入りたそうにしてるんだが、だめなのか？」

「絶対だめ」

　クレアは即答した。

「どうしてだ？　リンスレットなら戦力としては十分だろ」

「それは……あいつの実力はあたしだって認めるわ。でもだめ。この前のエリスとの決闘でわかったでしょ？　チームワークなんてこれっぽっちも考えてないんだから」

「まあ、な……」

　たしかに、先日のエリスたちとの決闘では、狙そ撃げき役やくなのになぜか一番目立つ場所に立って真まっ先さきにやられていたが。

「そ、それに、リンスレットはあんたのこと……」

「ん？　なんか言ったか？」

「な、なんでもないっ、とにかくだめよ！　リンスレットはだめ！」

「いや、そんなこと言わずにさ、なんか可哀かわい想そうになってきただろ？」

「な、なにを二人でこそこそ話していますの！」

　リンスレットが、プラチナブロンドの髪先をひとさし指でくるくる巻きながら、そわそわと落ち着かないしぐさでこっちを見つめていた。

「な？」

「……」

　クレアは不満そうにうーっと唸うなると──

「……わかったわよ。いちおう聞いてみるわ」

　深いため息をついてうなずいた。精霊剣舞祭ブレイドダンスの開催まであと二ヶ月を切っている。もはや欲を言っている場合ではないと考えなおしたのかもしれない。

「ねえ、リンスレット」

「な、なんですの、クレア・ルージュ？」

　リンスレットの声は緊張でややうわずっていた。

「あんた、ひょっとして、あたしのチームに入りたいの？」

「ば、ばかっ、ストレートに聞きすぎだ！」

　カミトは小声で叫んだ。

　リンスレットのようなプライドの高い女の子に、そんな聞き方をしたら──

　髪先をいじっていたリンスレットの指が、ぴたっと止まった。

「ふっ、いきなりなにをおっしゃるのかと思えば──」

　腰に手をあて、ビシッとクレアを指差して、

「あなたこそ、わたくしのチームに入りたいのではなくて？」

「は？」

　クレアの眉まゆがキッと吊つり上がった。

「なに言ってんの？　ばっかじゃないの？　あんたが、あたしのチームに入るのよ！」

「却下却下、却下ですわ。あなたたちが、わたくしのチームに入るんですのよ！」

　どうでもいいことで言い争う二人のお嬢様。

　……完全に平行線だった。

「どっちでも同じことだろ……」

　カミトが突っ込むと、

「ぜんぜん違うわよっ！」「ぜんぜん違いますわ！」

　ステレオで怒鳴ってくる。こんなときだけ息がピッタリだ。

「……うん、だめだこいつら。チームとか絶対無理だ」

　カミトがあきらめのため息をついた、そのときだ。

「まったく、君たちは静かにできないのか？　ここは公共の場だぞ！」

　サロン・カフェに凛りんとした声が響いた。

　全員が振り向くと──

　カフェの入り口に、軽甲かつ冑ちゆうを身に着けたポニーテールの美少女が立っていた。

「エリス！」

　クレアがむっとうめいた。……また邪魔なのがきた。そんな表情だ。

　エリス・ファーレンガルト。

　学院の風紀を守る〈風王騎士団シルフイード〉の団長だ。

　可愛かわいい容姿に似合わず厳格な性格で、日ひ頃ごろから問題を起こしているレイヴン教室のクレアたちとは折り合いが悪いようだ。

　もっとも、カミトとしては、それほど苦手な相手というわけではない。

　入学当初は男の精霊使いというだけでカミトを毛嫌いしていたようだが、そのことについては、すまなかったと謝罪してくれた。

　ちょっと生き真面目まじめすぎるところはあるにしても、一本芯しんの通ったまっすぐな性格で、騎士の誇りをもっているところは尊敬できる。

　エリスはつかつかとテーブルのほうへ歩いてきた。

「騎士団長様がなんの用ですの？」

「決闘のやり直しなら、いつでも受けてたつわよ」

　リンスレットとクレア、二人の目が剣けん呑のんな光を帯びる。

　そういえば、先日の決闘は、突然の魔精霊の乱入によってうやむやになってしまった。

　あのときの決着を、再びつけようということなのだろうか──

（……勘弁してくれよ。決闘なんて二度とごめんだぞ）

　こちらへやってきたエリスが、鋭い目でクレアを見下ろした。

「ふん、私はいまここで決着をつけても構わないぞ、クレア・ルージュ」

「望むところよ」

　エリスが剣を抜き放つと、クレアもスカートの下から革かわ鞭むちを抜いた。

　一触即発の空気に、周囲のテーブルにいた女の子たちがガタガタッと立ちあがる。

「おい、クレア……」

　カミトが止めようとすると──

「だ、団長、落ち着いて！」

「こ、ここで剣を抜くのはだめですよ！」

　カフェの入り口から、二人の少女があわてた様子で駆けてきた。

　エリスと同じ騎士団の甲かつ冑ちゆうを身に着けている。

　髪の短いボーイッシュな娘こと、なんとなく生き真面目まじめそうな三つ編みの娘。

　二人ともカミトには見覚えがあった。先日の決闘で戦った騎士団の女の子たちだ。

　名前は確か──髪の短い方がラッカで、三つ編みのほうがレイシアだったか。

　騎士団の仲間に止められ、エリスはばつが悪そうに剣を収めた。

「……す、すまない、騎士団長ともあろう者が」

　恥じ入るように咳せき払ばらいして、二人の少女に謝ると──

　こんどはカミトのほうへ向きなおった。

「カゼハヤ・カミト」

「俺おれ？」

　カミトは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。クレアはともかく、自分はとくに騎士団に睨にらまれるようなことをした覚えはないのだが。

「今朝の対抗試合でウルヴァリン教室に負けたそうだな、完かん膚ぷなきまでに」

「なによ、やっぱり喧けん嘩か売ってるの？」

　クレアがガタッと立ちあがる。

「そうではない。じ、じつはだな、カゼハヤ・カミト、君を──」

　エリスは首を振ると、急にもじもじと顔を赤らめてうつむいた。

「ん、どうしたんだ？」

「だから、その……」

「もう、団長ってば、早く言えばいいのに」

「いつもは毅き然ぜんとしてるのに、こういうときはまだるっこしいんだよなあ」

　エリスの背後でレイシアとラッカがひそひそ囁ささやく。

「でも、こうやって照れる団長も可愛かわいいですね」

「あー、あれだな、まるで恋する乙女みたい──」

「か、からかうな！　わ、私はこんな不ふ埒らち者もののことなどなんとも思っていないっ！」

　エリスは顔を真まっ赤かにして叫んだ。

　それから、誤ご魔ま化かすようにこほん、と咳せき払ばらいする。

「そ、それは確かに、先日の件で少し見直しはしたが……それだけだ。わ、私が憧あこがれるのは、かの最強の剣舞姫レン・アツシユベルのような、高潔で強い女性なのだ。断じてこんな男など！」

「……」

　凛りんとした声で告げるエリスを、カミトは半はん眼がんで見つめた。

（……悪いな、お前の憧れの女性は幻想なんだよ）

「む、な、なんだその目はっ！」

　エリスはカミトの首筋に剣を突きつけた。

「わ、私がレン・アッシュベルに憧れているのが、そんなにおかしいのか？」

「……っ、い、いや、そうじゃない！」

　カミトはあわてて首をぶんぶん振った。

　三年前の精霊剣舞祭ブレイドダンス──最強の剣舞姫の舞った剣舞は、同年代の少女たちに強烈な印象を残した。以来、彼女は精霊使いを目指す姫ひめ巫み女こたちの憧れなのだ。

　それはどうやら、エリスも例外ではないらしい。

「いいから、用件を早く言いなさいよ」

「うるさい、わ、わかっている！」

　クレアに向かって言い返すと、エリスはふたたびカミトの顔を見つめた。

「カゼハヤ・カミト──」

「な、なんだよ……」

「その、つまり、だな……」

　緊張しているのか、エリスの手がかすかに震えていた。

　ちなみに、剣を突きつけたままなので危なっかしくてしかたない。

「つまり……わ、私は君が欲しい！」

「……」

　──シン、と静寂がおとずれた。

　クレアたちはもちろん、ラッカとレイシアも唖あ然ぜんとしていた。

　数秒間、時間が凍りつく。

「な、なな、な……」

　最初に口を開いたのはクレアだった。

　顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせている。

「……っ!?」

　エリスはハッとしたように目を見開き、ぶんぶん首を振った。

「ち、ちがうぞ、い、いまのは、そういう意味ではない！」

「そ、そそ、そういう意味って、どういう意味よ！」

「だから、そ、それは──」

　エリスは大きく深呼吸してから、

「カゼハヤ・カミト、わ、私たちのチームに入らないかっ？」

「え？」

　予想外の言葉に、カミトは耳を疑った。

（……エリスが、俺おれとチームを？）

「なんですって？」

　クレアとリンスレットも目を丸くしている。

　ラッカとレイシアは真まっ赤かになったエリスを見てニヤニヤしていた。

「……えっと、どういうことだ？」

「そ、そのままの意味だ。カゼハヤ・カミト、き、君を私のチームに迎え入れたい。あの軍用精霊を倒した君の実力なら申し分ないからな」

　早口にそう言って、ふいっとあさってのほうへ目を逸そらすエリス。

　どうやら、本当にカミトをスカウトするつもりのようだ。

　首筋に剣を突きつけながらなので、スカウトというよりは脅迫っぽいが。

　エリスの成績は上級生を抑えてトップクラスだ。カミトがこのチームに加われば、精霊剣舞祭ブレイドダンスへの参加資格を得る確率が大幅に上がるのはまちがいない。
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　しかし──

「エリス、俺おれは──」

「だめよ、こいつはあたしの契約精霊なんだからっ！」

　カミトの返答をさえぎって、叫んだのはクレアだった。

　椅い子すから立ちあがり、カミトの制服の袖そでをぎゅっと掴つかむ。

「クレア、おまえ……」

　カミトが振り向いて見下ろすと、透き通った紅玉ルビーの瞳ひとみと目が合った。

　クレアの瞳は、不安そうに揺れていた。

　たぶん本人は意識していないのだろうが、すがるような目で見つめてくる。

（そうか、こいつは……）

　きっと、姉のルビアに裏切られたことが、心の深いところで傷になっている。

　誰だれかに見捨てられる──というのが、怖くてしかたないのだ。

　だからいつも孤独。誰にも頼れない。

　また裏切られるのが怖いから──

「……」

　カミトは──

　ふっと息をついて頭をかいた。

（……そんな顔を見せられたら、な）

　苦笑しながら、クレアの頭のつむじにぽんと優しく手をのせる。

　答えなんて最初から決まっていた。悩むまでもない。

「エリス、悪いが、俺はこいつの契約精霊なんだ。チームを変える気はない」

「……カミト!?」

　クレアがハッと顔を上げ、目を見開いた。

「……そうか」

　エリスがきゅっと唇を噛かむ。

　だが。つぎの瞬間にはもう、いつもの凛りんとした表情に戻っていた。

「……わかった。突然、無理を言ってすまなかったな」

「いや、こっちこそ……俺なんかを誘ってくれてありがとな」

　カミトが謝ると、エリスはちょっと照れたようにはにかんだ。

「い、いいのだ。き、君がそういう男だからこそ、私は──」

「うん？」

　エリスがなにか言ったようだが、声が小さくて聞きとれなかった。

「あーあ、フラれちゃいましたね」

「大丈夫、団長にはあたしたちがいるぜ」

「お、おまえたち……そ、そんなのではないっ！」

　ニヤニヤとからかう仲間の二人を、エリスが真まっ赤かになって怒鳴った。

「あ、あの、カミト……」

「ん？」

　クレアが制服の袖そでを掴つかんだまま、なにか言いたそうにもじもじしていた。

「どうしたんだ？」

「……あ、ありが……と」

「……？　なんだ？」

　なにを言おうとしているのか、声が小さすぎてよく聞きとれない。

　こんなふうに口ごもるのはクレアにしてはめずらしい。

「だ、だからっ……えっと、ね……」

　と、そのときだ。バンッと扉が開き──

「ここに淫じゅ──カゼハヤ・カミトはいますかっ！」

　サロン・カフェに学院生の女の子が駆けこんできた。

　よほど急いで来たのだろう、息を切らしているようだ。

（っていうか、いま俺おれの名前を淫いん獣じゆうって言いかけたような……）

「俺ならここにいるぞ」

　カミトが手を挙げると、その子はほっとしたように胸を撫なでおろした。

「学院長がお呼びです。すぐに来るようにと」

「グレイワースが？」
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　アレイシア精霊学院の擁する学院都市の一角。

　外に大きく張り出した喫茶店のテラスに、一組の奇妙な客が座っていた。

　一人は、漆黒のドレスに身を包んだ黒髪の美少女だ。

　闇やみ精霊レスティア。一週間前、この場所で帝都から搬入された軍用精霊を暴走させ、学院都市に甚大な被害をもたらした張本人。

　そして、もう一人は──

　鋼のように硬い黒髪。痩やせぎすの、肌の浅黒い──少年だ。

　それなりに整った顔立ちではあるものの、赤い目だけが炯けい々けいと輝いているその様は、不気味としか言いようがない。

　こんな場所にいれば明らかに目立つであろう二人組であったが、周囲の人間は誰だれも彼らに気をとめないばかりか、その存在さえ感知していないようだった。

「──で、俺は学院の図書館から、例の封印指定の資料を奪ってくりゃいいんだな？」

「ええ、このあいだの事件のせいで、私は学院に近づけなくなってしまったから」

「ちっ、めんどくせーな、なんでまたそんなもんが必要なんだ？」

　少年が地面に唾つばを吐き捨てた。だが、それをとがめる者は誰もいない。

「鉱山都市に眠ってる例のアレ、なかなか難物なのよ。オルデシア軍の最上級の封印が何重にもかけられてるわ。解放の儀式だけで目覚めさせるには、何ヶ月かかるか──」

「ふん、廃棄された軍用精霊──そんなものを集めてどうするつもりだ？」

「あなたに彼女の思惑を知る資格はないわ、ジオ」

　黒衣の少女はおだやかに首を振った。少年がチッと舌打ちする。

「帝都の軍用精霊、あんたが勝手に玩具おもちやにしたせいで、面倒なことになっちまった。奪うようにって命令だっただろ？」

「いいじゃない、いまの彼の力を見られたんだもの」

「まあな。だが正直、失望したよ。あの程度なのか？　最強の剣舞姫レン・アツシユベルってのは」

「彼はまだ目覚めていないわ」

「そうであることを願うぜ。いまの腑ふ抜ぬけた奴やつを倒しても意味がない」

「あら、倒せる自信があるの？　彼を」

「倒すさ。そして証明する。このジオ・インザーギが真の魔王の後こう継けいであることをな」

　少年の赤い唇がゆがむ。浅黒い肌の全身に、無数の精霊刻印が輝いていた。

　魔王スライマンとおなじ──七十二の精霊を宿す刻印が。






第三章　喪失の精霊姫ロスト・クイーン






　あれから、クレアたちと別れたカミトは、すぐに学院長の執務室へ向かった。

　ノックしてドアを開けると──

「遅いな、この私を何秒待たせるつもりだ」

　開口一番、執務机に座ったグレイワースが冷たく告げてきた。

　黄昏の魔女ダスク・ウイツチ──グレイワース・シェルマイス。

　姿こそ妖よう艶えんな美女だが、もとは十二騎将ナンバーズの筆頭に名を連ねていた歴戦の精霊騎士だ。

　波打つアッシュブロンドの髪。小さな眼鏡めがねの奥で灰色の眼めが光っている。

「悪いな。あんたの用事と聞いて、どうにも足取りが重かったんだ」

「ふん、ずいぶん生意気な口を叩たたくようになったじゃないか。素直で無む垢くだったあの頃ころの坊やはどこへいってしまったんだろうな。つくづく時の流れというものは残酷だよ」

「変わらないのはあんただけだ、グレイワース。外見も、性格の陰険さもな」

　カミトは苦々しく吐き捨てた。

　グレイワースは三年前の自分を知る数少ない人物だ。

　そして、最強の剣舞姫レン・アツシユベルの名を棄すてたカミトを学院に呼びよせ、二ヶ月後の精霊剣舞祭ブレイドダンスに参戦させようとしている張本人でもある。

　彼女はその理由を語らない。

　もっとも、黄昏の魔女ダスク・ウイツチが何も語らずにカミトをこき使うのは、よくあることだ。

「そうだな、たしかにおまえは変わったよ。三年前と比べて格段に弱くなった。さっきの訓練試合、あの程度の相手になんだあのざまは？　昔のおまえなら、三分もあれば一人で叩たたきつぶしていたはずだ」

「見てたのか……相変わらず趣味が悪いな」

「あんなざまでは精霊剣舞祭ブレイドダンスへの出場資格も危ぶまれるぞ。それとも、あの軍用精霊を倒したのはまぐれか？」

「あのときは──」

　カミトはわずかに口ごもった。

　自分の力だけで倒したわけではない。

　変へん貌ぼうしたかつての契約精霊と邂かい逅こうし、絶望に打ちひしがれていたカミトにふたたび立ちあがる力を与えてくれたのは、あの紅あかい髪の火猫少女だ。

（……っ！）

　ふいに、やわらかな唇の感触が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　煩悩を振りはらうように、カミトはあわてて首を振った。

「自分でも情けないとは思っているさ。まだ契約精霊の力も使いこなせてない」

　カミトは、精霊刻印の刻まれた右手に目を落とした。

「まだ昔の女が忘れられないか？　未練がましいな」

「ふざけるな！　レスティアは、そんなんじゃない！」

「熱くなるところがますます怪しいな。なんなら、この学院で愛人でも作ったらどうだ。少しは寂しさもまぎれるかもしれんぞ」

「愛じ──」

「それとも、学院の娘たちではお子様すぎるか？　なんなら……私でもいいぞ？」

　グレイワースは妖よう艶えんに微笑ほほえむと、指先でわずかに胸もとを押し開く。

　胸の谷間の奥、大人っぽいレースのついた黒い下着がチラッと覗のぞいた。

「ふ、ふざけるな！」

「冗談だ。ふむ、その調子ではそちらの方面はまだのようだな。噂うわさでは貧乳美少女と裸ニーソの精霊をはべらせて、淫みだらなハーレム同どう棲せい生活に耽ふけっていると聞いたが」

「ぐっ……」

　反論しようとして、カミトは言葉に詰まった。

　……客観的に見ればそれは事実なので、否定できないのが痛いところだ。

「グレイワース、俺おれを呼んだのはくだらない冗談を言うためか？」

「それもある──が、無論、それだけではないよ」

　グレイワースはギッと椅い子すを軋きしらせ、奥の賓ひん客きやく室しつのほうを向いた。

「おまえに紹介したい娘がいる──いいぞ、入りたまえ」

「はい」

　奥の部屋から鈴を転がすような声がした。

　ドアを開け、あらわれたのは──

　学院の制服とは違う、黒いドレスのような制服に身を包んだ少女だった。

　艶つややかな長い黒髪が印象的な、ハッとするほどの美少女だ。

　涼やかな黒い瞳ひとみ。清せい楚そなたたずまいに、カミトが思わず見惚れていると。

「……え？」

　彼女と目が合った途端、なぜか怪け訝げんそうな顔をされた。

「ええっと、あなたが……カゼハヤ・カミト君？」

　少女はパチパチとまばたきしながら訊きいてきた。

「ああ、そうだけど──」

「でも、ずいぶん印象が……」

　……なんだか知らないが、少女はショックを受けているようだ。

（な、なんなんだ？）

「でも、そうよね……男の子なんだし、もう三年も前だものね」

　少女はカミトに聞こえない声でぶつぶつ独り言をつぶやいている。

　それから、もう一度カミトの顔を見て、

「ええ、たしかに面影があるわ、うん。それに、これはこれで結構──」

「どうした、フィアナ？」

　グレイワースが怪訝そうに声をかけると、

「あ、す、すみません！　その、男性の精霊使いを初めて見たものですから！」

　フィアナと呼ばれた少女はあわてて首を振った。

「えっと……この娘こは？」

　カミトがグレイワースに向かって訊たずねた。

　と、少女はなぜかむっとした表情になって唇を尖とがらせる。

「やっぱり、覚えてないのね……まあ、いいけど」

「彼女は、おまえとおなじレイヴン教室に入ることになった編入生だ」

「編入生？」

　ああ、とカミトはうなずいた。ちょうど、さっきカフェで話していたところだ。

（この娘がそうなのか……）

　キャロルは高貴な身分の御ご令れい嬢じようと言っていたが、なにしろこの学院には高貴な身分のお嬢様は身近にあふれているので、それほど特別な感じはしない。

（あとは胸が大きいとか……言ってたな）

　思わず、ドレスのような制服の胸もとにチラッと目をやると──

（……なるほど、たしかに）

　と、妙に納得してしまうカミトだった。

「彼女はオルデシア帝国第二王女、フィアナ・レイ・オルデシア姫殿でん下かだ」

「……オルデシア？」

　カミトは一瞬、眉まゆをひそめ──

「って、まさか……！」

　驚きに目を見開いた。

　精霊使い養成機関であるアレイシア精霊学院には、本物の貴族の令嬢が数多く在籍している。これは、帝国の王侯貴族が何世代にもわたる婚姻によって、精霊使いの血脈を継いできた結果だ。

　無論、例外もあるにはあるが、精霊使いといえば貴族の子女がなるのが普通である。

　武門の筆頭ファーレンガルト家や、歴史あるローレンフロスト家。

　いまは領地を没収されてしまったが、クレアのエルステイン家なども名門の家柄だ。

　だが、目の前にいるこの少女は──オルデシア帝国の第二王女。

　貴族の令嬢どころではない。

　本物のお姫様──だというのだ。

（帝国の王女様が、どうして学院に？）

　オルデシア王家に生まれた姫君は例外なく、精霊姫養成機関〈神しん儀ぎ院いん〉で五大精霊王エレメンタル・ロードに仕える精霊姫候補としての修行を積むことになっているはずだが。

　ともあれ、そんな疑問はひとまず胸にしまい、カミトは地面に片かた膝ひざをついた。

「ご無礼をお許しください、姫殿下」

　べつにオルデシア帝国に忠誠を誓っているわけではないが、王族の前でとるべき作法はかつての契約精霊に散々叩たたき込まれていた。

　だが、フィアナは静かに首を振る。

「そういうのはいいわ、ここでは同じ学院生なんだし。それに、第二王女といっても私は喪失の精霊姫ロスト・クイーン、すでにいなかったことにされている身分だもの」

「喪失の精霊姫ロスト・クイーン？」

　カミトは訊きき返し──ハッと思い出した。

（そうか、帝国の第二王女！）

　噂うわさには聞いたことがあった。

（たしか、火の精霊王に仕える精霊姫候補だった少女──）

　四年前。火の精霊姫──ルビア・エルステインが失しつ踪そうした事件があった。

　彼女の裏切りを知った火の精霊王の怒りによって、帝国は一時、大混乱に陥った。

〈神儀院〉は精霊王の怒りを鎮しずめるために二人目の精霊姫を擁立しようとしたのだが──

　そのとき、ルビアの後任として推されたのが、帝国の第二王女だったはずだ。

　だが、彼女が精霊姫になることはなかった。そのとき、彼女はなぜか精霊姫候補を降りると宣言し、王室からその存在を抹消されたのだ。

　彼女が精霊姫となることを拒んだ理由は、いまも公表されていない。

　以来、第二王女は表舞台からまったく姿を消してしまったのだ。

　その喪失の精霊姫ロスト・クイーンが、目の前にいるこの少女だというのか。

「彼女の言う通りだ。この学院の門をくぐった以上、どのような身分の姫ひめ巫み女こであろうと特別扱いはしない。たとえ王女であろうと、男の精霊使いであろうと、災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹であろうとだ」

「そんなわけで、元王女だけどよろしくね。カゼハヤ・カミト君」

　フィアナは微笑ほほえむと、指先でスカートの端をつまんで優雅に一礼した。

「あ、ああ、よろしく──」

　と、立ちあがったカミトの表情が凍りついた。

「どうしたの？」

「いや、その……」

　カミトが頬ほおをかきながら目を逸そらす。

「？」

　フィアナはきょとん、と首を傾かしげ──

「きゃっ！」

　つまみ上げているのが舞ぶ踏とう会かいのドレスではなく、丈の短い制服のスカートだということに気付いたらしい。

　レースの編み込まれた、大人びた黒い下着がカミトの網もう膜まくにしっかりと焼きついた。

「カ、カミト君の……えっち」

　顔をカアッと赤らめ、もじもじと恥ずかしそうにつぶやく元王女様。

「わ、悪い……」

「おまえたち、私の目の前でイチャラブするな。イライラする」

　グレイワースが殺気のこもった目でカミトを睨にらみつけた。

「……悪かったな。で、あんたが俺おれを呼んだのはどういうことだ？」

　この魔女のことだ。まさか、編入生を紹介するだけということはあるまい。

（俺に帝国の王女様を引き合わせて、なにを企たくらんでる？）

　そんなカミトの心情を読み取ったのか、魔女は不機嫌そうに眼鏡めがねを押し上げた。

「心外だな、わざわざおまえのために特別任務を用意してやったというのに」

「特別任務だと？」

「そうだ。ちょうど彼女に任せたい任務があってな、その護衛に、おまえたちのチームを同行させたい」





　　　　◇






　──任務クエスト制度。

　学院生同士の公式試合と共に、学院のランキングシステムを支える制度のことだ。

　与えられる任務の内容は様々で、剣舞による神楽から、暴走した精霊の鎮圧、封印精霊の発掘調査、はぐれ精霊使いの討伐などがある。

　学院生は、危険度に応じてランク分けされた任務をこなすことで、公式試合に勝ち抜くのと同じようにチームランキングを上げることができるのだ。

「ちなみに、この任務の難易度はＳランクだ」

「Ｓランク？」

　カミトは思わず訊ききかえした。

　Ｓランク任務は学院で提示される最高難度の任務である。

　上昇するランキングポイントは破格だが、場合によっては死の可能性さえある危険な任務。現在のカミトのランキングではエントリーすることさえできないはずだ。

「あんたが裏で手を回したのか？」

「ひと聞きが悪いな。特別扱いはしないといっただろう。この任務に適任なのがフィアナとおまえだったというだけだ。嫌ならほかのチームに話を回すがね」

「……」

　悪い話ではない。それどころか、いまのカミトたちにしてみれば渡りに船だ。

　精霊剣舞祭ブレイドダンスの開催まで、すでに二ヶ月を切っている。いや、出場チーム三枠を決める最終試験が行われるのはもっと早い。

　いまのペースで通常の公式試合や任務をこなしていては、とうてい間に合わない。

　グレイワースはなぜか、カミトを精霊剣舞祭に出場させたがっている。

　とはいえ、学院長権限で帝国の代表にねじ込むことはさすがにできない。

　そこで、危険度は高いが成功報酬も極端に高いＳランク任務を回してきたわけだ。

（任務をこなせなければそれまで──か）

　グレイワースの思惑通りに動くのは気に入らないが──

　要人の護衛任務なら、過去に何度か経験したことがある。

　たしかに、公式試合で地道に学内ランキングを上げていくよりははるかにマシだ。

「──わかった。任務の内容を話してくれ」

「そうこなくてはな」

　カミトがうながすと、グレイワースはふっと微笑を浮かべた。

「鉱山都市ガドを知っているか？」

「ガド？　まあ、名前くらいはな。数十年前に廃鉱になった都市だろ」

　鉱山都市ガド。かつては精霊鉱石の一大採掘地だったが、第二次ランバール戦争のときに精霊鉱石を掘り尽くし、廃鉱になってしまった街だ。

　たしか、いまでは廃はい墟きよばかりのゴーストタウンになっているはずだが。

「その鉱山で、最近、奇妙な地震が頻発しているそうだ。その調査に向かって欲しい」

「地震の調査？」

　学院に調査依頼が持ち込まれるということは、ただの地震ではないのだろう。

　土地を支配する地属性の精霊が、地震を引き起こすことはよくあることだ。

　それが怒りや狂乱によるものなら剣舞の儀式で鎮しずめるか、場合によっては精霊騎士による討伐部隊が編制されるケースもある。

　任務としてはわりと一般的なものだが──

「冗談はよしてくれ。ただの地震調査が、どうしてＳランク任務なんだ？」

　ただの地精霊の調査ならば、それほど危険があるようには思えない。

　任務のリスクに対して、このランク設定は高すぎるのだ。

「あいかわらず疑い深いな、私の好意を信用できないのか？」

「信用できるか。あんたはいつも嘘うそは言わない。だが真実も決して口にしないんだ」

「ふん……まあ、その通りだよ」

　グレイワースはふっと微笑ほほえむと、観念したように肩をすくめた。

「どうも鉱山に、旧オルデシア騎士団の封印した戦略級軍用精霊が眠っているらしい」

「戦略級軍用精霊……だと!?」

　カミトは思わずうめいた。隣のフィアナもハッと息を呑のむ。

　戦略級軍用精霊──先日、学院都市で暴走した巨人精霊の比ではない。

　その強大さゆえに、個人で制御することは不可能。何百人もの精霊使いによる儀式神楽によってようやく制御できる──まさしく大量破壊兵器そのものだ。

　第二次ランバール戦争を最後に、大陸国家間で条約が交わされ、七体すべてが封印廃棄されたはずだが──

「まさか、地震を引き起こしているのが、その戦略級軍用精霊だっていうのか？」

「あくまで可能性として、だ。おまえたちにはその調査を頼みたい。調査の結果、封印が解けかかっているのが判明した場合──」

「私が〈儀式神楽〉で再封印の儀式を行うのですね」

　フィアナが静かに口を開いた。

「そうだ。元精霊姫候補の君なら、この任務にうってつけだからな」

「……なるほどな、このお姫様を呼んだのはそういうわけか」

　五大精霊王エレメンタル・ロードに仕える精霊姫は、精霊を鎮める〈儀式神楽〉のエキスパートだ。

　特別な体術訓練を受けていないため戦闘には向かないが、あらゆる儀式の型を、幼少時から身体に叩たたき込んでいる。

　学院に一人しかいない元精霊姫候補の学院生──希少な特殊技能者でしかなしえない任務であることと、戦略級軍用精霊が関かかわっていることを考えれば、Ｓランク任務という設定も妥当かもしれない。

「……」

　条件は悪くない。だが、もうひとつ、訊きいておかなければならないことがあった。

「……でも、フィアナはいいのか？　護衛が俺おれなんかで」

　ただ彼女を護衛するということなら、もっと適任の精霊使いがいるはずだ。

　たとえば、エリス・ファーレンガルト。責任感が強く実力もある彼女なら、護衛としての能力は申し分ない。

　王女様にとって、男のカミトを護衛に選ぶメリットはないのだ。もし、グレイワースがフィアナの意思を無視して勝手に組ませたのなら──この話は断るつもりだった。

　だが、フィアナは──

「もちろん。頼りにしているわ、カミト君」

「グレイワースに、俺おれと組めって脅されてるんじゃないのか？」

「ううん、だって、私が君を指名したんだもの」

「そうなのか？」

「ええ。世界でただ一人の男の精霊使いと旅行なんて、素敵じゃない」

　フィアナはカミトの手に指を絡ませ、上目使いに見つめた。

　透き通った黒い瞳ひとみで見つめられ、カミトは思わずドキッとする。

「ふん、モテモテじゃないか」

　グレイワースは不機嫌そうに言うと、任務要項の書かれた書類をわたしてきた。

「任務を受けるつもりならここにサインしろ。おまえにとって悪い話ではないはずだ」

　悪くないどころか、いまのカミトにとっては破格の話だ。

　だが──

「俺一人で決めることはできない。一応、クレアにも聞いてみないとな」

「ふん、まあいい。だが急げよ、明日には出立してもらうぞ」

「クレア？」

　と、声を上げたのはフィアナだった。

「ああ、俺のチームメイトなんだが──」

「ひょっとして、クレア・エルステイン？」

「……知ってたか」

　カミトは気まずそうに頭を掻かいた。

（そうか、この娘こは……火の精霊王の精霊姫候補だったんだもんな）

　災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン──ルビア・エルステインと同じ〈神しん儀ぎ院いん〉で修行していた姫ひめ巫み女こ。

　ならば、彼女の妹であるクレアのことを知っていてもおかしくはない。

「あの人の妹……」

　フィアナの唇がかすかに震えた。

　チームメイトに災禍の精霊姫の妹がいると聞いて、後悔しているのかもしれない。

「悪いが、クレアは俺のチームメイトだ。任務は一緒に遂行する」

　カミトが告げると──

「ええ、望むところよ」

　フィアナはうなずきながら、そっと小声でつぶやいた。

「妹にまで負けるつもりはないもの」





　　　　◇






　二人が執務室を出ていくと、グレイワースはふっと微笑ほほえんだ。

「しかし、あのお姫様も大胆なことをする」

「──知っておられたのですか、学院長」

　グレイワースの影の中から一人の女性がすっとあらわれた。

　影精霊使い──フレイヤ・グランドル教師だ。

「彼女が編入試験のときに精霊鉱石を使ったことか？　無論、気付いていたよ。もったいないことをする。あの石塊ひとつで二千万ルードはするんじゃないかな」

「では、あえて不正入学を見逃したのですか？」

「フィアナ姫は、十三歳にしてあのルビア・エルステインに次ぐ第二位の精霊姫候補だった。もし彼女がもう一度精霊使いとして目覚めたなら、最高の掘り出し物じゃないか」

「しかし、あんなもの、学院生活を送っていたらすぐにバレるでしょうに」

「それは彼女もわかっているのだろうさ。わかっていてなお、学院の扉を叩たたいたんだ。目覚めなければそれまでだが、目覚めれば幸運だ。だからあの坊やと組ませた」

「学院長、あなたはいったいなにを──」

　フレイヤが眉まゆをひそめた、そのとき。執務室の窓から翼のある目玉が飛びこんできた。

　グレイワースの使役する探査用の精霊だ。

「ふむ、どうやら学院都市に招かれざる客が侵入したらしいな」

「先日の闇やみ精霊ですか？」

「さて、どうだろうな。何が狙ねらいかは知らないが……フレイヤ・グランドル、君は風王騎士団シルフイードに警備を強化するよう命じておけ」





　　　　◇






　執務室を出たカミトは、フィアナを連れて学院の校舎を案内していた。

　優雅で軽やかな足取り。本物の王女様は歩き方も洗練されているようだ。

「フィアナが着てるのは〈神しん儀ぎ院いん〉の制服なのか？」

「ええ、アレイシア精霊学院に対抗して最近作られたそうよ。私が現役でいたころは、もっと仰々しい儀式装しよう束ぞくだったわね。あれはあれで可愛かわいいのだけど、やっぱり女の子はみんなスカートに憧あこがれていたわ」

「……ふーん、そういうもんか。似合ってるよ」

「あら、お世辞でも嬉うれしいわ」

　歩きながら話しているうちに、カミトの口調はだいぶくだけてきた。

　オルデシア帝国の元王女で〈神儀院〉出身の姫ひめ巫み女こ──もっと近寄りがたい雰囲気なのかと思っていたが、意外に話しやすい女の子だ。

　廊下でそんな会話を交わす二人は、早くも他の学院生たちの注目を浴びまくっていた。

「ねえ、ご覧になって。カゼハヤ・カミトがまた編入生を手て籠ごめにしているわ！」「淫いん獣じゆうの本領発揮ね」「でも、ちょっと羨うらやましいかも」「な、なに言ってるのよ！」「で、でも、あの鋭い目で見つめられたら……さ、逆らえなくなっちゃうかも」「ほんのちょっとだけよ、ちょっとだけ、弄もてあそばれてみたい……とか思わない？」「そ、そうね、ち、力ずくで来られたら……きっとドキドキしてしまうわ」「だめよ、あいつは魔王よ、女の子を手当たりしだいむさぼる魔王なんだからっ」「魔王……」「夜の魔王……」

　そんなかすかなざわめきが、廊下のそこかしこから聞こえてくる。

（……なんだよ夜の魔王って！）

　いろいろつっこみたいが、どうもやぶ蛇へびになりそうなのでつっこめない。

　少女たちのおびえるような視線にはもう慣れた。

　だが、最近では、なぜか妙に熱い視線を送ってくる女の子も多いのだ。

　あと、なぜか靴箱に、リボンつきの手紙や手作りのお菓子が入っているようになった。

　……まあ、ただの悪戯いたずらなのだろうが。

「ふーん、カミト君は結構モテるのね」

「からかってるだけだろ、なにせこの学院に男は俺おれ一人だからな」

「そうかしら？」

　むぎゅっ。

「……っ!?」

　突然、二の腕にやわらかい感触。

　フィアナがカミトの腕に胸を押しつけてきたのだ。

「お、おい、フィアナ!?」

「ん、どうしたの？」

　上目使いに小悪魔の微笑を浮かべるお姫様。

　腕に押しつけられるほどよいやわらかさに、心臓の鼓動が止まらない。

「いや、お姫様……その、胸があたって……」

「私はかまわないわ。それとも──」

　フィアナはくすっといたずらっぽく笑った。

「はしたないお姫様は嫌い？」

「……っ!?」

　ドレスのような制服の胸もとから、わずかに黒い下着が見えていた。

　……困る。ものすごく困る。

　廊下をすれ違う女の子たちの視線が、だんだん鋭さを増しているような気がする。

　緊張するカミトを、フィアナは愉たのしそうに見つめていた。

「ふふっ、みんな妬やいてるみたい」

「ぜったい違うからな……」

　カミトは重いため息をつくと、

「ところで、王女様はどうしてこの学院に編入してきたんだ？」

　ふと、さっきから気になっていたことを訊きいてみた。

　彼女がどんな事情で、精霊姫候補としての地位を捨てたのかは知らない。ただ、一度表舞台から消えた彼女が、なぜいまになって学院の門を叩たたいたのか興味があったのだ。

「それは──」

　フィアナの足がぴたっと止まった。カミトも合わせて足を止める。

「うん？」

「カミト君に会いにきた──って言ったら、信じる？」

「……？」

　カミトはちょっと迷ってから、

「いや、会いにきたもなにも、フィアナとはさっきが初対面じゃないか」

「……」

　そんなカミトの返事に、フィアナはちょっとむっとしたように唇を尖とがらせた。

「……ばか」

　つぶやいて、フィアナはそっとカミトの唇にひとさし指を押しあてる。

　そして、唇が触れるぎりぎりまで顔を近づけると、

「──レン・アッシュベル」

　瞬間。カミトの表情が凍りついた。

　彼女の口から出た予想外の名前に──言葉を失った。

「……っ!?　な……んで……」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくしたまま、カミトはかわいた声を洩もらした。

　カミトの正体がレン・アッシュベルであることを知るのは、契約精霊レスティアと魔女グレイワース──この二人だけだ。

　この少女はいったい……？

「……やっぱり、覚えてないんだ」

　フィアナは不機嫌そうに唇を尖らせる。

　この距離でそんな顔をされると、まるでキスをせがむ恋人のようだ。

「大丈夫。みんなには秘密にしておいてあげるわ、約束だものね」

「約束？」

　カミトが、ふとなにかを思い出しそうになった、そのときだ。

「カミト！」

　廊下の向こうからクレアが駆けてきた。どうやらカミトを探していたらしい。

「もうっ、いったいなにして──」

　と、そこで。クレアはぴたっと立ち止まった。

　廊下の真ん中で、まるでキスをする恋人のような体勢の二人を見て──

「こ、こここ、こ……」

　ゴゴゴ……肩が小刻みに震えはじめる。

　紅あかい髪が紅ぐ蓮れんの炎のように逆立ち、ゆらゆらと燃え立つ。

「ここ、この奴ど隷れいってば……ほほ、ほんとに見境がないのね……」

　ピシッ──鞭むちを打ち鳴らした瞬間、灼しやく熱ねつの炎を纏まとう火猫ヘルキヤツトが虚こ空くうから姿をあらわした。

　火猫は一瞬で炎の鞭フレイムタンへ姿を変えると、クレアの右手に収まる。

「い、いいわ、今日は徹底的にしつけてあげる……」

「ま、まて、勘違いするなよクレア、この娘こは──」

「──クレア？」

　カミトが口にしたその名前に、フィアナが反応した。

　そっとカミトから腕を離し、鋭い目でクレアを睨にらむ。

「そう、あなたが、クレア・ルージュ」

「そうよ。だったらどうなの？」

「あなたが、あの人の妹……」

　クレアを睨むフィアナの目に、なぜか、見えない火花が散ったような気がした。






第四章　キャット・ファイト






「ぜっっったい、認めないわ！」

　夕刻。レイヴン教室寮に、クレアの怒鳴り声が響いた。

「護衛任務で一時的にチームを組むっていうのは百歩譲っても──」

　紅いツーテールの髪をイライラとかきあげて、

「なんでこの娘が同じ部屋なのよ！」

　優雅に紅茶をすするフィアナに向かって、びしっと指を突きつける。

　フィアナはツンとそっぽを向いたまま、ポツリとつぶやいた。

「狭い部屋ね、貴族の住む場所とは思えないわ」

「う、うるさいわね！　文句があるなら学院長に言えば？」

「私が言っているのは、部屋が散らかっているということよ。皮肉も通じない？」

「ぐっ……い、いつもはちゃんと片付けてるわ！」

　やれやれ、とカミトは頭をかかえた。この二人、さっきからずっとこの調子なのだ。

「ねえ、カミト君もそう思わない？」

「いや、まあ……」

　涙目なクレアのほうをチラッと気にしながら、カミトが曖あい昧まいな返事をすると、

「そういえば、レン・アッシュベルの正体って──」

「ああ、たしかに散らかってるな。クレア、掃除くらいはしたほうがいいぞ」

「なっ……あ、あんたまでそいつの味方するの！」

　クレアは涙目でうーっと唇を噛かみしめた。

（……すまん、クレア。俺おれはこのお姫様には逆らえないんだ）

　なぜか、カミトの正体を知る少女。

　カミトとしては早く問い詰めたいのだが、この状況ではクレアにも聞かれてしまう。

　一応、クレアに秘密を話すつもりはないようなのだが、さっきから名前をちらつかせて脅迫してくるのだ、このお姫様は。

　針のむしろに座らされている気分で、カミトはうんざりとため息をついた。

　バチバチと見えない火花が散る中、エストは猫じゃらしでスカーレットと遊んでいる。

　口ではフィアナにかなわないと思ったのか、クレアは矛先をカミトに向けてきた。

「だいたい、なんであたしの部屋なのよ！」

「まあ、寮で部屋を一人で使ってるのはおまえだけだからな」

「一人じゃないわ、二人じゃない。エストも入れれば三人よ」

「俺はおまえの奴ど隷れい精霊ってあつかいなんだろ？　寮のルールじゃ、精霊は同居人にカウントしないんだ」

「う、それは、そうだけど……！」
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「まあ、これじゃ、さすがに手狭になるだろうしな。俺おれは出ていくよ」

　そもそも、カミトは外の小屋に住むはずだったのだ。

　それに、やはり女子の部屋で男が寝ているというのは風ふう聞ぶんもよくない。

「ちょっと、出ていくって、どうするの？　野宿でもするつもり？」

「とりあえずはテントで十分だ。なんとかなるだろ」

　部屋を出ていこうとするカミトの襟首を、クレアがぐいっと掴つかんだ。

「なんだ？」

「だめ」

「うん？」

「そんなのだめよ。だって、あ、あんたがいなくなったら……」

　クレアはうつむいて、きゅっと唇を噛かみしめた。

「だれが炊事洗濯するのよ！」

「……いや、おまえがしろよ」

「いやよ。だって、あんたの作るご飯、おいしいんだもん……」

　どうやらカミトの手料理は、缶詰生活だったクレアの舌を虜とりこにしてしまったようだ。

「それに、あんた、出てったらエストと二人きりってことじゃない。そんなのだめ。リンスレットとか、さっきみたいにエリスがちょっかい出してくるかもしれないし。ううん、エリスたちだけじゃない。興味本位であんたを狙ねらってる女の子は多いんだから」

「狙ってるって……俺とエストなら、大抵の連中は返り討ちにできるぞ」

「そ、そういう意味じゃないわよ……ばか」

　クレアは襟首を掴む手を離した。

「あ、あんたは、あたしのものだもん。だれにもあげないわ」

「んなこといったってな……」

　カミトが小さくため息をつく──と、

「ねえ、あたしのものって、どういうこと？」

　フィアナが静かな声こわ音ねでつぶやいた。

「クレア・ルージュ、あなた、いったいカミト君とどういう関係なの？」

「ど、どういう関係って、それは……」

　クレアはもじもじと顔を赤らめて、

「こ、こいつとは、ど、奴ど隷れいと主人の関係よ！」

「な、なんですって……！」

　フィアナは愕がく然ぜんとした表情でカミトを見つめた。

「ま、まさか、そんなマニアックな関係だったなんて……」

「まて、誤解を招くような発言をするな！」

「ふ、ふん、だいたいあんたこそ、カミトとどういう関係なのよ。編入生のくせに、ず、ずいぶん親しそうだったじゃない」

　こんどはクレアが逆に訊ききかえす。

　すると、フィアナはコホン、と咳せき払ばらいして──

「私？　私は……妹よ、カミト君の」

「ええっ！」

「……？　俺おれには妹なんて──」

「ねえ聞いて、じつはレン・アッシュベルの正体って──」

「そ、そう、妹なんだ、妹！」

　フィアナが魔法の言葉を囁ささやくと、カミトは即座にこくこく頷うなずいた。

「い、妹……そう、あんた妹なんていたんだ」

　クレアはなぜかほっと胸をなでおろす。

「ただし義妹」

「義妹!?」

「そうよ、しかもイケナイ義妹」

「い、イケナイ義妹!?」

　クレアの顔はみるみるうちに真まっ赤かになった。

　……いったいなにを想像してるんだ。

「ヒント、義妹は兄と結婚できるのよ。ね、お兄様♪」

　突然、フィアナが大きな胸をぎゅーっと押しつけてくる。

　ほどよくやわらかいその感触に、カミトは思わずドキッとして──

「な、なな、な……ば、ばかっ、この鬼き畜ちく変態っ！」

「痛っ、まて誤解だ、やめろ──」

　紅玉ルビーの瞳ひとみになぜか涙を浮かべ、カミトを鞭むちでピシパシ打つクレア。

「ちょっと、カミト君になにをするの！」

　パシッ──と、振り上げたクレアの腕をフィアナが掴つかんだ。

「む、な、なによ！」

「カミト君はあなたの奴ど隷れいじゃないわ」

「うん、その通りだ」

　カミトはうなずいた。

「彼は私のものよ」

「いや、あんたのものでもないからな？」

　半はん眼がんでツッコミを入れるカミト。

（……ったく、俺の周りはどうしてこんな奴やつらばかりなんだろうな）

「残念だったわね。カミトはあたしの奴隷精霊よ、だって──」

「だって？」

　フィアナが訊き返すと、クレアはかすかに頬ほおを赤らめて、

「だ、だって、その……カミトと精霊契約の儀式も……したし」

「……」

　フィアナはぽかん、と口を開けた。

　ギギギ……と首を軋きしらせカミトのほうを向く。

「ねえ、それは、本当なの？　カミト君」

　ニッコリと、悪魔のような笑顔。

「いや、それは……」

　あのときのことは、正直、思い出すだけでも恥ずかしい。

　それはクレアのほうも同じらしく、顔を真まっ赤かにしてうつむいていた。

　恥ずかしがるくらいなら言うなよ──とは思うのだが。

　と、そんな二人の反応を観察したフィアナが静かにつぶやいた。

「そう、なんだ……キス、したんだ」

　口調こそ穏やかだか、なにか恐ろしいものを孕はらんだ声こわ音ねだ。

　……怒っている。間違いなく怒っている。

（いや、そもそもなんでフィアナが怒るんだ？）

　カミトのそんな疑問をよそに、フィアナはすっと立ちあがると──

　もじもじと赤くなっているクレアに向かって、ビシッとひとさし指を突きつけた。

「勝負よ、クレア・ルージュ！」

「勝負？」

「ええ、勝ったほうがカミト君を好きにできる勝負」

「だ、だめよ、そんなの！　だいたい、カミトはもともとあたしのものよ！」

「だから違うって言ってるだろ……」

　カミトが口を挟むが、二人は聞く耳など持っていない。

「あなたが勝ったら、私はこの部屋を出ていくわ。二人きりでカミト君と好きなだけえっちなことをすればいいじゃない」

「そ、そ、そんなことしないわよっ！」

「あら、じゃあ、一人でするほうが好みなの？」

「な、ななな、なにを……」

　真っ赤になったクレアが頭からぷしゅーっと湯気を噴く。

（……完全に遊ばれてるな）

　クレアはこういう方面を責められるとめちゃくちゃ弱い、超うぶなお嬢様なのだ。

「それとも、自信がない？　カミト君を私にとられちゃうのはいや？」

　フィアナがさらに挑発すると、クレアがとうとうキレた。

「くっ……の、望むところよ！　来たれ、焦熱の火猫ヘルキヤツト！」

　スカーレットを呼び寄せ、その手に精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──炎の鞭フレイムタンを握りしめる。

「おい、寮を破壊する気か！　風王騎士団シルフイードの連中が飛んでくるぞ！」

「大丈夫よ、その前にカタをつけるから」

「ぜんぜん大丈夫じゃねえ！」

　クレアさん、目がマジだった。……殺やる気だ。

「そうあわてないでよ、クレア・ルージュ」

　だが、フィアナは余裕の表情でひらひらと手を振った。

「なによ、この期に及んで命いのち乞ごい？」

「私はなにも剣舞ブレイドダンスで勝負するとは言ってないわ。なんでも暴力で解決しようとするのは貴族としてどうなのかしらね。頭にいくはずの栄養がぜんぶ胸に──」

　フィアナはクレアの胸を見て、くすっと微笑した。

「──いってるわけではないようだけど」

「焼き尽くせ、灼しやく熱ねつの劫火球！」

「まて、クレア！　精霊魔術はやめろ！」

　火炎球フアイアボールを唱えようとするクレアをカミトはあわてて羽交い締めにする。

　ただでさえ学内ランキングの底辺をうろついているのだ。これ以上問題を起こせば〈チーム・スカーレット〉の成績は最下位ランクまで落ち込んでしまう。

「くっ……じゃあ、なにで勝負するのよ！」

「そうね──」

　フィアナは指先を顎あごにあてながら、部屋の中をゆっくりと見まわした。

　──と。その視線が、キッチンに積み上がった缶詰の山にとまる。

　彼女の目がキラッと輝いたのをカミトは見逃さなかった。

「じゃあ、先にカミト君の身体を満足させたほうが勝ち──というのはどうかしら？」

「か、身体を満足させる……!?」

　クレアの顔がぷしゅーっと真まっ赤かになった。

「だ、だめよ、そんなの！　だ、だって上手なやり方とか、ぜんぜん知らないし……って、そうじゃなくて、そ、そんなのぜったいだめなんだからっ！」

「なにを勘違いしてるのか知らないけど、私が言っているのは料理対決のことよ？」

「料理!?」

　クレアの顔が凍りつく。

　当然だ。初めて出会ったとき、こいつは缶詰しか食べていなかった。

　まともな料理なんてできるわけがない。

「だめよ、そんなの決闘とは呼べないわ！」

「あら、精霊を楽しませる御ご膳ぜんを奉納するのは剣舞と同じ〈神楽〉の一種、立派な精霊使いのスキルよ。学院の基礎科目にもあったでしょう？」

「そ、それは……」

「それとも、自信がないの？　……その胸と同じで」

　プチッ。その瞬間、なにかのキレる音がした。

「わ、わかったわ……」

「うん？」

「う、受けてたとうじゃないの、料理勝負！」

　フィアナに向かってビシッと指を突きつけ、勝負を受けてしまうクレア。

　その瞬間、王女様はくすっと小悪魔じみた微笑を浮かべた。

（っていうかクレア、料理が苦手なこと見抜かれてるぞ！）
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　そんなわけで、なぜか二人の料理対決が始まったのだが──

　エプロンを着けた二人の美少女が、それぞれキッチンの端と端に立っていた。

　レイヴン教室寮の一階にある共用キッチンだ。ここにある食材は寮生ならば自由に使っていいらしく、カミトはいつもお世話になっている。

　審査員のエストは行儀よくテーブルについてスプーンを握りしめていた。

　おこぼれにあずかろうとするスカーレットとは違う意味でそわそわしながら、カミトはキッチンの後ろを歩き回る。

（……正直、クレアに勝ち目はないよなあ）

　もちろん、クレアの手料理など一度も食べたことはないが、なにしろ学院に来てから食生活のほとんどを缶詰で乗り切っていたお嬢様だ。まったく期待はできない。

「ええっと、ツナ缶に、サバ缶に……奮発してカニ缶も開けちゃうわ」

　ふんふんと鼻歌を歌いながら、クレアは缶詰の具を盛りつける。缶詰の盛り合わせを料理と認めていいのか疑問が残るが、とりあえず食べられそうではあったので、カミトはほっと安あん堵どの息をつく。

「フルーツは切ったほうが食べやすいわね」

　おもむろにクレアが包丁を取り出したのを見て、カミトは口を挟んだ。

「大丈夫か？　指切ったりするなよ」

「大丈夫よ、いつもカミトが作るの見てるもん」

「そうか……ん、いつも見てるって？」

「ばっ……ち、違うわよ、そ、そういう意味じゃないんだからっ！」

「おわっ、危ねえっ、包丁を振り回すな！」

　ぶんっ。鼻先をかすめる包丁を華麗にかわすカミト。

「ふん、あ、あんたがばかなこと言うからよ！」

　クレアは顔を耳まで真まっ赤かにして、ふいっとそっぽを向いた。

「それはともかく、いったいなにを作ってるんだ？」

「シーフードカレーよ、あんたがよく作ってくれるやつ。あたし、あれ好きだから」

「うん、シーフードカレーに普通、ツナ缶やサバ缶は使わないからな？」

　どうやら、見よう見まねでルーの中に具材を放ほうり込んだらしい。

「う、うるさいわね……魚の名前なんていちいち覚えてるわけないじゃない。舞ぶ踏とう会かいでダンスを踊った相手の顔を覚えてないのと同じよ」

「……ひでえ。それは覚えてやれよ」

　性格はともかく、容姿だけは超絶美少女なクレアのことだ。可か憐れんな外見に騙だまされてダンスを申し込んだ貴公子は星の数ほどいるにちがいない。

「……それにしても、クレアのドレス姿か」

「なによ、あたしだって、領地を没収されるまでは公こう爵しやく家けの娘だったんだから、ドレスくらい着るわよ……それとも、あたしがドレス着たらおかしいわけ？」

「いや、おまえが着たら似合うだろうなって思っただけだ」

「……っ、な、なな、なに言ってんのよ、ばかっ」

　カミトが素直な感想を口にすると、クレアはますます赤くなってうつむいた。

　わずかに顔を上げ、カミトを上目使いに見上げると──

「えっと、ほ、ほんとに……似合うと思う？」

「ああ、おまえの紅あかい髪は純白のドレスに映えると思うぞ。……認めたくはないが、正直、外見だけはどんなお姫様よりも綺き麗れいだしな」

「……～っ！」

「ま、ドレスを着るには胸のボリュームが圧倒的に足りないけどな。そこは詰め物でもしてなんとかするしか──」

　そこで、カミトはハッと口を閉じた。

　ゴゴゴゴゴゴゴ……キッチンの食器がカタカタと揺れている。

　……どうやら、また余計な地雷を踏んだらしい。

「あ、いや……悪かった」

「……そ、そそ、そうね。あたし詰め物でもしなきゃ、ドレスも着られないもんね」

「なあ、クレア、なんでそんなものを持ってるんだ？　それは野菜の皮を剥むくために使う便利な道具であって人に向けて使うもんじゃ……おわっ、ちょ──」
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「くっ、まさか野菜の皮剥き器にあんな使い方があったとはな……」

　カミトは毒づきながら、こんどはフィアナのコーナーへやってきた。

　猫に引っかかれたような傷きず痕あとが頬ほおに無数についている。

「あいつ、調理器具の使い方は下手なくせに、武器としては完かん璧ぺきに使いこなしてやがる」

　このぶんだと、クレアの精霊魔装エレメンタルヴアツフエが鞭むちから皮剥き器ピユーラーになる日も近いかもしれない。

（削り節になりなさいっ……か、いやすぎる未来だな）

　ヒリヒリと痛む頬を押さえながら、そんなことを思っていると、

「──ふーん、二人はずいぶん仲がいいのね」

　まな板から顔を上げ、フィアナが半はん眼がんで言ってきた。

　なぜか、ちょっと不機嫌そうだ。

「そう見えるか？　王女様の目も意外と節ふし穴あなだな」

「目で見えるものだけが真実ではないわ──これはとある先輩の受け売りだけど」

「いかにも〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こが言いそうな言葉だな」

　カミトは肩をすくめると、フィアナの横に立った。

　彼女はトントンとリズムよくニンジンを刻んでいた。

　精霊を愉たのしませる〈神楽〉のエキスパートだけあって、さすがに手際がいい。

「自信ありそうだな」

「もちろんよ。〈神儀院〉にいた頃ころは、月に一度、高位の精霊に料理の御ご膳ぜんを奉納する儀式があったけど、みんな私の奉納した御膳に満足して元素精霊界アストラル・ゼロへ帰っていったわ」

「へえ、そいつはすごいな」

　カミトは素直に感心した。これはずいぶん期待できそうだ。もちろん、精霊に奉納する御膳は味よりも見た目を重視するため、人間の食べる料理とは違うのだろうが。

「ところで、いま鍋なべにひと壜びん入れたそれはなんだ？」

「唐とう辛がら子しよ。隠し味に使うの」

「そうか隠し味か」

　隠し味。たしかに、鍋のスープは真まっ赤かになって具が隠れていた。

　しかし、隠し味とは一般的にそういう意味だっただろうか？

「……大丈夫なのか？」

「ええ、とっても鮮やかで綺き麗れいな色じゃない」

　……なんとなく不安が募るが、追及するのはやめておこう。

　フィアナは満足そうにうなずくと、ふたたびまな板に目を落とす。

　トントン、とリズミカルな音を聞きながら、カミトはフィアナの横顔を眺めた。

　切れ長の黒い瞳ひとみ、処女雪のように白い肌。

　腰まで伸ばした黒髪は、いまは落ちないように結い上げている。

　白いうなじが妙に色っぽい。

　どこか大人びたその横顔に、カミトは思わず見惚れてしまった。

（髪を結い上げただけで、ずいぶん印象が変わるんだな……ん？）

　結い上げた髪。カミトの脳のう裏りになにか引っかかるものがあった。

（……この娘こ、やっぱりどこかで会ったことがあるのか？）

　初めて会ったはずなのに、なぜかカミトの正体を知る少女。

（でも、俺おれは王女様の知り合いなんていないしな……）

　思い出せそうで思い出せないのがもどかしい。

　そんなふうに、フィアナの横顔を見つめていると──

「あの、カミト君？　さっきから、どうしてわたしを視姦しているの？」

　フィアナがちょっと困ったような表情でこちらを向いた。

「あ、いや……って、視姦!?」

「それはもちろん、凋ちよう落らくした王女様をめちゃくちゃにしてみたいとか、奴ど隷れいみたいに調教してみたいとか、いろいろえっちな妄想をするのはカミト君の自由だけど……そうね、正直、思春期の男の子の妄想に使われるのはあまり気分のよいものではないわね」

「あんたは俺おれをなんだと思ってるんだ！」

「あら、精霊王に仕える〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こを甘く見ないで欲しいわね。私にはあなたの心の中が手に取るように読めるわ」

　そう言うと、フィアナは顔を近づけ、カミトの額ひたいにそっと手をあてた。

　冷たくやわらかい肌の感触に思わずドキッとしてしまう。

「……え？　やだ、は、裸メイドなんて、そんなはしたない……」

「はしたないのはあんたの頭だ！」

　カミトは思わず怒鳴った。

　っていうか裸メイドってなんだ。裸エプロンの一種か。ちょっと気になるぞ。

　と、そこへ──

「カミト、お肉の焼き加減なんだけど、ミディアムがいい？　それともウェルダン？」

「ああ、俺はミディアムのほうが好み……って、おわ！」

　振り向くと、いつのまにかクレアが笑顔と火球を浮かべて立っていた。
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「あ、ああ、あんたってば、さ、さ、最低……は、裸メイドとか、最低！」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

「ちょっと待て、冤えん罪ざいだ──フィアナ!?」

　助けを求めるが、フィアナはすでにその場を離れて小悪魔の微笑を浮かべていた。

「ふ、不ふ埒らちな妄想ごと消し炭になりなさいっ、この変態～っ！」

　クレアの放った火球が、キッチンごとカミトを吹っ飛ばした。





　　　　◇






　そんなわけで、三十分後。

　審査員の座るテーブルの上に、二人の作った料理が並んでいた。

　エストとスカーレット、そしてボロボロになったカミトが横並びに座っている。

　クジ引きの結果、まずはクレアの料理から食べることになったのだが──

「……あー、いちおう訊きくが、なんだこれは？」

　目の前にある皿の上に、なにか黒い塊かたまりが転がっていた。

　これは、クレアがいつも言っている消し炭というやつではなかろうか。

「たしか、シーフードカレーだった……よな？　作ってたのは」

「……ちょ、ちょっと火を通しすぎたみたいね」

　目の前の物体は完全に炭化していた。……もはや味以前の問題だ。

「えーっと、食わなくちゃいけないのか？　これは」

「み、見た目じゃないわ、大事なのは味でしょ！」

「とても苦いです」

　ひと口味見したエストが無表情につぶやいた。

「……エスト、裏切ったわね」

「あたりまえだろ。エスト、おまえはよくがんばったぞ」

「な、なによっ、スカーレットはちゃんと美お味いしそうに食べてるわ」

「そいつは炎精霊だからな。たぶん味覚とかないからな」

　その黒焦げの塊はスカーレットが完食したが、ものを食べているというよりは、廃棄物を焼却しているという感じだった。食べ終えたあとで、ぶわっと小さな火球を吐く。

「エ、エストだって精霊じゃない！　繊細な料理の味がわかるとは思えないわ」

「審査員への暴言。クレアは減点です」

　無表情に減点の札を上げるエスト。

「くっ……」

「そんな暗黒物質、食べるまでもないわ。勝負あったわね」

　口もとに手をあて、ふっと余裕の笑みを浮かべるフィアナ。

　まあ、たしかに、すでに勝負は決まったようなものだが、一応、彼女の料理も食べ比べてみなくてはならない。

　……ぐつぐつぐつぐつぐつ。

　運ばれてきた料理を見て──

「こ、これは……！」

　カミトが絶句した。エストが珍しく目を見開き、スカーレットがニャーと鳴く。

　ぐつぐつと煮え立つ……シチューのようだ。

　赤い。さっきカミトが見たときよりもさらに赤い、具の見えないシチュー。

「えっと、これは……なんだ？」

「オルデシア王家特製ホワイトシチューよ」

「どこにホワイトが!?」

　少なくとも表面に見えるのは赤一色だ。そして鼻をつく凄すさまじいまでの刺激臭。

　さっきの隠し味のせいだろう、間違いなく。

「な、なによこれ！　こんなの食べられるわけないじゃない！」

　クレアが自分のことを棚に上げて文句を言った。……まあ、気持ちはわかる。

「あら、エルステイン公こう爵しやく家けの御ご令れい嬢じようは、食べてもいないのに文句を言うの？」

　フィアナが艶つややかな黒髪をかきあげ、クレアを見下ろした。

「公平フエアじゃないわね。そういうの、民衆の模範たる貴族としてどうかと思うわよ」

「うぐぐ……！」

　公平じゃないもなにも、フィアナもクレアの黒焦げを食べていないのだが、頭に血が上っているクレアはそんなことにも気付かないようだ。

　というか、貴族のお嬢様というのは基本的に挑発に弱い。とくに家名や貴族のプライドを引き合いに出されたとあってはなおさらだ。

「わ、わかったわよ、こんなのひと口食べれば十分でしょ。あたし辛からいのは得意だもの」

　クレアがうなずいた瞬間、フィアナがくすっと邪悪な笑みを浮かべた。

「おい、クレア、そいつはマジでヤバイ──」

　カミトが止めようとする間もなく、クレアはスプーンを口に運んでいた。

　そして、つぎの瞬間。

「ひぐうっ──!?」

　…………ぱたん。

　突然、テーブルに突つっ伏ぷした。

「ク、クレア、大丈夫か！」

　カミトがあわてて抱き起こすが、クレアはくるくると目を回していた。

「……か、完全に意識が飛んでる」

「私の勝ちね」

　フィアナが腰に手をあて、ふっと微笑ほほえんだ。

「いや、そういう勝負だったのか？」

「違ったの？」

　きょとん、としているフィアナ。

　まあ、たしかに明確な勝利の条件などは決めていなかった気もするが。

「おまえ、たしか〈神しん儀ぎ院いん〉の儀式では、精霊を満足させたって言ってたよな？」

「ええ、ひと口食べただけで、満足そうに元素精霊界アストラル・ゼロに帰っていったわ」

「うん、それはたぶん満足して帰ったんじゃないと思うぞ」

「精霊の味覚をも破壊する料理……戦せん慄りつを禁じ得ません」

　エストが、ぽつりとそんな呟つぶやきをもらした。
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（やれやれ……今日は大変な一日だったな）

　あれから一時間後、カミトはバスルームに備え付けのシャワーを浴びていた。

　フィアナがあとでいいと言ったので、遠慮なく先に入らせてもらったのだ。

　ちなみに、クレアは部屋でスカーレットに看病されている。いまごろベッドでうんうん唸うなっているはずだ。気の毒だとは思うがカミトにはどうすることもできない。

　エストはもう眠る時間だ。元素精霊界に帰れない彼女は睡眠を多くとる必要があって、普段から一日の半分くらいは眠っているのだ。

　それにしても──と、シャワーを浴びながらカミトはつぶやく。

（フィアナ・レイ・オルデシア……か）

　オルデシア帝国の第二王女にして、あの災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン──ルビア・エルステインに次ぐ第二の精霊姫候補だった少女。なぜ、カミトの正体を知っているのか。なにが目的で近づいてきたのかも、よくわからない。

（べつに、俺おれの正体をバラしてどうこうってわけでもなさそうだしな）

　本気で脅しているというよりは、カミトの反応を楽しんでいるだけのように思える。

（……いったいなんなんだ？）

　カミトが精霊機関のシャワーを止めようとした、そのときだ。

「ねえ、カミト君、入るわよ？」

　脱衣所のほうからそんな声がした。

「ん、ああ──」

　と、答えかけて。

「な、なに!?」

　カミトはあわてて背後を振り向いた。

　ガララッ──扉が開く。

　そこにいたのは──

「……どうしたの？　そんなに驚いて」

　バスタオル一枚を身にまとったお姫様だった。

「なっ……ななな、な……」

　カミトはたちまちパニックに陥った。

「フィ、フィアナ、なにやってんだおまえ！」

「うん？」

　小首をちょっと傾かしげ、くすっと可か憐れんに微笑ほほえむ王女様。

　ほっそりとした白いうなじ。優美にくびれた腰。そして、大きくふくらんだ胸。バスタオルのスリットから覗のぞく白い素足は、十六歳の少女とは思えないほどなまめかしい。

　カミトが唖あ然ぜんとしていると──

「なによ、わ、私だって、こんなことをするのは……恥ずかしいのよ？」

　膝ひざを擦りあわせ、もじもじと恥ずかしそうにつぶやくと。

　おもむろに、フィアナはタオルをはらりと落とした。

「……っ!?」

　カミトは思わず両手で目を覆う──が、

「み、水着……？」

　フィアナは、バスタオルの下にセパレートの黒い水着を身に着けていた。

　腰をパレオで覆い、胸もとに薄いヴェールのついた、水祭の儀式仕様の水着だ。

　ほどよく引き締まった両脚、優美なカーヴを描く、くびれた腰。

　ほんのりと火ほ照てった彼女の身体は、まるで地上に降り立った女神のように美しい。

　カミトが思わず見惚れていると──

「えっと、どう……かしら？」

「ど、どうって？」

「わ、私が素肌を晒さらした男の子は……カミト君、あなたが初めてなのよ」

　わずかに声を震わせ、フィアナは恥ずかしそうにつぶやいた。

「な、なんで……」

　カミトはごくりと息を呑のむ。

　……意味がわからなかった。彼女がなぜこんなことをするのか。

　そんな疑問を塗りつぶすように──

「ね、座って」

　フィアナはそっと肩に手を触れると、カミトを逆向きに座らせた。

　冷たく、やわらかい女の子の手の感触。心臓の鼓動が一気に高鳴る。

「フィアナ、いったいなにをする気──」

　ふよんっ。

「……っ！」

　いきなり、やわらかな弾力が背中に押しつけられた。

　カミトの背中がびくっと跳ねる。

　フィアナはこほん、と咳せき払ばらいすると──

「お、王女様の私が背中を流してあげるわ。光栄に思いなさい」

　泡立てたボディタオルでカミトの背中を洗いはじめる。

「いや、ちょっとまて、なんでそんな──」

　わけがわからないカミトは、ひたすら戸惑うばかりだ。

　だが、振り向くと艶なまめかしいフィアナの水着姿を直視してしまうため動けない。

「お、おとなしくしてなさいっ、この私に恥をかかせるつもりなの？」

　拗すねたような口調で言われ、きゅっと強めに背中をこすられる。

「ど、どう？　気持ちいいかしら？」

「いや、そんなこと言われても……」

　正直、気持ちいい。

　というか、可愛かわいい女の子にこんなふうに密着されて、気持ちよくないはずがない。

　だが、正直な感想を言えば、人として大事ななにかを失ってしまうような気がした。

「い、意外としぶといわね……早く私に籠ろう絡らくされなさいっ！」

「籠絡!?」

　ふにゅっ。ふにゅんっ。

　いまなにか危険な単語が聞こえた気がしたが、押しつけられる胸の感触に気をとられ、すぐに頭が朦もう朧ろうとしてしまう。

（これは、まずい……！）

　幼少の頃ころに〈教きよう導どう院いん〉で暗殺者として育てられてきたカミトも、こういう誘惑に対しての訓練はしていなかった。まだそういうものへの対策は必要ない年齢だったし、彼の契約精霊が、近づく女性をことごとく遠ざけていたからだ。

　だが、いまのカミトは年とし頃ごろの青少年だ。

　薄い水着越しに押しつけられる胸の感触に、もはや理性は限界寸前だった。

「お、おい……どこを触ってるんだ!?」

「お、おとなしくしなさいっ！　あなたの正体、あの娘こに話すわよ」

「そ、そうだ！　おまえ、どうしてレン・アッシュベルのこと知って──」

　カミトが振り向いて問いただそうとした──そのときだ。

　バンッ──突然、バスルームのドアが開いた。

「……っ!?」

　そこにいたのは──

「ク、クレア……？」

　うつむいて、わなわなと肩を震わせる、クレア・ルージュだった。

「くっ、まさかもう復活するなんて……」

　フィアナがキッと唇を噛かむ。

「あ、あ、あんたたち、な、なななな、なにをしてるのかしら？」

「ち、違うぞクレア、これはだな──」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　クレアの紅あかい髪が、メラメラと炎のように逆立った。

　カミトは、いつものように消し炭になることを覚悟したが──

「……」

　鞭むちを振り上げたクレアの動きが、ぴたっと止まった。

　紅玉ルビーの瞳ひとみに焔ほのおを燃えあがらせ、キッとフィアナを睨にらみつけている。

　フィアナは余裕の表情を浮かべ、ぴとっ──カミトの背中に胸をくっつけた。

「フィアナ!?　な、なんで火に油を注ぐようなことを──」

　カミトはあわてて身体を離そうとするが、腕をがっちりとホールドされていた。

「いま、カミト君の背中を流しているの。邪魔しないでくれる？」

「くっ、あ、あんたたち……」

（ああ……俺おれ、死んだな）

　カミトが妙に穏やかな心持ちで目を閉じる。

　だが。クレアがつぎにとった行動は、まったく予想外のものだった。

　いつものように炎の鞭でカミトを吹っ飛ばすのではなく──

「あ、あたしも……あんたの背中流すわ」

「え？」「は？」

　唖あ然ぜんとする二人をキッと睨みつけ──告げたのだ。

「だからっ、あたしもお風ふ呂ろ入るのっ！」





　　　　◇






「ど、どうなのカミト？　気持ちいい？」

「あら、私のほうが気持ちいいわよね？」

（ま、まて、これは……どんな状況だ!?）

　三分後。カミトの頭は完全にパニックになっていた。

　……たちの悪い夢を見ているのだろうか。だが、背中に感じるこの感触は本物だ。

　一人用のバスルームで、なぜか美少女二人と泡まみれになっている。

　しかも、クレアは水着も着ていない。素肌にバスタオルを巻きつけただけの格好だ。

　きめのこまかい乳白色の肌に、鮮やかな真紅の髪が映える。

　小柄でスレンダーなプロポーション。

　可か憐れんな妖よう精せいのようなその肢体は、胸などなくても十分すぎるほどに魅力的だ。

　タオルのスリットから覗のぞく太ももに赤いベルトの跡がある。クレアは調教用の革鞭を太ももに巻きつけているのだ。その跡が妙に艶なまめかしい。

　カミトは懸命に二人の姿を見ないようにするのだが、なにしろ狭いので、身じろぎするだけで肌が密着してしまう。その感触が、かえって想像力を高めてしまうのだ。

「きゃっ……ちょっと、どこ触ってるのよ、ばか！」

「あ、そんな動くと、先のほうが擦れて……ひゃうっ」

　くすぐったさに少し身をよじるだけでこんな状態だ。

（勘弁してくれ……）

　同じ年とし頃ごろの少年が聞いたら夢の桃源郷と思うかもしれないが、カミトとしてはまるで針のむしろに座らされている気分だった。

　……なんでこんなことになっているのか、意味がわからない。

　おそらく、クレアはフィアナへの対抗心であんなことを口走ってしまい、引っ込みがつかなくなったのだろうが──巻きこまれるカミトとしてはたまったものではない。

　一刻も早くここを出るべきなのだが、ちょっとでも身動きすると肌がじかに触れ合ってしまうため、出ようにも出られないのだ。

「ほら、あたしのほうが気持ちいいでしょっ、気持ちいいって言いなさい！」

「痛いてえええっ、背中の皮が剥むける！」

「え、そ、そんなに？　……って、うわ、あんたの背中傷だらけじゃない」

「ああ、いつも誰だれかさんに痛めつけられてるせいでな」

「わ、悪かったわね……」

　カミトが半はん眼がんでうめくと、クレアは気まずそうに謝った。

「──いや、冗談だ。昔の古傷だよ」

　背中の傷は、かつて最強の剣舞姫レン・アツシユベルを名乗っていた頃ころについたものだ。

「……ん？　フィアナ、なに見てるのよ」

　──と、クレアが眉まゆをひそめてフィアナを見た。

「な、なんでもないわ」

「あたしの精霊刻印が、どうかしたの？」

　フィアナは、さっきからチラチラとクレアの右手の精霊刻印を見つめていた。

「な、なんでもないって言ってるじゃない！」

　めずらしくあわてた声を出し、ふいっと目を逸そらすフィアナ。

　そんな彼女を、クレアは怪け訝げんそうに見つめると──

「……あんたの精霊刻印、そんなとこにあるのね。珍しい」

　水着に包まれたフィアナの胸の谷間に、精霊刻印の一部が覗のぞいていた。

「たしか、聖精霊の使い手だったわよね？」

「ええ……そうよ」

　答えたフィアナの表情がわずかにこわばった。

「どんなタイプの精霊なのか、召喚してみせて」

　カミトもそれには興味があった。同じ任務に参加する仲間として、使役する精霊のタイプくらいは把握しておくべきだ。それによってチーム内での役割も決まってくる。

　だが、フィアナはなぜか不機嫌そうな表情でそっぽを向き、

「必要なときに見せるわ。精霊使いは軽々しく契約精霊を召喚しないものよ」

　たしかに、学院生の中にはそういう考え方の精霊使いもいる。

　精霊の姿形から、属性や弱点などをライバルに見抜かれてしまう可能性があるからだ。

　一方で──

「日ひ頃ごろから契約精霊とコミュニケーションをとらないと、信頼関係が生まれないわよ」

　と、クレアのような考えの者もいて、学院ではこちらのほうが多数派だ。

　どちらの意見も一理あるので、どちらが正しいとは一概に言えないのだが──

　なぜか、クレアのその言葉が、フィアナの癇かんにさわったようだ。

「……あなたにはわからないわ。クレア・ルージュ」

「……？　ちょっと、それどういうこと──」

「もう出るわ」

　氷のような声でつぶやいて、フィアナがすっと立ちあがる。

　──と、そのときだ。

「……っ!?」

　遠くで、かすかな剣けん戟げきの音が聞こえた。

　普通の人間ならば聞き逃したであろう、金属の打ち合う音。

　だが、かつて〈教きよう導どう院いん〉で訓練を受けていたカミトにはたしかに聞こえた。

「カミト、どうしたの？」

「学院の中で戦闘が起きてる──」

　学院生同士の決闘だろうか。いや、それならすぐに風王騎士団シルフイードが止めているはずだ。

「いやな予感がする」

　それは純粋な胸騒ぎ──直感だった。無数の戦いを潜くぐり抜け、研ぎ澄まされてきた、精霊使いとしての直感──こればかりはさすがに鈍っていないと信じたい。

（まちがいない、ヤバイ奴やつがいる──）

　バスルームを飛び出し、手早く制服を着ると、眠そうにまぶたをこするパジャマ姿のエストがやってきた。どうやらこの剣精霊も異変を感じとったらしい。

「カミト、外になにかよくないものがいます」

「ああ、寝起きに悪いな、エスト」

「いいえ、カミト。私はあなたの剣」

　カミトがエストの小さな手を握ると、少女の身体が一瞬で光の粒子となる。

　つぎの瞬間。カミトの手には精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──テルミヌス・エストが握られていた。

　いつもより剣身が小さく輝きも鈍い気がするが、寝起きなのでしかたない。

　カミトは部屋の窓から外へ飛び出した。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ……ああもうっ、来なさい、スカーレット！」

　クレアはスカーレットを呼ぶと、カミトを追って跳躍した。






第五章　魔王を継ぐ者






「なんだこれは──」

　吹き荒れる魔風精霊の風を纏まとい、颯さつ爽そうとあらわれたエリスが絶句した。

　目の前には、信じられない光景がひろがっていた。

　学院の治安を守る風王騎士団シルフイードの騎士たちが、累々と地面に倒れ伏していたのだ。

　風王騎士団に入団できるのは成績優秀な学院生だけだ。それが──

（まさか、たった一人の侵入者に返り討ちにあっただと!?）

　霧雨の降る暗くら闇やみの中。

　フード付きの外がい套とうを被かぶった小柄な人影が、倒れ伏した少女たちの中心に立っていた。

「貴様か、これをやったのは！」

　エリスが鋭く問いかけた。手にはすでに精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構えている。

　学院に侵入者があらわれ、図書館から封印指定の機密資料を強奪したという報告を聞いたのは、つい三十分ほど前だ。エリスはすぐさま騎士団の小隊に追跡命令を出すと、自身は風の精霊を使って各小隊に指示を出しながら、一人で侵入者を追っていた。

　そして、連絡が途絶えた場所へ急行してみれば──この有り様だったというわけだ。

　目の前の精霊使いは口を閉ざしたままだ。ただ嘲ちよう笑しようの気配だけが伝わってくる。

「──そうか、ならばいやでも喋しやべらせてやる」

　エリスの構えた〈風翼の槍〉が轟ごう々ごうと風を孕はらむ。

　見たところ、周囲に契約精霊の姿は見あたらない。精霊魔装も手にしていないようだ。

　だが、目の前の精霊使いはすでに騎士団の少女を五人も倒している。

（肉体に憑ひよう依いするタイプの精霊を使役しているのか？）

　相手の正体がまるでわからない。あるいは、精霊の姿が見あたらない以上、精霊使いではないのか──いや、そんなはずはない。たとえ不意を打ったとしても、精霊使いでもない人間が一人で五人の騎士団員を倒すことなど不可能だ。

（ならば、この目で確かめるっ──！）

　エリスは風翼の槍を構え、疾風のごとく突撃した。

　相手がようやく反応した。フードの下からくぐもった声が聞こえ──

「──顕現せよ、牙狼精霊ウルフフアング！」

　刹せつ那な、地面に光の紋様があらわれ、獰どう猛もうな狼の姿をした精霊が召喚された。

「それが貴様の精霊かっ、だが、私の魔風精霊の敵ではないっ！」

　走りながら、エリスが槍を真横に振るった。

　途端、放たれた烈風の塊かたまりが街路樹を薙なぎ倒しながら牙狼精霊に襲いかかる。

　エリスは、自身の作りだした風の渦に吸いこまれるように加速──足止めを食っている牙狼精霊を無視して精霊使いを直接狙ねらう。

　タンッ──地面を蹴ける。学院のスカートをひるがえし、エリスが跳んだ。

　得意とする上空からの急降下攻撃。訓練試合では何人もの上級生を倒してきた技だ。

　契約精霊を足止めされ、無防備になった精霊使いが上を見上げる。

　そして、エリスに向かって手のひらを向けた。

「なに!?」

「──顕現せよ、破雷精霊ブラスト・ギア！」

　刹せつ那な、手のひらから放たれた青白い雷光が、エリスめがけて放たれる。

　まさか攻撃がくるなどと予想もしていなかったエリスは、空中でかわすこともできず、直撃を受けて吹っ飛ばされた。

　すかさず牙狼精霊が襲いかかる。地面に叩たたきつけられたエリスを押し倒し、喉のど笛ぶえめがけて食らいつこうとした、その寸前──

　ヒュッと空気を斬きり裂く音がしたかと思うと、牙狼精霊の体たい躯くが一瞬で四分割に切断され、燃えあがって灰になった。

「……っ!?」

　エリスが顔を上げ、夜空を斬り裂く紅ぐ蓮れんの残ざん滓しを目で追うと──

「貸しひとつね、エリス・ファーレンガルト」

　レイヴン教室のクレア・ルージュが、炎の鞭フレイムタンを手に降り立った。

　そして──

「エリス、大丈夫か！」

　白銀の剣を構えたカゼハヤ・カミトが走ってきた。





　　　　◇






　カミトはすぐに倒れたエリスのそばへ駆けよった。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──テルミヌス・エストを構え、彼女をかばうように立ちはだかる。

　少し下がってクレア、さらに遅れてフィアナも息を切らして走ってきた。

「エリス、大丈夫か？」

「……た、たいしたことはない」

　カミトが肩を抱き起こすと、エリスは赤くなって顔をそむけた。

「いったい、なにがあった？　あいつは何者だ？」

「君たちには関係のないことだ。ここは騎士団に任せて下がっていろ」

「そうはいかないわ。あたしたちは精霊使いよ。たとえ騎士団じゃなくても、学院を守って戦う義務がある」

「そういうことだ。それに──」

　エリスの顔を真まっ直すぐに見つめ、カミトは言った。

「大事な仲間を傷つけられて、黙ってられると思うか？」

「カミト……」

　エリスが顔を真まっ赤かにしてきゅっと胸を押さえる。

　──と、そのときだ。

「へえ、まさかあんたが来るとはな。カゼハヤ・カミト」

　目の前の精霊使いが声を発した。なんとなく、癇かんに障る声だ。

「……あんた、何者だ？　どうして俺おれの名前を知っている？」

「貴様の名前は有名だぜ。俺と同じ男の精霊使い」

「なに!?」

　目の前の精霊使いは、おもむろにフード付きの外がい套とうを脱いだ。

　その瞬間、その場の全員が息を呑のんだ。

　外套の下からあらわれたのは──

　全身に刺青いれずみをほどこした褐色の肌。炯けい々けいと輝く紅あかい目の──少年だった。

「そんな……まさか、カミト以外に男の精霊使いが!?」

　クレアが驚きよう愕がくの声を上げる。

　男装した少女──ではない。

　声や顔だけでなく、その骨格はどう見ても男のものだ。

（こいつ、いったい……いや、いまはそれよりも──）

　カミトの目の前に、傷ついた騎士団の少女達が倒れている。

「──これは、おまえがやったのか」

「ああ。だが殺しちゃいないぜ。ぬるい箱庭で育った、殺す価値もない連中だ」

「なんだとっ！」

「落ち着けエリス、安い挑発だ」

　エリスはくっと歯は噛がみすると、カミトの耳もとで囁ささやいた。

「気をつけろ、カゼハヤ・カミト。あいつは精霊と二重契約している」

「二重契約だと？」

　二重契約とは、要するに二体の精霊と同時に契約することだ。

　複数の精霊を使役することによって戦闘スタイルの弱点を補うことができる。

　だが、複数の精霊と契約を交わすことは、ほとんどの場合デメリットにしかならない。

　契約精霊どうしが干渉しあい、本来の力を発揮できなくなるからだ。

　ちょうどいまのカミトがまさにその状態だ。闇やみ精霊との契約を破棄していないせいで、本来はもっと強大な精霊であるエストの力を抑え込んでしまっている。

「……男の精霊使い。その上、二重契約者ダブル・コンダクターか」

「ああ、奴やつが使役しているのは、近接戦闘型の牙狼精霊と遠距離攻撃型の破雷精霊だ」

　エリスがうなずいた。

「なあ、今日のとこは見逃してくれねーか？　いまはあんたと戦う気分じゃないんだ」

「なんだと？」

　ひらひらと馬ば鹿かにしたように手を振る少年に、カミトは眉まゆをひそめる。

「俺おれはこいつを手に入れさえすれば、それでいい」

　少年は懐から小さな黒い石版を取り出してみせた。

「なんだあれは？」

「学院の図書館から奪われた、封印指定の機密資料だ。特殊な精霊機関によって解読できる高密度の情報が書き込まれている」

　エリスが風の魔槍を構えながらつぶやいた。

「封印指定の機密資料？　なんでそんなものを──」

　と、その瞬間。少年の手もと目がけて革かわ鞭むちが飛んだ。

　クレアの奇襲だ。読まれていたのか、少年はたやすく鞭をかわすが──

「──カミト、エリス！」

「ああ！」

　クレアが叫ぶ前に二人は動いていた。

「ちっ、揃そろいも揃って馬鹿な連中だ──」

「貴様っ──」

　騎士団の仲間を侮辱されたと感じたのか、エリスが激げき昂こうした。

　風翼の槍レイ・ホークを真横に振るう──乱舞する風刃が街路の木々を切断する。

「はっ、また突進か？　工夫がねーんだよ！」

　荒れ狂う風刃をかわしながら、少年が跳んだ。

　人間離れした跳躍力。影のような動きですれ違いざま──突撃チヤージしてきたエリスの腹にカウンターの拳打を叩たたき込む。

「ぐっ──」

「エリス！」

　カミトが叫んだ。

（あのエリスをたった一撃で……）

　エリスを昏こん倒とうさせた少年は、すぐに闇やみの中へ身を躍らせ──

「逃がさないわ！」

　クレアがすかさず炎の鞭フレイムタンを放った。美しい弧を描き、夜闇に鮮やかに浮かびあがる灼しやく熱ねつの斬閃。精霊王の姿を象かたどった彫像が一瞬で切断され、派手な音をたてて爆砕する。

　カミトはテルミヌス・エストを構え、立ちのぼる砂すな埃ぼこりの中に飛びこんだ。

　いまの攻撃、直撃はしていないはずだ。気配で敵の姿を探す──

　刹せつ那な。背後に殺気が生まれた。

　カミトは即座に真横に跳んだ。一瞬前まで首のあった場所を、ダガーの斬ざん光こうが薙ないだ。

　少年が無音で踏み込んでくる。間合いをとる隙すきをあたえない。

　動きに一切の無駄がない──まるで無音殺人術サイレントキリングのようなその動き。

（こいつ──職業暗殺者か!?）

　闇やみに閃ひらめく白刃を、カミトはかろうじて剣で受け止めた。

　刹せつ那な、下腹に重い衝撃。強烈な拳打を叩たたき込まれ、カミトの体勢が崩れる。襲いかかる凶刃──だが、カミトは拳こぶしの裏でダガーを叩き落とすと、勢いのまま地面を転がり距離をとった。

「へえ、やるじゃねーか、さすがは最強の剣舞姫」

「なに!?」

　カミトの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

（こいつ、俺おれの正体を知っているのか!?）

　意識の逸それた一瞬の空くう隙げき。少年はニッと嗤わらうとふたたび踏み込んできた。

　その手に武器はない。カミトはテルミヌス・エストを構え──

「──顕現せよ、剣精霊フアルシオン！」

「なっ!?」

　激しい火花が散った。真横に薙ないだテルミヌス・エストが弾はじかれたのだ。

　少年の手に握られているのは青く輝く大振りの剣。

　普通の剣ではない──剣精霊の精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。

「三体目の契約精霊だと!?」

　同時に二体の精霊を使役する精霊使いとは、何度か剣を交えたことがあった。

　だが、三体以上の精霊を使役する精霊使いなど聞いたことがない。

「そう驚くことでもないだろ。魔王スライマンは七十二柱の精霊を使役したというぜ」

「ふざけるな……あんなものはただの伝説──」

「その伝説の存在が、いま目の前にいるとしたら？」

　少年が唇の端を歪ゆがめて嗤った。

「俺はジオ・インザーギ──魔王を継ぐ者だ」

「カミト、避よけなさい！」

　刹那、背後から無数の火球が放たれた。クレアの精霊魔術だ。

　カミトは即座に反応して跳躍する。

　降りそそぐ火球の雨。だが、少年──ジオ・インザーギは余裕の表情で手をかざし、

「──顕現せよ、風精霊エアリアル！」

　圧縮された風の塊かたまりが放射状に放たれる。

　渦巻く烈風が火球をかき消し、周囲の瓦が礫れきごとカミトの身体を吹き飛ばした。

（風精霊……四体目の精霊か!?）

　驚愕の表情を浮かべるカミトの真上に、ジオの影があらわれる。

　風精霊を解き放つと同時に、その勢いを利用して跳躍していたのだ。

　その手には白銀に輝く剣精霊の刃。

「死ねよ──最強の剣舞姫レン・アツシユベル」

「……っ!?」

　カミトの心臓に、輝く剣の尖せん端たんが迫る──

　と、その刹せつ那な。横合いから小石が飛んできた。

「ちっ──」

　ジオが反射的にそれを弾はじいた、瞬間。

　真昼のような閃せん光こうが視界を満たす。

　目の眩くらんだジオの剣が逸それ、地面に突き立った。

　カミトは素早く体勢を立て直し──

　カツンッ──とかわいた音。割れた透明な石がカミトの足もとで跳ね返った。

（……これは、精霊鉱石？）

　カミトはハッとして振り向いた。

　そこに──

「ねえ、私を忘れないでくれるかしら？」

　フィアナが腰に手をあて立っていた。
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　──声が震えていることに気付かれたかもしれない。

　それでも、フィアナは気丈に目の前の敵──ジオ・インザーギを睨にらみつけた。

　手の中に握りしめた精霊鉱石は三つだ。いずれも閃光精霊を封じてある。

　見た目こそ派手だが攻撃力は皆無に等しく、せいぜい目め眩くらましにしか使えない。

　いまは不意を打てたが、おそらく、こんな子こ供ども騙だましが二度も通用する相手ではない。

　ジオ・インザーギがゆっくりとフィアナのほうを向いた。

　炯けい々けいと輝く紅あかい目に睨まれ、フィアナの肩がびくっと震える。

「なあ、いま邪魔したのはあんたか？」

「彼は私のものよ。手は出させない」

「そうか──」

　ジオはすっと彼女に向かって手をかかげた。

「──顕現せよ、魔光精霊シヤイニング・レイ」

　その手に禍まが々まがしい光の槍が生まれ──フィアナの心臓に狙ねらいを定めた。

「あ──」

　フィアナは──動くこともできなかった。

　捕食者に睨まれた獲物のように。

　握りしめた手のひらから精霊鉱石がこぼれ落ちる。恐怖で指先が震えていた。

（だめ、あの日と同じだ──）

　フラッシュバックする記憶。

　四年前。彼女の前に立った、あの日。

　絶望的な恐怖を味わったあの日、フィアナの心は折れてしまった。

　気丈に立ち向かい、勇気を出そうと思っても、身体の震えが止まらないのだ。

「じゃあ、死ねよ──」

　ジオが光の槍を投げ放った。

「フィアナ！」

　クレアが炎の鞭フレイムタンを放つが、あの距離では間に合わない。

　フィアナは目を閉じた。一瞬後におとずれる死を覚悟して。

　だが──

「……え？」

　心臓を貫くはずの痛みはなかった。

　目を開けると──

「カミト……君……？」

　カミトが目の前に立ちはだかり、光の槍を左手で受け止めていた。

　貫かれた手のひらから赤い血が滴り落ちる。

「おいおい、見損なったぜ。そんな木で偶くをかばうとはな」

「うるせえよ……フィアナは俺おれたちの仲間だ」

　激痛を押し殺すように呻うめき、カミトはその場に片かた膝ひざをついた。

　ジオは苛いら立だたしげに顔を歪ゆがめると、その手に精霊魔装エレメンタルヴアツフエの剣を構える。

「いいぜ、そんなに死にたいんならすぐに殺して──」

「させないわっ、そいつはあたしの奴も隷のよ！」

　刹せつ那な、クレアの放った炎の鞭がジオに襲いかかった。

　地面を嘗なめる紅ぐ蓮れんの焔ほのお。ジオが舌打ちして跳躍する。

　──と、そのときだ。遠くのほうからガチャガチャと甲かつ冑ちゆうの鳴る音がした。

　戦闘の音を聞きつけて、大規模な騎士団の増援がやってきたらしい。

「ちっ、この場は勘弁してやるよ。目的の資も料のも手に入れたしな」

「逃がさないわ！」

「クレア、深追いはするな！」

　追おうとするクレアを、カミトが止めた。

「……っ、カミト、怪け我がは大丈夫？」

「ああ、たいしたことは……痛っ！」

「ば、ばかっ、無理するんじゃないわよ！」

　激痛に喘あえぐカミトの背中をクレアが支える。

「あんたと同じ男の精霊使い……あいつ、いったい何者なの？」

「さあな……フィアナ？」

　カミトがハッと気付いて振り向いた。

　緊張が解けた反動か、フィアナはふっと糸が切れたようにその場にくずおれた。






第六章　出立の朝






　──四年前。まだ幼かった少女の心が、完全に折られたあの日。




　祭殿の各所につぎつぎと火の手が上がっていた。

　黒い煙を吐き、轟ごう々ごうと燃えさかる炎。混乱する衛兵たちの叫び声。

　この日、精霊王を祀まつる祭殿で、帝国を揺るがす大事件が起きていた。

　火の精霊姫が突然、反旗をひるがえし、祭殿から最強の炎精霊レーヴアテインを奪ったのだ。

　帝国の精霊騎士などはまるで相手にならなかった。荒れ狂う最強の炎精霊が、巨大な炎の魔剣を振るい、立ちはだかる精霊たちをたやすく薙なぎ払っていった。

　渦巻く炎と黒こく煙えんの中を、少女は一人走っていた。

　寝所に詰めていた〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こたちはみな、すでに外へ逃げ出していた。

　だが、少女が走っているのは逃げるためではない。

　彼女を止めるためだ。

　姉のように慕い、心から尊敬していた先輩巫女──ルビア・エルステインを。

（なにかの間違いよ。ルビア様が、こんなこと──）

　少女は息を切らし、祭殿の入り口へたどり着いた。

　火の精霊姫は──そこにいた。

　逆さか巻まく烈風に紅あかい髪をなびかせ、その手には燃え立つ緋ひ焔えんの剣。

　夜よ闇やみの中、炎の明かりに照らされた彼女の顔は、凄せい絶ぜつなまでに美しかった。

「ルビア様……」

　少女は息を呑のんだ。

　彼女を止めるためにやってきたのに──

　その凄すさまじいまでの殺気の前に、立っているのがやっとだった。

　けれど、少女は勇敢に声を振り絞った。

　自分が彼女を止めなくてはならない。それが王家に生まれた者の義務だ。

「邪魔を──するな」

　火の精霊姫が無感情な声で告げた。

　灼しやく熱ねつの炎を宿す紅玉ルビーの瞳ひとみが、目の前の少女を射貫くように見下ろした。

「いいえ、ルビア様。ここを通すわけには参りません」

　その目を気丈に睨にらみ返し、少女は精霊語の召喚式サモナルを唱える。

　──汝なんじ、人の子の王に仕えし剣聖の騎士よ！

　──旧ふるき血の契約に従い、我を守る剣となりて我が下もとに馳はせ参じ給たまえ！

　少女の契約精霊は、オルデシア王家に代々仕える高位の聖精霊だ。

　勝てないまでも、時間を稼ぐことくらいはできるはず──

　──そう、思っていた。

　だが。

「邪魔をするなと言った」

　刹せつ那な。火の精霊姫が手にした緋ひ焔えんの剣を振るった。

　一瞬だった。紅あかい斬閃が閃ひらめき、召喚された聖精霊が灼しやく熱ねつの劫火に包まれて消滅した。

「そ……んな……」

　すとん──と、少女はその場に膝ひざからくずおれた。

　息が苦しい。喉のどがひきつって喘あえぐことさえできない。

　万全の信頼をおいていた契約精霊。

　幼い頃ころからいつも少女を守ってくれた最強の騎士が、あっけなく消滅したのだ。

「い、いや、助け……て……お願い……」

　絶望的な恐怖が、自信に溢あふれていた少女の心を粉々に打ち砕いた。

　王族としての誇りを一切かなぐり捨て、少女はただ涙を流して懇願した。

　そこにいるのは帝国の第二王女でも、〈神しん儀ぎ院いん〉のエリート姫ひめ巫み女こでもない。

　ただの無力な少女だった。

　火の精霊姫が静かに腰をかがめた。それだけで、少女の全身が震えた。

「フィアナ・レイ・オルデシア──私の前に二度とあらわれるな」

　彼女は耳元でそう囁ささやくと、燃え立つ炎の中へ消えていった。
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「……っ!?」

　フィアナはベッドから跳ね起きた。

　荒い呼吸がおさまらない。肌着にいやな汗がべったりとはりついている。

「夢……」

　つぶやいて呼吸をととのえると、ベッドのシーツをぎゅっと掴つかむ。

　レイヴン教室寮のクレアの部屋だ。窓からは朝の陽光が射さし込んでいる。

　どうやら制服のまま寝かされていたようだ。寝心地がよいとは言えないが、聖性を織り込んだ〈神儀院〉の制服は疲労回復の効果がある。

（私の秘密、バレてないみたいね……）

　胸もとをわずかに押し開け、フィアナは安あん堵どのため息をついた。

　──そして、思い出す。昨日の夜のことを。

（あのとき、彼が守ってくれなかったら、私はいまごろ──）

　唇を噛かみしめ、シーツを掴む手に力をこめた。

（……あの日とおなじだ。私は、結局なにもできなかった）

　と、そのときだ。急に部屋のドアが開き──

「フィアナ……起きたのか！」

「きゃっ!?」

　フィアナは思わず悲鳴を上げ、開いた胸もとをさっと隠した。

「わ、悪い！」

　カミトはあわてて目を逸そらす。

「ど、どうして急に入ってくるのよ……」

「すまん……いつも寝ぼすけなお嬢様を起こしてるのと同じ感覚でな」

　頭をかきながら謝るカミト。その顔には疲労の色がにじんでいた。

「手の怪け我がは、大丈夫なの？」

「ああ、たいしたことはない。クレアがすぐに治療班を呼んでくれたからな」

　精霊に貫かれた左手を、ひらひらと振ってみせるカミト。

　たしかに傷は癒いえているようだが、その表情は痛みを我慢しているようにみえる。

「ごめんなさい、私のせいね。余計な手出しをしたから」

「いや、フィアナがあのとき精霊鉱石を使ってくれなかったら、俺おれはやられてたよ。助けてくれてありがとな。解放式の精霊鉱石って、むちゃくちゃ高価なんだろ？」

「ど、どうということはないわ、私を誰だれだと思っているの？」

「そっか……元王女様だもんな」

　カミトは苦笑しながらベッドの横に腰掛けた。

（……っ、や、やだ、私、どうして顔が熱いのかしら）

　フィアナの心臓がドキドキと鼓動を打つ。

（私はただ、彼を利用しようとしているだけなのに）

　なぜか顔をまともに見られなくて、フィアナは膝ひざに両手を添えてうつむいた。

「昨日の襲撃者については、騎士団が調査中らしい。教師連中もあわただしく動いてるみたいだが、俺たちは予定通り鉱山都市の調査に向かうつもりだ」

　カミトはそこで言葉を切って──

「そこで──だ。任務に向かう前に、あんたに話がある」

「プロポーズにはまだ早いんじゃない？」

「……からかうな。わかってるだろ？　あのことだよ」

　カミトがむすっとした口調で言うと、ドアの外でカタッと小さな音がした。

　フィアナはふっと微笑ほほえんだ。いたずらを思いついた少女の顔だ。

　艶つややかな黒髪をかきあげると、カミトの耳もとにそっと唇を近づけ──

「わかったわ。二人きりで、クレアのいないところで、大切な話があるのね」

「ん？　ああ、そうだが……」

　なにか引っかかる言い方だな──カミトが眉まゆをひそめた、そのときだ。

　バンッ──部屋のドアが突然開いた。

「ねえカミト、二人きりで、あ、あたしのいないところで、なんの話があるの？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「クレア!?　ま、まて誤解だ、いまのは決してそういう話じゃ──」

「スカーレット！」

　クレアが名前を呼ぶと、虚こ空くうから灼しやく熱ねつの火猫ヘルキヤツトがあらわれた。

「あ、あ、あんたには二つの選択肢をあげるわ……消し炭ローストか、燻製スモークか！」

「──フィアナ、逃げるぞ！」

「えっ……きゃあっ！」

　カミトはおもむろにフィアナを抱きかかえると、部屋の窓を蹴けり開けて跳躍した。

「あっ、に、逃げたわね、待ちなさい～っ！」
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　朝あさ靄もやにけぶる学院の中庭。

　リンスレット・ローレンフロストは、メイドと狼をつれて朝の散歩をしていた。

「キャロル、食堂で朝食でもとりましょうか」

「はい、お嬢様」

　嬉うれしそうにうなずくキャロル。隣を歩く白狼もうぉんっと鳴いた。

　獰どう猛もうそうな姿とは裏腹に、意外とつぶらな目をしたこの狼は、ローレンフロスト家に代々仕えてきた高位の魔氷精霊〈フェンリル〉だ。

　契約精霊を散歩させることは、そうめずらしいことではない。

　精霊たちはとくに森を歩くことを好んだ。学院を囲む〈精霊の森〉は、こちらの世界に顕現した精霊にとって、とても心地のよい環境なのだ。

　中庭を囲む学院の廊下を、騎士団の少女たちがあわただしく走っていた。

「なんですの？　朝から騒々しいですわね」

「昨晩、学院に泥棒が入ったそうですよ、お嬢様」

「この学院に忍び込むなんて、それは勇気のある泥棒ですわね──あら？」

　ふと眉まゆをひそめ、リンスレットが声をあげた。

　学院の校舎から精霊の森へ向かう道を、カミトが歩いていたのだ。

　カミトは横にハッとするほど綺き麗れいな女の子を連れていた。

「あれ、カミト様ですよね。横の女の子は、たしか編入生のフィアナさん？」

「……」

　リンスレットはむっと不機嫌そうに唇を尖とがらせた。

「どうしてかしら、なんだか胸がムカムカとしてきましたわ」

「あら、お嬢様はカミト様が嫌いなんですか？」

「ええ、大嫌いですわ！　あんな見さかいのない方！」

「でも、お嬢様はずいぶんカミト様のことを気になされているようですね」

「わ、わたくしはただ、クレア・ルージュの奴ど隷れいを奪いたいだけですわ！」

　顔を赤くしてふいっとそっぽを向くリンスレット。

　──と、そこにまた知り合いの姿を見つけて眉まゆをひそめる。

　ちょうどレイヴン教室寮の外門から、クレアが出てくるところだった。

　なんだか様子がおかしい。めずらしく沈んだ表情でとぼとぼと歩いている。

　自慢の紅あかいツーテールも、いまはしょぼんと垂れ下がっていた。

「いったい、どうしたのかしら？」

　リンスレットは心配そうにつぶやいた。

（……ライバルとはいえ、さすがに放ほうってはおけませんわね）

　いつもは喧けん嘩かをしていても、なんだかんだで幼おさな馴な染じみが心配なのだった。

　キャロルとフェンリルをその場に残し、リンスレットはそっと背後から近づいた。

「あ、あいつってば、そんなに大きな胸がいいのかしら、あの脂肪の塊かたまりが……」

「胸がどうかしましたの、クレア・ルージュ？」

「……っ！　リ、リンスレット!?」

　クレアがのけぞって悲鳴をあげた。

「あなたの胸が残念なのは、いつものことじゃないですの」

「う、うるさいわねっ……まあいいわ。それより、カミトを見なかった？」

「カミトさんなら、さっき見かけましたわよ。女の子と二人で歩いていましたわ」

「な、なんですって！」

「森のほうに入っていきましたわ。追いかければまだ間に合いますわよ」

　クレアはぐぬぬ……と唸うなった。

「し、知らないわ、あんなやつ！　む、胸に埋もれて窒息死すればいいのよ！」

「ねえ、クレア、いったいどうしましたの？」

　怪け訝げんそうに訊きくリンスレット。

　クレアは唇をきゅっと噛かみしめ──

「リンスレット、恥を偲しのんで聞くわ……ど、どうして、あたしの胸は小さいのかしら」

　顔をもじもじと赤らめるクレアに、リンスレットはふっと優しく微笑ほほえんだ。

「あなたはなにも悪くありませんわ。ただ、あなたの残念な胸が悪いのですわ。それに、そっちのほうが好みというマニアックな男性も世の中にはいますわよ」

「リンスレット、あんた、慰めるふりしてものすごく失礼なこと言ってない？」

「気のせいですわ」

　リンスレットはしれっと言った。

「わたくしの胸を、あなたにわけて差しあげられたらいいのですけど……」

　つぶやいて──ふとリンスレットは、前になにかの雑誌で読んだ記事を思いだした。

「クレア、胸を大きくする方法を思い出しましたわ」

「え？」

　クレアは一瞬、期待に満ちた目でリンスレットを見つめた。

　……だが、すぐに首を振る。

「……う、うそよ、そんな方法あるわけないじゃない。昔〈精霊の森〉に伝説の巨乳精霊がいるっていう噂うわさを聞いて狩りにいったけど、あれもデマだったし」

「え？　あなた、そ、そんな残念なことをしていましたの？」

　リンスレットはさすがにちょっと引いていた。

「う、うるさいわねっ……まあいいわ。その方法とやらを聞いてあげる」

　クレアは、こほん、と咳せき払ばらいして言った。

　関心がなさそうな態度をとってはいるが、興味津々なのはバレバレだった。

　リンスレットはふむ、と顎あごに手をあてる。

（……これは、ひょっとすると取り引きに使えるかもしれませんわね）

　どうやら、クレアの悩みごとはたいして深刻なものではないようだ。

　となると、ライバルにただで情報をあげるのは、もったいないような気がしてきた。

（……そういえば、クレアのチームはＳランク任務にエントリーしていましたわね）

　リンスレットは、ふと、昨日キャロルから聞いたことを思い出した。

「教えてさしあげてもいいですけど。ただでというわけにはいきませんわね」

「な、なによ？」

「チーム・スカーレットの今度の任務、わたくしも参加させていただきますわ」

「……は？　なんであんたがついてくるのよ！」

「あなたたちだけ旅行だなんて、ずるいですわ。それに、わたくしの目のとどかないところで下僕を勝手に手て懐なずけられては困りますもの」

「旅行じゃないわ、任務よ。だいたいカミトはあんたの下僕じゃないし」

　クレアはそっけなく首を振った。当然だ。任務に参加する人数が増えれば、それだけ一人あたりに与えられるランキングポイントも減ってしまうのだから。

「そう、なら残念ですけど、胸を大きくする方法は教えられませんわね」

「くっ……」

　クレアは悔しそうに歯は噛がみした。

　数秒間、キッとリンスレットを睨にらみつけ──

「……っ、わ、わかったわよ」

　やがて、あきらめたようにため息をついた。

「ついてきてもいいわ。でも、あんたとチームを組むのは一時的にだからね」

「あ、あたりまえですわ！　だれがあなたのチームになんて入るものですか！」
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　一方、その頃ころ。カミトとフィアナは〈精霊の森〉の奥深くまでやってきていた。

　夜はたちの悪い精霊の蠢うごめく闇やみの森だが、日中はあたかも神聖な祭殿にいるかのような気分になる──〈精霊の森〉はそんな二面性を備えた森だ。

（そういえば、ここでクレアに出会ったんだよな……）

　……あれはいろいろと最悪の出会いだったが。

「二人で森の中を散歩なんて、まるでデートみたいね」

「デートに向いてる場所じゃないな。目には見えない精霊がそこら中に漂ってる」

「平気よ。私、どちらかというと見られてるほうが燃えるタイプだし」

「……なっ、お、お姫様がそんなこと言うな！」

「冗談よ。なに赤くなってるの？」

　そんな会話を交わしながら、二人は森の中の開けた場所に出た。

　ここなら、誰だれかに話を聞かれる心配はない。

「さて、俺おれの聞きたいことはひとつだ──」

「私の下着の色は黒よ」

「先回りして答えるな。じゃなくて、そんな質問するつもりはないからな」

　カミトは半はん眼がんで突っ込んだ。……お姫様のペースに巻きこまれてはだめだ。

　こほん、と咳せき払ばらいすると、フィアナの目をまっすぐに見つめ──

「あんたは、どうして俺の正体を知っている？」

「……」

　数秒の沈黙。

　そして、彼女は静かにため息をついた。

　顔に隠しきれない失望の色が浮かぶ。

「……ねえ、本当に思い出せない？」

「悪いが、俺に王女様の知り合いはいないからな」

　カミトの答えに、フィアナはふたたびため息をついた。

　頬ほおをふくらませ、あきれているというよりは、怒っている感じだ。

「ヒントその一、この森を見てなにか思い出さない？」

「森？」

「そうよ、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の森」

　元素精霊界……カミトの脳のう裏りになにか引っかかるものがあった。

「ヒントその二、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉」

「精霊剣舞祭ってことは、三年前か……まさか、剣舞の対戦相手なのか!?」

「ヒントその三っ、髪形っ！」

　苛いら々いらした声で叫び、フィアナは両手で髪をアップに結い上げた。

　艶つややかな黒髪を両端で結い上げた、その顔に──

「あ！」

　カミトは思わず声を上げていた。

「……お、思い出した！」

　三年前、元素精霊界アストラル・ゼロの森で精霊に襲われているところを助けた少女。

　たしか、あのとき、カミトは女装していないときの姿を見られてしまったのだ。

「あのときの女の子、フィアナだったのか！」

「……そうよ、まったく」

　拗すねたように唇を尖とがらせるフィアナ。

「いや、でも、雰囲気が違いすぎて……」

　カミトは言葉を濁した。それほど鮮明に覚えているわけではないが、少なくとも、こんな大人びた女の子ではなかったはずだ。

「なによ、カミト君だって、ずいぶん変わったじゃない」

「いろいろあったんだよ」

　カミトはばつが悪そうに目を逸そらした。

　その視線は、無意識に革手袋に覆われた左手を見つめていた。

　──三年前とは、なにもかもが変わってしまった。

　決して願ってはならない〈願い〉に手を伸ばし、彼女を失ったあの日から。

「また会えるって約束したのに、ずっと待ってたのに。君は姿を消してしまったわ」

「……悪い」

　カミトは素直に謝った。

　フィアナは腰に手をあて、やれやれとため息をつく。

「いいわ、許してあげる。ぜんぜん思い出してくれなかったのは腹が立つけど、まあ、そうよね。あなたにとっては、たまたま助けた女の子の一人でしかないんだもの」

　でもね──と、フィアナは寂しそうにつぶやくと。

　ふいに、やわらかい指先をそっとカミトの唇に押しあてた。

「本当に、初恋だったのよ」

「なっ……!?」

「冗談よ」

「……お、おまえな」

　カミトが半はん眼がんで睨にらむと、フィアナはくすくすと微笑ほほえんだ。

「そうか、あのときの女の子か……」

　しかし、だとしても──

　いったいなぜ、彼女がカミトに近づいてきたのか。その理由がわからない。

「フィアナは、どうしてこの学院に来たんだ？」

「もちろん、大好きなカミト君とちゅっちゅするためよ」

「……言ってて恥ずかしくないか？」

「え、ええ……いまのはちょっと恥ずかしかったわ」

　フィアナは赤くなってうつむいた。……じゃあやるなよ。

「私がここに来たのは、カミト君のことを聞いたからよ」

「俺おれのことを？」

「ええ、数日前に、城仕えの執事から噂うわさを聞いたの。暴走した軍用精霊を倒した、男の精霊使いがいるって。で、調べてみたらその名前が──」

「三年前に姿を消した、俺の名前だったってわけだ」

「そういうこと。もっとも、男の精霊使いというだけでピンときたけどね」

「で、なんで俺に会いにきたんだ？」

「そ、それはカミト君とちゅっちゅするため──」

「いや、それはもういいから」

　カミトがさえぎると、フィアナはちょっとむっとしたように押し黙った。

　そして、静かに口を開く。

「過去の秘密で君を脅して、無む理り矢や理りチームを組んでもらおうと思ったのよ」

「どういうことだ？」

「最強の剣舞姫レン・アツシユベルと同じチームになれば、今度の精霊剣舞祭ブレイドダンスに優勝できると思ったから」

「……なるほどな。ってことは、あのわざとらしい色仕掛けも計画の一環か」

「えっと……バ、バレてたかしら」

「演技が不自然すぎるからな。まあ、がんばってたほうだとは思うが」

　なにしろ本物のお姫様で、厳格なことで有名な〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こだ。そういう方面のことに関しては、ある意味、この学院のお嬢様たち以上にうぶな女の子なのだ。

「でも、誤解しないで！　あ、あんなことするのはカミト君にだけなんだから！」

「いや、そんなフォローされても困るんだが……」

　カミトは半はん眼がんでうめき、ため息をついた。

「でも、どうして〈精霊剣舞祭〉に出ようなんて思ったんだ？」

「それは……」

　フィアナは一瞬、迷うような表情をしてから──

「決まってるじゃない。精霊剣舞祭で優勝すれば、地位も名誉も思いのままよ。喪失の精霊姫ロスト・クイーン、役立たずのお姫様──そう嘲あざ笑わらっていたみんなが私を認めてくれる」

「……そうか」

　──嘘うそだ。カミトは直感した。きっと、それが本当の理由ではない。

　凛りんとした彼女の瞳ひとみは、クレアと同じように、目的への強い意志を宿している。

　そんな理由で、こんな目はできないはずだ。

「ねえ、カミト君。怒っていないの？」

「ん、どうしてだ？」

「だって、私はあなたを利用しようとしているのよ」

　妙なところで生き真面目まじめなお姫様に、カミトは肩をすくめた。

「べつに、グレイワースにはいつも利用されてるしな。おまけにクレアには奴ど隷れいあつかいだ。そんなのが一人二人増えたところで、変わりはないさ」

「あの最強の剣舞姫レン・アツシユベルも、いろいろ大変なのね」

　フィアナが苦笑した、そのとき──

「君たち、そこでなにをしている！」

　ガサッと茂みがざわめき、凛りんとした声が響きわたった。

　振り向くと、茂みの向こうから見知った顔の少女があらわれた。

「エリス？」

「……なんだ、カミトか」

　エリスはほっと息をついて剣を収めると、茂みをかきわけこちらへ歩いてきた。

　そのすぐ後ろから、騎士団のラッカとレイシアがあらわれる。

「エリス、どうしたんだ？　なんでこんな森の中に？」

「それはこっちの台詞せりふだ。昨日の襲撃者のせいで騎士団はピリピリしているんだ。勝手な真ま似ねは慎んでもらいたい」

　すっとエリスの視線が、カミトの背後に立つフィアナに向けられた。

　その表情がとたんに険しくなる。

「お、おまえたち、こんな場所で、二人きりで、なにをしていた！」

　いつのまにか、カミトの喉のどもとに剣が突きつけられていた。

　……いつもながら神速の抜剣術だ。

「いや、俺おれたちは──」

「野や暮ぼね、年とし頃ごろの男女が森の中ですることといったらひとつじゃない」

「なっ、なんだと!?」

　フィアナの言葉に、エリスの顔がカアアッと真まっ赤かに染まった。

　ぐいっと剣の刃が立てられる。

「おい、フィアナ!?」

　カミトは怒鳴るが、フィアナはふいっと素知らぬ顔だ。

「が、学院には不純異性交遊を禁止する校則はない。なにしろ異性がいないのだからな。だが、校則が許しても騎士団が許さん！　さあ、なにをしていたのだ、言え！」

「さあ、なにかしら。でも、だいたい想像つくんじゃないかしら」

　カミトの腕にむぎゅっと胸を押しつけるフィアナ。

　エリスの目がますます剣けん呑のんに吊つり上がる。

「フィアナ、なんでいつも火を油を注ぐような真似をするんだ!?」

「き、君のことを少しは見直していたのに……こ、この不ふ埒らち者もの！」

　ブンッ──剣が振るわれた。

　容赦のない斬撃に、カミトはあわててとびさがる。

「ま、まて、エリス！　騎士団きてくれ、ここに殺人鬼がいるぞ！」

「ばかめ、私が騎士団だ！」

「皮肉で言ったんだよ！」

　カミトが怒鳴る。

「団長、時間がもったいないぜ」

　と、ラッカがエリスの肩に手をおいた。

「悪いわね、うちの団長は、あなたを前にすると情緒不安定になってしまうのよ」

「……～っ、そ、そんなことはないっ！」

　くすっと笑うレイシアに、エリスが顔を真まっ赤かにして噛かみついた。

　とりあえず、命の危険は去ったようだ。カミトはほっと息をつく。

「ったく、エリスたちこそ、こんな朝からどうしたんだよ？」

「ああ、任務で鉱山へ出かけることになってさ。坑道の中で光源に使う、光属性の精霊を捕獲しに来たんだ」

　答えたのはラッカだった。

　なるほど。手には小さな精霊鉱石を入れたランタンを持っている。

「鉱山？　ひょっとして、俺おれたちと同じ鉱山都市ガドの調査任務か？」

「ああ、そうさ。もっとも、私たちのは調査任務じゃないけどな」

「どういうことだ？」

「今朝、新たに追加された任務クエストだよ。内容は襲撃者の捕縛と奪われた機密資料の奪還」

「襲撃者──あのジオ・インザーギって奴やつか」

　複数の契約精霊を使役する、男の精霊使い。

　あの男の目的がなにか、わかったのだろうか。

「そうだ。まだ奴の正体までは掴つかめていないが──図書館から奪われた機密資料は、戦後、鉱山都市ガドに封印された戦略級軍用精霊──〈ヨルムンガンド〉について記録されたものだった。どうやら、鉱山都市周辺で暗躍してる連中がいるらしい」

　エリスが悔しそうに歯を食いしばった。

「ジオ・インザーギ──奴のせいで風王騎士団シルフイードの信頼は地に墜おちた。騎士団の名誉を挽ばん回かいするには、騎士団長の私が奴を捕縛しなくてはならない」

　エリスの言葉に、ラッカとレイシアも力強くうなずいた。

（……どうやら、ただの地震の調査ではすまなさそうだな）

　カミトの脳のう裏りにある予感がよぎった。

　奪われた戦略級軍用精霊の機密資料。

　そして、なぜかカミトの正体を知っている襲撃者。

（グレイワースは、あの襲撃者についての情報を掴んでいたんじゃないか？）

　あの黄昏の魔女ダスク・ウイツチがカミトに何をさせたがっているのかは、正直わからない。だが、考えてみれば、このタイミングでグレイワースがＳランク任務を提示してきたのは、なにか意図的なものを感じる。

（魔女め……）

　カミトは苦々しくうめいた。

　それから、エリスのほうを向くと──

「……なあ、エリス。目的地が同じなら、俺おれたちと協力しないか？」

　あのジオ・インザーギとかいう襲撃者は尋常な相手ではない。

　エリスの実力はもちろん知っているが、彼女の手に負える相手ではないだろう。

　だが、エリスはきっぱりと首を振った。

「カミト、気持ちはありがたいが、君たちの手を借りるわけにはいかない。これは風王騎士団シルフイードがかたをつけるべきことだ」

「ま、そう言うだろうと思ったけどな。無理はするなよ」

「あ、ああ……君こそ、な」

　カアッと赤くなってそっぽを向くエリス。

　その様子を見たフィアナが、なぜか、むっと不機嫌そうに唇を尖とがらせた。





　　　　◇






　その頃ころ、クレアはベッドの上で枕まくらを抱えて身み悶もだえしていた。

「す、好きな男の子に、む、胸を揉もんでもらうですって！」

　赤く火ほ照てった顔で叫び、ぽすんぽすんと枕を叩たたく。

　──胸を大きくするには、好きな殿方に揉んでもらうのが一番ですわ。

　リンスレットはそう教えてくれたのだ。

「そ、そんなの、できるわけないじゃない！　それに、す、好きな男の子なんて──」

　枕を抱きしめたままベッドの上でゴロゴロと転がって……ぴたっ。

「……」

　そのとき、なぜか、クレアの脳のう裏りに思い浮かんだのはカミトの顔だった。

　想像の中のカミトは、まるでクレアが愛読しているティーンズ向けロマンス小説の王子様みたいに、クレアを強引にベッドに押し倒し──

『ふわあっ、な、なにすんのよ、ばかっ、変態！』

『おまえ、意外と胸あるんだな』

『え？　……そ、そう？　そんなことないわよ、普通よ、普通』

『もっと大きくしてやるよ。この俺の華麗なテクニックでな』

『や、ちょっと、ふあっ、あ、ああんっ♪』

　想像の中のカミトの指先が、クレアの胸をむぎゅっとつかんだ。

　ひと揉み、ふた揉みするたびに、胸がふわふわとケーキのように膨らんでゆく。

『ふあっ、んっ、な、なにこれ、すごい……!?』

　パチンッ、制服のボタンが弾はじけ飛び、下着がビリビリ破け、そして──

「……って、そんなわけないじゃないっ！」

　クレアはぽかぽかぽかっと枕まくらを叩たたいて身み悶もだえした。

「な、なんなのよ華麗なテクニックって……あたしってば、ば、ばっかじゃないの！」

「ニャー？」

「な、なに見てるのよ、スカーレット！」

　床に向かってぽふっと枕を投げつけると、炎精霊はあわてて逃げていった。

「もうっ、ぜ、ぜんぶあいつのせいなんだからっ！」

　両手で肩をかき抱くようにしながら、息を荒らげる。

（……どうしよ、なんだか火ほ照てってきちゃった。熱でもあるのかしら）

　なぜか身体が熱い。クレアは頬ほおに両手をあてると、ふと思いついた。

（……じ、自分で揉もんでも、大きくなるのかしら）

「も、ものはためしよね……」

　指先で、自分の胸をちょっとだけ摘んでみた。

「あっ、ん……」

　甘く痺しびれるような感覚に、思わず声が洩もれる。

（ど、どうしよ……な、なんか気持ちいいわ）

　ふにゅっ。ふにゅっ。

「ふあっ、あ、んっ、やだ、こんなの……だめなのに、んっ」

　なかば意識のぽーっとした状態で自分の胸を揉んでいると──
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　ガチャ──部屋のドアの開く音がした。

「……お、おまえ、なにしてるんだ？」

　カミトが怪け訝げんそうな顔で立っていた。

「……ふあっ!?　ち、ちがうのっ、これは、ちがうんだから─────っ！」

　直後、クレアの放った無数の火球がカミトを吹っ飛ばした。





　　　　◇






　そんなこんなで一時間後。門前の広場で、カミトは出立の準備をしていた。

　学院からそう遠い場所ではない。街道を馬でとばせば一日とかからない距離だ。

　エリスのチームはすでに出立したらしい。風の精霊の加護を受けている彼女たちなら、もっと早く着くことができるはずだ。

　剣の姿になったエストを腰に差し、装備の確認などをしていると、

「遅くなりましたわね、カミトさん」

　プラチナブロンドのお嬢様が馬を連れてやってきた。

「あれ、リンスレットも来るのか？」

　カミトはクレアに訊きいた。

「ええ、高度な戦略的取り引きよ。あいつの持ってる重要な情報と引き換えに、今回の任務に参加させることになったの」

「重要な情報？　なんだそりゃ？」

「ひ、秘密よ……重要な情報なんだから、あんたなんかには教えられないわ」

「たしかに、あなたにとっては重要な情報ですわね。胸を大きくする方法──はぐっ！」

「ねえ、リンスレット・ローレンフロスト、消し炭になりたい？」

「ちょっ、クレア、目が、目が本気ですわよ！」

　ひっとあとずさるリンスレット。

「ああ、心配ですわ、お嬢様。そんな危険なところに行かれるなんて」

　その横では、メイドのキャロルが祈るように手を組み主人を心配していた。

　彼女は精霊使いではないため、当然任務には参加できない。学院でお留守番なのだ。

「大丈夫ですわよ、キャロル。わたくしはむしろあなたが心配ですわ」

　主人想おもいの健けな気げなメイドを、リンスレットはひしっと抱きしめる。

「わたくしがいなくても、朝はひとりで起きられるかしら。ご飯はきちんと三食たべるんですのよ。洗濯物はまた泡だらけにしないように気をつけて」

「ううっ、お嬢様っ、わたし、お嬢様がいなくてもがんばります！」

「……いや、おかしいだろ」

　なんだか盛り上がっている二人に、カミトは半はん眼がんでつっこんだ。

「ひょっとして、キャロルってすごいダメっ娘こなメイドなんじゃないか？」

　すると、リンスレットがキッと振り向いてカミトを睨にらんだ。

「なにをおっしゃいますの、メイドは可愛かわいければいいんですわ！」

「いや、おまえがそれでいいならべつにいいんだが……」

（というか、リンスレットってじつは家事万能の完かん璧ぺき超人なのか!?）

　……意外すぎる事実だった。

「お嬢様の作るご飯はとってもおいしいんですのよ」

「キャロル、おまえも少しは仕事しろよ……」

　ダメッ娘こメイドにカミトが呆あきれていると。

「と、止まりなさいっ、止まりなさいって言ってるでしょ！」

　背後からそんな悲鳴が聞こえてきた。

　カミトが振り向くと、馬に乗ったフィアナが振り回されていて──

「きゃあっ！」

　ドサッとお尻しりから地面に落とされた。運動神経はあまりよくないようだ。

「まったく、王女様なのに馬にも乗れないの？　乗馬は貴族のたしなみよ？」

「う、馬の乗り方なんて〈神しん儀ぎ院いん〉では教わらなかったわ！」

　スカートについた泥をはたきながら、フィアナが言い返した。

「騎乗戦闘演習は学院の必ひつ須す科か目もくよ、慣れておくことね。ま、その胸じゃ、バランスとるの難しいかもしれないけど？」

「ええ、そうね。私、あなたみたいに空気抵抗を受けないエアロ胸じゃないから、たしかに馬に乗るのは向いてないかもしれないわね。空気抵抗を受けるから」

「なっ……エ、エアロ胸ってなによ！　新しい言葉作らないで！」

　言い合う二人のところへ、リンスレットがやってきた。

　プラチナブロンドの髪を優雅にかきあげ、フィアナに向かってふっと微笑ほほえむ。

「リンスレット・ローレンフロストですわ、以後お見知りおきを。それと、カゼハヤ・カミトはわたくしの下僕ですから、勝手に手を出さないでいただけるかしら？」

「あら、手を出したつもりはないわよ。下僕というなら、ちゃんと躾しつけておいたら？」

「なかなか言いますわね、姫殿でん下か……ほほほ」

「ふふふ……」

　二人のあいだにバチバチと火花が散っていた。

「おまえらな……」

　馬上のカミトは呆れてため息をつく。

　フィアナはカミトのほうを振り向くと、ふっと小悪魔の微笑を浮かべた。

「ねえ、私、馬に乗れないから、カミト君が乗せて」

「うん？」

　カミトが答える前に、フィアナは後ろに跳び乗っていた。

「なっ……！」「まあ！」

　クレアとリンスレットが同時に声をあげた。

　フィアナはカミトの腰に手をまわすと、しっかりと抱きついてくる。

　ふよんっ、とやわらかな胸の感触があたる。

「な、なんで俺おれなんだ？　クレアかリンスレットに乗せてもらえよ」

「わたしはカミト君に乗せて欲しいの。それとも、正体バラされたい？」

「ぐっ……」

「だ、だめよ、そんなの！」

　クレアが鞭むちでピシッと地面を叩たたいた。

「あら、どうして？」

「ど、どうしてって……と、とにかくだめなの！」

「王女様だからってずるいですわ！」

　リンスレットもむっと頬ほおを膨らませる。

　……なにがずるいのかはよくわからないが。

「やれやれ、前途多難だな……」

　後ろにフィアナを乗せた馬上で、カミトは深いため息をついた。






第七章　廃鉱山の戦い






　一日中、馬を走らせ、一行が鉱山都市の入り口に到着したのは真夜中のことだった。

　ここまでほとんど休まずにきたので、全員、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしきっていた。

　だが、のんびりと休んでいるわけにはいかない。

「ここが鉱山都市ガド……まるでゴーストタウンですわね」

　馬から降りたリンスレットが静かにつぶやいた。

「廃鉱になってから数十年は経たってるからな。人間は誰だれも住んでいないはずだ」

「人間は──ね」

　クレアが目を細め、暗くら闇やみの奥を見つめた。

　廃はい墟きよとなった建物のあちこちで、青白い鬼火が瞬またたいていた。

　浮遊する低位精霊だ。このような廃墟にはたちの悪い精霊が多く集まってくる。

　ちょうど夜の〈精霊の森〉のように。

　廃都の向こうには、放棄された無数の坑道が残る巨大な山がそびえ立っている。

　ガド鉱山──かつては大量の精霊鉱石を産出する、帝国最大の鉱山だった。

　戦争時に精霊鉱石を掘り尽くし、廃鉱になったのは二十年以上も前のことだ。

　あの鉱山の地下に、旧オルデシア騎士団の封印した戦略級軍用精霊ヨルムンガンドが眠っている。

「──っていうか、あんた、いいかげん離れなさいよ」

　クレアが、カミトの腕にぎゅっとしがみついているフィアナを睨にらんだ。

「いやよ、カミト君は私が守るんだから」

「あんたは護衛される立場でしょうが。だいたい、契約精霊はどうしたのよ。例の精霊使いが潜伏してるかもしれないんだから、すぐに使役できるようにしておいて」

「それは──」

　フィアナはめずらしく言葉につまった。

　きゅっと唇を噛かみしめ、ふいっとそっぽを向く。

「ま、まだそのときではないわ。オルデシア王家の契約精霊は、そう軽々しく喚よび出すべきではないの。あなたの猫ちゃんと違ってね」

「な、なんですって……！」

　クレアが険しい表情で詰め寄った──そのときだ。

「……っ！」

　四人の立っている足もとの地面が突然、大きく揺れた。

「地震か……!?」

「どうやら、急いだほうがよさそうね。嫌な予感がするわ」

　クレアがそっとつぶやくと、手のひらに精霊魔術の火を灯ともした。




　目的の場所は、探すまでもなくすぐに見つかった。

　廃都を貫く大通りの最奥──鉱山の入り口の前に、巨大な大祭殿があった。

　巨大な石造りの柱が何本も使われた立派な祭殿だ。

　これほどの規模の大祭殿は、オルデシア帝国でも帝都にしか存在しない。

　しかし──

「ひどいな、これは……」

　彫像は打ち砕かれ、石柱に嵌はめ込まれていた精霊鉱石はすべて剥はぎ取られ、かつて精霊たちを愉たのしませていた大祭殿は、いまや見るも無惨な廃はい墟きよと化していた。

「おかしいわね──」

　異変に気付いたのは、精霊姫としての訓練を受けていたフィアナだった。

「なにがおかしいの？」

「この祭殿、こんな廃墟なのに、誰だれかが儀式を執とりおこなった跡があるのよ。しかも、ここ数ヶ月のあいだに何度も」

「儀式？」

　眉まゆをひそめるクレアに真剣な表情でうなずくと、フィアナは地面にひざまずいた。

　石畳についた傷の痕こん跡せき、足跡などを見ているようだ。

「この舞ぶ踏とうは──おそらく解放の儀式ね。多少アレンジはしているようだけれど」

「解放の儀式……」

　カミトは低く唸うなった。

　学院の図書館を襲い、封印指定の機密資料を持ち去った、カミトと同じ男の精霊使い。

（奴やつは本当に、封印された戦略級軍用精霊ヨルムンガンドを解放するつもりなのか？）

　いかなる精霊使いでも、個人で戦略級軍用精霊を制御することは不可能だ。

　だとしたら、奴の目的は何なのか。

　いずれにせよ、精霊の封印が解かれれば、周辺の街が焦土と化すことは間違いない。

「もう封印が解けかかっているのか？」

「いえ、まだ大丈夫よ。この祭殿は上位の〈真しん祭さい殿でん〉ではないから」

「真祭殿……どういうことだ？」

「ここにある大祭殿はあくまで本来の祭殿をカモフラージュするためのもの──鉱山のような重要な場所では、本来の祭殿の存在を隠すために、あえて地上に立派な大祭殿を造ることが多いのよ。もちろん、この祭殿だって使えないわけじゃないけれど」

「ってことは、どこかに本物の祭殿があるんだな？」

「ええ、おそらくは、鉱山の奥深くに隠されているのでしょうね」

　フィアナが顔を上げた、そのときだ。

「気をつけて、なにかいますわ！」

　あたりを警戒していたリンスレットが、突然、鋭い声を発した。

　カミトがハッと振り向くと──

　四人のいる祭殿の周囲を、うごめく大勢の人影が取り囲んでいた。

「人間？　いや、これは──」

「炎よ、照らせ！」

　クレアが呪じゆ文もんを唱え、虚こ空くうに精霊魔術の火を灯ともした。

　炎の明かりに照らされ、姿をあらわしたのは──

「なっ、なんですの!?」

　錆さびた剣や棍こん棒ぼうを手にした、骸がい骨こつの群れだった。

　骨の隙すき間まから黒い霧のようなものが噴きだしている。

「なによこいつら……精霊なの？」

「放置された骸骨が、低位精霊に憑ひよう依いされたみたいだな」

　つぶやきながら──カミトは「ん？」と気付く。

　クレアが、カミトの制服の袖そでをちょんとつまんでいた。

「……おまえ、ひょっとして、こういうホラーっぽいの苦手なのか？」

「そ、そんなことないわ！　あたしを誰だれだと思ってるの！」

「無理しなくていいぞ、ほら、掴つかまってろ」

「……っ、こ、怖くなんかないってば」

　唇を噛かみながら顔を伏せるクレアは、ちょっと可愛かわいかった。

「それにしても、妙だな──」

　ふつう、低位精霊というものは明確な自我をもたない。

　まれに人間を襲うことはあっても、こんなふうに集団を形成することはないはずだ。

「カミト君、こいつらよ。ここで儀式をしていたのは」

「なんだって？」

　カミトは驚いて振り向いた。フィアナがこくりとうなずく。

「骸がい骨こつたちのあの動き、ずいぶん雑だけど……解放の儀式にそっくりよ」

「まさか、低位精霊が高度な解放の儀式をしてたってのか？」

　カミトは近づいてくる人影を見つめた。言われてみればたしかに、精霊に憑ひよう依いされた骸骨たちは、一定の規則性をもって動いているように見える。

「いいえ、そんなことはありえない……誰だれか精霊を操っている術者がいるはずだわ」

「じゃあ、こいつらはあたしたちを襲いにきたわけじゃないの？」

　クレアがカミトの袖そでをぎゅっと握りながら言った。

　骸骨の群れはゆっくりとした足取りで、祭殿の階段を上ってくる。

「凍いてつく氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットの放った氷の矢弾が、蠢うごめく骸骨の群れをまとめて薙なぎ倒した。

　高位の魔氷精霊〈フェンリル〉の精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。

　精霊使いにとって、あの程度の敵は雑ざ魚こでしかない。

　砕けた骸骨から黒い霧が噴き出し、虚こ空くうに消滅した。

「あれは、闇やみ属性の精霊──」

　ふと、カミトの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

（まさか──）

　黒い革手袋に覆われた左手に目を落とす。

　刻まれた精霊刻印に刺すような痛みが走った、そのとき──

「……っ!?」

　鉱山のほうで凄すさまじい爆発音が響いた。

「まさか、戦闘が始まってる!?」

「いくわよ、カミト！」

　クレアが鞭むちをピシッと鳴らし、走りだした。





　　　　◇






　廃都にそびえる精霊鉱石の鉱山。その入り口にたどり着くと──

　坑道の中から、激しい剣けん戟げきの音が鳴り響いた。

「カミト、あれ──」

　クレアが指差した暗くら闇やみの奥、激しい閃せん光こうがひらめいた。

　戦っているのは、精霊魔装の槍を構えたエリス・ファーレンガルトだ。

　轟ごう々ごうと吹き荒れる風にポニーテールの髪がなびく。

　騎士団の甲かつ冑ちゆうを破壊され、裂傷にまみれたその姿は満まん身しん創そう痍いにみえる。

「はっ、さすがは騎士団長様、なかなか愉たのしませてくれるじゃねーか！」

　坑道に響きわたる耳障りな哄こう笑しよう。

　エリスの前には、炯けい々けいと輝く紅あかい目の少年が立っていた。

　ジオ・インザーギ──魔王の後こう継けいを名乗る、男の精霊使い。

　その足もとには、傷ついたラッカとレイシアが倒れている。

「貴様、よくも私の仲間をっ──」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を振るった。

　坑道の壁が破壊され、硬い岩盤がまるで硝子ガラスのように砕け散る。

　ジオはけたたましい笑い声を上げながら跳び上がった。人間に可能な動きではない──なにか肉体を強化する精霊を憑ひよう依いさせているのかもしれない。

「おいおい、その程度か？　騎士団ってのは子供のお遊びかよ」

「貴様っ！」

　騎士団への侮辱に、エリスが激げき昂こうした。

「凶まがツ風よ、汝なんじ、無限の刃となりて我が敵を斬きり裂け──」

　魔風精霊〈シムルグ〉の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈風翼の槍〉の力を解放する。

　学院の決闘でカミトを苦しめた、風の刃を生み出す槍だ。紙一重で回避しても、追加発動する無数の風刃が目標をズタズタに斬り裂く──

　だが。

「猪ちよ突とつ猛もう進しんかよ──反射しろ、魔鏡精霊ミロワール！」

　ジオが叫んだ瞬間、エリスの眼前に光り輝く赤い鏡が出現した。

　風を纏まとう風翼の槍が鏡面に触れた途端、無数の風刃がエリスに向かって牙を剥むく。

「……っ!?」

　乱舞する刃に斬り裂かれ、エリスの身体が壁に叩たたきつけられた。

「──エリス！」

　カミトはテルミヌス・エストを手に走った。

　すでにこちらの存在には気付いていたらしい──ジオが振り向き、ニッと嗤わらった。

「よお、馬ば鹿かがわらわらわいてくるな」

「カミト、だめ！」

　背後から聞こえたクレアの声に、カミトの動きが一瞬、止まった。

　刹せつ那な、ジオの右腕に刻まれた精霊刻印が輝き──

「──肺はい腑ふの奥まで爛ただれるがいい、顕現せよ、腐毒精霊ラフレシア！」

　濃密な紫紺の霧が、すさまじい勢いで噴出した。

　かすかな刺激臭を感じとったカミトは、咄とつ嗟さに目と口を覆う。

　だが、それだけでは当然防げない。

　肌を焼く毒の霧が全身を包み、肺はい腑ふを侵していく──

「がっ、はっ……！」

　目に激痛が走る。喉のどが焼けるように熱い。

　口を押さえる指の隙すき間まから血がこぼれ、地面に滴った。

（これは、毒属性の精霊……この霧そのものが精霊魔装エレメンタルヴアツフエなのか!?）

　坑道にくぐもったうめき声が反響した。

　焼けるような痛みをこらえ、カミトはわずかに目を開く。

　毒の霧をまともに浴びたエリスと二人の少女が、うずくまって悶もだえていた。

「エリス……くっ！」

　喉の筋肉がひきつり満足に声を出すこともできない。ここならまだ立っていることができるが、このまま進めば、彼女たちのもとへ到達する前に意識を失うだろう。

（……どうしてあいつは毒を受けない？）

　腐毒精霊のような広範囲殲せん滅めつ型の精霊は、普通は使いこなすことができない。

　制御が難しく、下手をすれば自分も巻きこまれることになるからだ。

　だが、ジオ・インザーギは猛毒の霧の中にあって平然と立っている。

　──と、カミトは気付いた。

　少年の周囲に、わずかな風の流れがあることに。

（……そうか、風属性の精霊を同時に使役しているのか！）

　複数の契約精霊を使役する精霊使い──ならば、ほかの精霊の力を組み合わせることによって、本来ならば扱いきれない精霊を使役することもできるということだ。

（……くそっ、ほとんど反則チートじゃねえか！）

　カミトは胸中で毒づいた。

（リンスレットの魔弓なら、霧の効果範囲外から狙そ撃げきできるか？）

　振り向いて背後を覗うかがうが──

　リンスレットは氷の矢弾をつがえ、ジオに狙ねらいをつけたまま動かない。

（──撃てない、か）

　リンスレットの判断は正しい。

　ジオはエリスの精霊魔装を反射した魔鏡精霊ミロワールを見せている。

　下手に撃てば、近くに倒れているエリスたちにとどめを刺すことになりかねない。

　クレアはフィアナをかばうように立ち、炎属性の精霊魔術を詠唱しているようだ。

　ほんの数秒間の思考。だが、この間にもエリスたちは毒に身体を蝕むしばまれていく。

（くそっ……）

　身を焦がすような焦燥。

　──と、そのときだ。

　暗い坑道に、かすかな擦かすれ声が響き渡った。

（エリス!?）

「風……よ、我が敵を薙なぎ払え──〈風王爆閃陣ウインド・ボムス〉！」

　刹せつ那な、放たれた暴風の塊かたまりが、毒の霧をあとかたもなく吹き飛ばした。

　そして──

「はあっ、はあっ……か……はっ！」

　エリスが風の魔槍を地面に突き立て、立ち上がっていた。

　防刃繊維の制服は切り裂かれ、全身傷だらけだ。

　破れたストッキングに包まれた両脚が小刻みに痙けい攣れんしている。

　それでも、凛りんとして気丈に立ちあがる彼女の姿は──

　思わず、見惚れてしまうほど美しかった。

　エリスは精霊魔装エレメンタルヴアツフエの槍を構えるとジオを睨にらみ、嗄かれた声で言い放った。

「……っ、風王騎士団シルフイードの誇りにかけて、刺し違えてでも……貴様は倒す！」

「痛いてえな……この死にぞこないが」

　暴風の直撃を受けたジオが、唇をゆがめて舌打ちした。

「なら、望み通りぶち殺してやるよ！」

　ジオの全身に刻まれた精霊刻印が、禍まが々まがしく輝く──

「──させるかよ！」

　カミトが走りこむと同時、放たれた二発の火球がジオを襲った。

　クレアの援護だ。ジオが火球を弾はじいた一瞬の隙すきに、カミトは加速──ジオに肉薄する。

　そして、空間ごと叩たたき切るように、テルミヌス・エストを真横に薙いだ。

　ガッ──剣の尖せん端たんの触れた岩盤が砕け散る。

「はっ、そう怖い顔すんなよ、なあ！」

　剣閃を紙一重でかわしたジオは跳びあがり、崩れかけた岩場へ降り立った。

　カミトは追撃せずに、真まっ直すぐエリスたちのほうへ向かった。

　エリスは息を切らし、いまにもくずおれそうだった。

「エリス、大丈夫か？　肩を──」

「よ、余計な……ことをするな」

　ふらつく彼女に肩を貸そうとすると、その手を振りはらわれた。

「私は、君たちの助けなど──」

「つまらない意地を張るなよ、あいつらのことを考えろ」

　エリスの表情がこわばった。地面にはラッカとレイシアが倒れている。意識はあるようだが、あのままでは命が危ない。

　エリス自身、もう立っているのもやっとの状態だ。

「くっ……カゼハヤ・カミト、君に借りができたな」

「貸しなんかじゃねーよ。仲間を助けるのはあたりまえだ」

「……っ！」

　カミトの言葉に、エリスは頬ほおをカアッと赤らめた。

　傷ついたエリスを壁に横たえ休ませると、カミトはジオのほうへ向きなおった。

「てめえ、よくもエリスを──」

　エリス・ファーレンガルト──生き真面目まじめで、勇敢で、正義感の強い少女。

　傷ついた彼女の姿を見ているだけで、たぎるような怒りがわいてくる。

「邪魔すんなよ、せっかく生意気な女をぶち殺せるとこだったのによ」

　ジオはニヤニヤ笑いながら、ゆっくりと岩場を降りてきた。

「──安心したぜ」

　カミトは剣を構え、ジオを睨にらみつけた。

「あんたみたいな最低の野郎なら、本気でぶちのめせる」

「はっ、言うじゃねーか！　残念だが、てめーに俺おれを倒すことは不可能だ」

「あたしたちもいるわよ！」

　クレアたちが走ってきた。炎の鞭フレイムタンを握り、カミトの横に立つ。

　リンスレットは氷の魔弓をつがえ、フィアナは両手に精霊鉱石を握っていた。

「フィアナ、エリスたちの治療を頼めるか？」

「ええ、治癒の精霊鉱石ならいくつか持っているわ。効果は気休め程度だけれど」

　フィアナが緊迫した表情でうなずく。

「カミト、あたしとあんたで奴やつを追い詰めるわよ。リンスレットは支援砲台」

「し、支援砲台とはなんですの！　わたくしは華麗なる射手ですわ！」

　リンスレットが噛かみつくが、クレアはとりあわない。

「──よお、相談は終わりか？」

　ジオ・インザーギが静かに嗤わらいながら近づいてくる。

　右腕に刻まれた精霊刻印が禍まが々まがしく輝き、青白い雷火がほとばしった。

　その手に出現したのは──エストと同じ剣の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ。

「剣精霊グラデイウス──その剣とどっちが強いか、ためしてみるか？」

「ふざけんな。俺のエストを、そこらの三さん下した剣精霊と一緒にするなよ」

　テルミヌス・エストを構えたカミトが獰どう猛もうに唸うなった。





　　　　◇






　そして、剣舞が始まった。

　響き合う甲かん高だかい金属音。剣閃がひらめくたび、薄うす闇やみの中に火花が散る。

「ジオ・インザーギ──いったい何が目的だ！」

「はっ、目的なんかねえよ。正直、俺にとっちゃ、戦略級軍用精霊ヨルムンガンドなんざどうでもいいんだ。てめーを倒して魔王の後こう継けいであることを証明する──それだけだ」

「なにが魔王の後継だ、この誇大妄想野郎！」

　踏み込んだカミトが、両手でテルミヌス・エストを薙ないだ。

　凄すさまじい剣圧。ジオは咄とつ嗟さに剣精霊グラデイウスで防御する──が、

「なにっ!?」

　甲かん高だかい金属音と共に──ジオの剣精霊グラデイウスが砕け散った。

　ジオの表情が驚きよう愕がくにゆがむ。

「おいおい、なんて精霊魔装エレメンタルヴアツフエだよ──俺おれの剣精霊を一撃だと？」

「悪いな、俺のエストは最強の剣精霊だ」

　カミトがさらに踏み込む。

　ジオは召喚式サモナルを唱え、その手にふたたび剣精霊を召喚した。

「まだまだっ、これからだぜ！」

「無駄だ──」

　虚こ空くうからあらわれた剣精霊めがけて、カミトは容赦なく剣を振り下ろした。

　鋼の砕ける音がして、二体目の剣精霊もあえなく消滅する。

　二体の剣精霊を消滅させてなお、テルミヌス・エストには刃こぼれひとつ無い。

　魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーの二つ名を持つ精霊魔装。

　これで完全な状態ではないというのだから恐ろしい。

　だが、ジオはまだ余裕の表情を浮かべたままだ。

「ふん、ならつぎはこれだ！」

　全身の精霊刻印から雷火がほとばしり──ジオの手に三本目の剣が出現する。

（……っ、こいつ、いったい何体の精霊と契約しているんだ!?）

　さすがに、カミトの顔にも焦りの表情が浮かんだ。

　最強の剣精霊エストにも大きな弱点がある。

　神威カムイの消耗が激しすぎるのだ。

　最近では制御に慣れてきたため、前のようにいきなり気絶するようなことはないが、戦いが長引けば、いずれ疲弊するのは目に見えていた。

　ジオ・インザーギが、本当に七十二柱の精霊と契約しているのだとすれば──

（このままだと、まずいな──）

　学院都市で暴走した巨人精霊のように、一撃で勝負がつく相手ではない。

　持久戦になればこちらが不利だ。

（……しかし、こいつの神威は無尽蔵か!?）

　これだけの精霊を使役していれば、神威の消耗も飛躍的に増大するはずだが──

「カミト、援護するわ！」

　刹せつ那な、クレアの振るった炎の鞭フレイムタンが弧を描いて飛来した。

　暗くら闇やみに閃ひらめく灼しやく熱ねつの残光──狙ねらい澄ました鞭むちはジオの剣を素早く絡めとる。

「ちっ、邪魔すんなっ！」

　ジオが透き通った氷球の精霊を召喚し、クレアめがけて投げ放った。

「なによ、こんなものっ！」

　クレアの放った精霊魔術の火球が、氷精霊を迎撃する──

　が、それは罠わな。

「……っ!?」

　眼前で爆砕した氷球が、無数の針となってクレアの全身を斬きり裂いた。

「きゃあっ！」

「クレアっ！」

　クレアの悲鳴に、カミトの意識が一瞬逸それた。

「よそ見するなよ！」

　その隙すきに、素早く斬撃が打ち込まれる──

　かろうじてテルミヌス・エストの刃で受け止めるカミト。

　だが、ジオは攻撃の手を緩めない。そのまま、じりじりと押されていく──

「どうした、最強の剣舞姫レン・アツシユベル──そんなもんか？」

「……っ！」

　押し込まれる剣を受けながら、カミトは歯は噛がみする。

　三年前のレン・アッシュベルなら──

　クレアに向かって精霊を使役する隙など、あたえなかったはずだ。

　精霊使いとして致命的な三年間の空白ブランク。

　本来の力を引き出すことのできない契約精霊。

（ああ、たしかに俺おれは弱くなった。けどな──）

　ふっと重い呼気を吐くと──カミトは突然、後方へ跳んだ。

「凍いてつく氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　刹せつ那な、リンスレットの放った氷の矢弾が二人のいた場所へ降りそそぐ。

　直撃──ジオの姿は降りそそいだ矢弾の雨に呑のまれて消えた。

「ふっ、わたくしを忘れられては困りますわ！」

　腰に手をあて、プラチナブロンドの髪をふぁさっとかきあげるリンスレット。

　カミトは剣を受けながら、彼女が狙ねらいをつけるのを待っていたのだ。

　崩れた岩場から、濛もう々もうと立ち上る砂すな埃ぼこり。

　あの矢弾の雨を受けて、無事でいられるとは思えない──

　だが。

「ん？　いま、なんかしたか？」

　ジオは──砂埃の中に平然と立っていた。

　ニヤニヤと笑みを浮かべ、リンスレットに向きなおる。

「うそ……直撃したはずですわ!?」

「〈アルゴス〉──精霊使いを自動オートで守る地精霊さ」

　ジオの周囲には、地面から突き出した岩の円えん錐すいが屹きつ立りつしていた。

　魔氷の矢弾はそれに防がれたのだ。

「……っ、なんて奴やつ……ですの……」

「それと、こいつはな──こういう使い方もできる」

　ジオが手首をくいっと返した。

「きゃあああっ！」

　瞬間、リンスレットの足もとの地面から円えん錐すいが突き出し、彼女を壁に磔はりつけにした。

　学院の制服が切り裂かれ、きめの細かい白い肌が露あらわになる。

　両腕を磔にされたまま、リンスレットは恥辱に唇を噛かみしめた。

「くっ……ゆ、許しませんわっ……このわたくしにっ、こんな……」

　気丈にジオを睨にらみつけ、悔しそうに身を震わせるリンスレット。

「──ジオ・インザーギ！」

　カミトは激げき昂こうし、テルミヌス・エストを叩たたきつけた。

　重い斬撃が、並び立つ円錐をまとめて破壊し、ジオに肉薄する──

　だが、そこまでだった。

「くっ……」

　大剣サイズだったテルミヌス・エストが突然、小型の短剣になってしまったのだ。

　膨大な神威カムイを消耗するエストが、精霊魔装エレメンタルヴアツフエとしての姿を維持できなくなった結果だった。

「レン・アッシュベル──てめーはもう最強の剣舞姫じゃねーよ」

　ジオがせせら笑った。
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「かもな。なにしろ三年の空白ブランクだ」

「いや、そうじゃねえ。てめーが弱くなったってのはな──」

　刹せつ那な、ジオの手のひらに光の槍が生まれた。

　近接武器ではない、射出タイプの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ。

　一瞬で判断したカミトは、かわそうとするが──

（──違う！）

　寸前、ジオの狙ねらいに気が付いた。

「こういうことだ！」

　カミトを狙った攻撃ではない。

　光の槍は──

　カミトの背後、フィアナと負傷した騎士団の少女たちに向けて放たれた。

（くそっ……！）

　カミトは咄とつ嗟さに身体を割り込ませ、全身で光の槍を受けとめた。





　　　　◇






（──なに？）

　エリスたちを治療していたフィアナは、ハッと顔を上げた。

　刹那、まばゆい閃せん光こうが生まれ、鼓膜をつんざくような爆音が鳴り響く。

　思わず目を閉じた。飛んでくる瓦が礫れきの破片が全身を殴打する。

　……やがて、轟ごう音おんがおさまった。

「う……」

　痛みにうめきながら、ゆっくりと目を開けると──

　目の前に、傷ついたカミトが倒れていた。

「……カ、カミト君？」

「……フィア……ナ……無事か？」

　カミトは、テルミヌス・エストを地面に突き立て、膝ひざをついて立ちあがろうとする。

　至近距離で直撃を受け、防御性能に優れた学院の制服がズタズタになっていた。

　激痛を我慢しているのだろう、額ひたいには脂汗が浮かんでいる。

　フィアナは素早く周囲を見まわした。

　エリスと仲間の少女二人が倒れている。とても立ちあがれる状態ではない。

　クレアは傷ついて意識を失い、リンスレットは壁に磔はりつけにされている。

　そして──前方からは、ジオ・インザーギがゆっくりと歩いてくる。

　──まるで死神のように。

「それがてめーの弱さだよ。無意識にかどうかは知らねーが、てめーはずっと後ろの連中を気にしながら戦っていた」

「フィアナ……下がってろ」

　近づこうとするフィアナを、カミトは手で制した。

「カミト君！」

　そんな身体で戦えるわけがない。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエも満足に使えない、ただでさえ絶望的な状況だというのに──

「俺おれは、大切なものを失いたくないんだ──もう二度と」

　カミトは前を向き、立ちあがった。

　その目に希望の光はない。瞳ひとみに宿るのは暗い絶望だ。

　それでも、彼は立つのだ。

　かつて最強の剣舞姫レン・アツシユベルと呼ばれた、この少年は。

「……」

　ジオは、急に興味が失うせたというように肩をすくめた。

　そして、冷酷な声で告げる。

「──そうか。じゃあ、死ねよ」

　全身の精霊刻印が輝きを放ち、その右手に黒い霧がまとわりついた。

「死精霊タナトス──俺の所有する最強の精霊のひとつだ。貴様の契約精霊に貰もらった」

「俺の、契約精霊……？」

　カミトはかわいた声でつぶやいた。

「……っ、まさか、レスティアのことか──!?」

　死をまとった指先が、満足に動けないカミトに迫る──その寸前。

　フィアナが、長い黒髪をひるがえし、すっと立ちあがった。

「ねえ、私のものに軽々しく触れないでくれる？」

「……あ？」

　ジオは──呆あきれたようにぽかん、と口を開いた。

「……フィアナ？」

　カミトもまた、唖あ然ぜんとした表情で彼女の横顔を見つめた。

「どいて、カミト君」

　フィアナは、静かにジオの前に立ちはだかった。

「おい、頭がどうかしちまったのか、お嬢様？」

「口を慎みなさい、この私を誰だれだと思っているの？」

　フィアナは嘲ちよう笑しようするジオをまっすぐに睨にらみ据えた。

　四年前──災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの前に立ちはだかった、あのときのように。

「フィアナ、ばかっ、逃げなさい！」

　瓦が礫れきの山から這はい出したクレアが叫んだ。

　フィアナはゆっくりと首を振り──

（あなたは私を守ってくれた──だからこんどは、私があなたを守る！）

　──オルデシア帝国第二王女、フィアナ・レイ・オルデシアの名において告げる！

　──我は厳正なる執行者にして処罰者、王の名において聖なる裁きを下す者！

　刹せつ那な。フィアナの胸もとから、まばゆい閃せん光こうが生まれた。

　そう、いま叫んだ宣誓こそは──精霊解放の鍵言葉キーワード。

　指先ですっと胸もとの紐ひもをほどくと、手のひらに輝く紅あかい石が転がり落ちる。

　勾まが玉たまのように加工された、血のように紅い精霊鉱石。

「うそ、あれって……まさか〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉!?」

　その正体に気付いたクレアが、目を見開く。

「貴様っ……！」

　なにか本能的な脅威を感じたのか、ジオは目の前の少女に死精霊を放つ──

「出でよ、汝なんじ、闇やみを葬る裁きの剣──破滅の聖王〈マグナ・カルタ〉！」

　紅い精霊鉱石が炸さく裂れつした。

　まばゆい閃光。巨大な光の柱がジオ・インザーギを貫く。

　そして──轟ごう音おんとともに、坑道の天井が崩落した。






第八章　フィアナの告白






「う、ん……」

「カミト！」

「カミト君！」

　カミトが目を覚ますと、目の前に二人の少女の顔があった。

「……クレア、フィアナ」

「よかった、目を覚ましたのね」

「無む茶ちやしすぎよ……ばか」

　……どうやら、神威カムイを消耗しすぎて気絶していたようだ。

　冷たい地面から身を起こすと、カミトはあたりを見まわした。

　ゆらめく精霊鉱石の明かりが、ぼんやりと暗くら闇やみを照らしている。

　坑道が崩落し、降りそそいだ土砂で道は完全に塞ふさがってしまったようだ。

「二人とも、怪け我がは大丈夫なのか？」

「ええ、あたしたちはね……あんたこそ大丈夫なの？」

「ああ、少し神威を消耗しすぎただけだ。なんだ、心配してくれてるのか？」

「ば、ばかっ、べつに心配なんてしてないんだからっ！」

「痛いてえええっ！」

　クレアの平手がちょうど傷口にクリーンヒット。カミトは激痛にのたうちまわる。

「……もう、なにやってるのよ」

　フィアナが呆あきれたようにため息をついた。

　カミトは痛む肩を押さえながら周囲を見まわし、

「ほかのみんなは無事なのか？」

「ええ……無事とは言いがたいけど。ひとまず応急処置はしておいたわ」

　フィアナが明かりをかざすと、地面に横たわっているエリスたちの姿が見えた。

　……たしかに無事とは言えない状態だ。

　毒をまともに受けたラッカとレイシアは意識不明の重体。

　エリスは意識があるようだが、あの状態では歩くこともできないだろう。

　壁際に寄りかかって座るリンスレットの横で、フェンリルが主人の傷を舐なめていた。

「いったい、なにが起きたんだ？　あいつは──ジオ・インザーギは？」

「フィアナが精霊鉱石に封印してあった精霊を解放したのよ。あいつは光の柱に呑のみ込まれて消えたわ。……まあ、死んだとは思えないけど」

「あれは、精霊鉱石だったのか……？」

　カミトがフィアナのほうを向くと、彼女は「ええ」とうなずいた。

「でも、あれほどの精霊を封じることのできる精霊鉱石なんて──」

　ジオ・インザーギの死精霊を押し返し、坑道を崩壊させるほどの破壊力。

　フィアナの解放したあの聖精霊は、間違いなく高位の精霊だった。

　だが、高位精霊を封印できる精霊鉱石の存在など、聞いたことがない。

「精霊王の血ブラツド・ストーン──オルデシア王家に伝わる秘宝よ」

「……？」

「あんた、精霊王の血ブラツド・ストーンも知らないの？　精霊使いの常識よ」

　眉まゆをひそめるカミトに、クレアが呆れたようにため息をつく。

「しかたがないだろ。俺おれは貴族様と違って、そういうのには疎いんだ」

　カミトが言うと、クレアはやれやれと肩をすくめて説明してくれた。

「精霊王の血ブラツド・ストーンはただの精霊鉱石じゃないわ。元素精霊界アストラル・ゼロの〈聖域〉で採掘される特別な精霊鉱石で、高位精霊の力の一部を封じておくことができるのよ。もちろん、お金や権力で買えるようなものじゃないわ。正しよう真しん正しよう銘めい、国宝級の秘宝なんだから」

「そうなのか……」

　王家から存在を抹消されたとはいえ、フィアナはオルデシア帝国の元第二王女だ。アレイシア精霊学院に編入する際、餞せん別べつにわたされたのかもしれない。

「まぬけな衛兵をたぶらかして、王家の秘宝館からちょろまかしてきたの。偽物とすり替えてきたから大丈夫よ」

　ふふん、と胸を張るお姫様。

「ああ、そんなとこだろうと思ったよ……ん？」

　ふと、カミトは妙な違和感を覚えた。

　違和感の正体は……ふふん、と突き出したフィアナの胸だ。

　……小さい。明らかに小さくなっている。

（そういえば、フィアナはさっき……）

　あの精霊鉱石──精霊王の血ブラツド・ストーンを胸もとに隠していた。

　それほど大きなものではないとはいえ、あれをどうやって隠していたのだろうか。

「う……み、見ないで……」

　カミトの視線に気付いたフィアナが、両手を交差させもじもじと胸を隠した。

「カミト、フィアナはね、ずっとあたしたちを騙だましてたのよ！」

　クレアが糾弾するように、指先をびしっと彼女に突きつけた。

「騙してた？」

「そうよっ、この娘こってば、偽乳王女だったんだから！」

「……」

　カミトは、半はん眼がんでゆっくりとフィアナのほうを向き、

「……あー、そうなのか？」

「そ、そうよ、パッドよ……悪い？」

　頬ほおを赤らめ、ふいっとそっぽを向く王女様。

「いや、激しくどうでもいいんだが……なんでそんなことをしたんだ？」

「……精霊王の血ブラツド・ストーンを守るためよ。胸の下なら誰だれも盗とったりできないし。それに、お、男の子はみんな胸の大きな女の子が好きだって聞いたから……」

　もともと彼女が学院へきた目的は、カミトを籠ろう絡らくして仲間にすることだった。

　……そういえば、やたら胸を押しつけてきていたが、あれはそういうことだったのか。

「いや、べつに胸の小さい女の子が好きって男もいるだろ」

「へ？」

　カミトの言葉に、なぜかクレアの耳がぴくっと反応した。

「カ、カミト、いま言ったそれ……ほんと？」

「ああ、異性の好みなんてそれぞれだからな。まあ、個人的にはないよりはあったほうがいいとは思うが……痛っ！」

　途端、クレアの鋭い鞭むちが飛んできた。

「あ、あんたって、あんたって……！」

「いや、だからいまのは個人の感想であって、世の中にはそういうマニアックな趣味の男もいっぱいいるということをだな──」

「ううう～っ！」

　紅玉ルビーの瞳ひとみにうっすらと涙を浮かべ、唇を噛かみしめるクレア。

（それにしても、あのやわらかい感触はパッドだったのか……）

　……ぜんぜん気付かなかった。さすが、帝都の技術力はあなどれない。

「あの精霊王の血ブラツド・ストーンは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で使う切り札のつもりだったのに」

　ずいぶんボリュームの減ってしまった胸をかき抱きながら、フィアナがつぶやいた。

　とはいえ、それほど小さいわけではない。この年とし頃ごろの女の子としては普通なほうだ。

　少なくともクレアのように残念な胸では──

「む、なによ？」

「……いや、すまん。なんでもない」

　涙目でキッと睨にらんでくるクレアから、カミトはあわてて目を逸そらした。

　こほん、と咳せき払ばらいしてフィアナに向きなおる。

「でも、なんでそんな精霊鉱石を持ってきたんだ？」

　精霊鉱石から解放された精霊や精霊の力の一部は、すぐに〈元素精霊界アストラル・ゼロ）へ帰還してしまい、二度と使役することはできないのだ。

　だから契約精霊を持つ精霊使いは、普通は精霊鉱石など使わない。剣舞はもちろん、大抵のことは精霊魔術や契約精霊の力を行使したほうが効果的だからだ。

「……」

　すると。フィアナはうつむいて、静かにため息をついた。

「まあ、いずれはバレることだしね。あなたたちには、いまここで話しておくわ」

「……？」

　いつになく真剣なフィアナの表情に、カミトはクレアと顔を見合わせた。

「──いまから四年前、私は精霊を使役する力を失ったの」





　　　　◇






　フィアナ・レイ・オルデシア第二王女──ルビア・エルステインに次ぐ精霊姫候補と期待されながら、彼女がその地位を退き、王家から抹消された理由。

　それは、契約精霊を使役することができないから──だった。

「契約精霊を使役できない姫ひめ巫み女こに、精霊王に仕える精霊姫たる資格はないわ」

　フィアナはうつむいて、自じ嘲ちようするようにつぶやいた。

「……」

　精霊を使役できない精霊使いは──文字通り、もはや精霊使いではない。

　そして、精霊使いが突然、精霊を使役できなくなるという事態は、それほどめずらしいことではないのだ。

　たとえば、身体を穢けがされるとか、契約時に交わした誓約を破棄した場合──そういうケース以外にも、なんらかの心的外傷によって精霊と交感できなくなることはある。

　つまるところ、精霊との交感は、精霊使いの精神状態に大きく依存しているのだ。

　その原因となった事件が何なのか──それについては彼女も語らない。

　カミトもそこまで訊きくつもりはない。

（しかし、四年前といえば──）

　オルデシア帝国を揺るがすあの大事件。

　災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン──ルビア・エルステインの叛はん逆ぎやくがあった年だ。

　そして、フィアナは彼女と同じ〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こだった。

　精霊姫候補に、精霊契約の力を失わせるほどの心的外傷をもたらすほどの事件。

　偶然──とは思えない。

「隠していて悪かったわね。いずれ話そうとは思っていたのだけれど……精霊と交感できないことが知られたら、この学院にいられなくなるから」

「でも、どうやって試験をパスしたの？　たしか実技の試験があったはずよ」

　カミトはグレイワースの権限で例外的に無試験でパスしたが、本来、学院には厳しい実技試験があるのだ。精霊使いの才を持つ者なら誰だれでも入れるというわけではない。

「精霊鉱石を何個か袖そで口ぐちに忍ばせて、順番に解放したのよ。あたかも精霊を使役しているかのように見せかけてね。一応〈神儀院〉の精霊姫候補だった実績があるから、あっさり騙だまされてくれたわ」

「貴重な精霊鉱石を、不正入学なんかに使ったの？」

「試験監督も、まさかそんなことをする奴やつがいるなんて思わなかったんだろうな」

「ばかね、そんなので編入したって、すぐにバレるに決まってるじゃない。そんなことまでして、なんでこの学院に来たのよ？」

「それは──」

　フィアナはチラッとカミトのほうを見た。

　彼女の目的は、最強の剣舞姫レン・アツシユベルとチームを組んで精霊剣舞祭ブレイドダンスに優勝することだ。

　だが、それをクレアに話されると困る。……とても困る。

　すると、フィアナは、カミトだけにわかるようにふっと微笑ほほえんだ。

「それは、カミト君とちゅっちゅするため──」

「違うからな。おい、クレア、鞭むちを取り出すのはやめろ」

　クレアが眉まゆを吊つり上げるのを見て、フィアナがくすっと笑った。

「冗談よ。私の目的は、精霊剣舞祭に優勝して〈願い〉を叶かなえること。失った精霊契約の力を取り戻すためにね」

「精霊剣舞祭の勝利を目指すのはみんな同じよ。でも、どうしてあたしたちと組もうと思ったの？　あたしが言うのもなんだけど、うちのチームは最底辺よ」

「……」

　すると、フィアナはふと、考え込むように唇に指をあて──

「……そうね。あなたたちなら、私を受け入れてくれると思ったから」

　いつものフィアナの小悪魔みたいな口調とは、微妙に違っていた。

「どういうこと？」

「だって、男の精霊使いに、災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹よ。そこに精霊使いの資格を失った喪失の精霊姫ロスト・クイーンが加わっても、そんなに違和感ないじゃない」

　冗談めかしたその口調。どこか自じ嘲ちようするような、寂しげな表情。

　フィアナが学院にやってきて、カミトに近づいた理由。

　精霊剣舞祭ブレイドダンスに勝利するために、かつての最強の剣舞姫レン・アツシユベルであるカミトを利用する──と、そう言っていた。

　けれど本当の理由は──案外、こっちのほうなのかもしれない。

　孤独で嘘うそ吐つきで、小悪魔なお姫様は、ただ仲間が欲しいだけで──

「さて、私は秘密を告白したわけだけど──」

　こほん、と咳せき払ばらいしてフィアナが言った。

「どうする？　契約精霊を使えない精霊使いなんて、チームにはいらないかしら？」

　お姫様は寂しげな表情で、目の前のカミトとクレアを見つめた。

　口調こそ冗談めかしているが、黒い瞳ひとみが不安そうに揺れていた。

　そして、クレアもたぶん気付いている。彼女の指先がかすかに震えていることに。

　やがて──

「関係ないな。そんなのは」

　カミトはふっとため息をついた。

「フィアナは命がけで俺おれたちを守ってくれた。チームの仲間だ」

「……っ！」

　フィアナがきょとん、と目を見開く。

「で、いいよな？」

　カミトがクレアのほうを振り向くと──

「そうね」

　クレアはうなずきながら、薄くなったフィアナの胸に目をやった。

「フィアナ、あんたは仲間よ。胸なし同盟の仲間」

「い、一緒にしないで！　クレアよりはあるわ！」

「な、なんですって！」

　ゴゴゴゴゴ……クレアがメラメラと紅あかい髪を逆立てた、そのときだ。

「……っ!?」

　突然、地面が揺れた。

　崩れかけた天井から、瓦が礫れきの破片がパラパラと落ちてくる。

「……また地震!?」

「まさか……戦略級軍用精霊ヨルムンガンドがもう目覚めかけてるのか？」

「そうみたいね。でも、ジオ・インザーギが〈真しん祭さい殿でん〉を見つけていない以上、封印を完全に解くことはできないはずよ」

「じゃあ、もし先に真祭殿を見つけられたら──」

　言いかけて、クレアがハッと息を呑のんだ。

「学院から盗まれた封印指定の資料──あれに真しん祭さい殿でんの場所が記されているかも」

「そうか！　奴やつが資料を盗んだ目的がそれだとしたら──」

「いや、軍の資料はすべて暗号化されている。解読にはそれなりに時間がかかるはずだ」

　声を上げたのは、地面から半身を起こしたエリスだった。

　いまの地震で目を覚ましたらしい。

「エリス、もう動けるのか？」

　カミトが声をかけると、

「いや、まだ歩くことはできない。情けないことだが、毒で脚が麻ま痺ひしている」

　動かない膝ひざを叩たたきながら、エリスは悔しそうに唇を噛かんだ。

「わたくしも、戦闘ができるほどには回復していませんわね」

　こんどは壁にもたれたリンスレットが声を上げた。

「フィアナ、精霊契約の力を失っても、儀式神楽は舞えるのか？」

「ええ、〈神しん儀ぎ院いん〉にいたころのようにはいかないけれど、再封印を強化することくらいはできるわ。さすがに、できもしない任務を受けることはしないわよ」

　フィアナがうなずいて、そっと顎あごに手をあてた。

「といっても、まずは隠された真祭殿を見つけて押さえることね」

「この広い鉱山の中を探すのか……」

　なにしろ数十年前に廃鉱になった鉱山だ。坑道は整備されていない上、さっきのような小さな地震でも簡単に崩落する危険があった。

「それに、あのジオ・インザーギとまた遭遇するかもしれないわね」

　クレアの発言に全員が沈黙した。

　無数の精霊を使役する、男の精霊使い。

　学院でもトップクラスの実力を誇るメンバーが、束になっても敵わなかった。

（あいつはレスティアのことを知っていた……）

　カミトは思わず、革手袋に覆われた左手を握りしめる。

（いったい何者なんだ？）

「あの男、まるで本物の魔王みたいでしたわね……」

「ああ、さっきはフィアナの不意打ちで退けたが、あれで奴を倒せたとは思えない」

　リンスレットのつぶやきに、エリスが神妙な表情でうなずいた。

　と、そのときだ。

「カミト、真祭殿の場所なら私が知っています」

　壁に立てかけてあった剣から声がした。

「エスト？」

　カミトはエストの柄に触れると、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの状態を解除した。

　魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーは光の粒子となって虚こ空くうに消え、一瞬で可か憐れんな少女の姿に変化する。

「真しん祭さい殿でんの場所を知ってるってのは、どういうことだ？」

「はいカミト、ここが鉱山になるよりも遙はるか昔──数百年前はこの山そのものが精霊を祀まつる高位の祭殿でした。剣に封印される前の私はここを何度もおとずれていたのです」

　なるほど。本来のエストは数百年前に封印された最高位の精霊だ。聖山で人々に祀られていたとしても不思議ではない。

「真祭殿の場所に案内できるのね？」

「当然です」

「偉いぞ、エスト」

「はい、カミト。ではエストの頭をなでてください」

「ああ」

　すりすり。なでなで。

「ん、気持ちいいです、カミト」

　顎あごをなでられる猫のように目を細めるエスト。

「……」

　そんな二人を──

　ビョオオオオオオ……！

　女の子一同が凍いてつくような視線で見つめていた。

「な、なんだよ……」
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「前から思ってたけど、カミトってなんかエストに甘いわよね」

「そ、そんなことはないと思うぞ？」

　じーっと睨にらんでくる女の子たちの視線に、思わずあとずさる。

　と、そのときだ。

「……っ！」

　また揺れた。……こんどはさっきよりも大きい。

「急いだほうがよさそうね」

「ああ──」

　カミトはうなずくが──ふと、振り返って足を止める。

　負傷して動けないエリスたちを、ここに残していくわけにはいかない。

　カミトの考えていることに気付いたのか、エリスが首を振った。

「私たちなら大丈夫だ。君が気絶しているあいだに、魔風精霊シムルグを学院へ放っておいた。夜明けには騎士団が応援に駆けつけてくれるはずだ」

「エリス……」

「行ってくれ、カゼハヤ・カミト。私たちは任務に失敗した。あとは君たちに託す」

「わたくしも戦闘は無理のようですし、彼女たちの治療に残りますわ」

「……」

　カミトはぎゅっと拳こぶしを握りしめ──

「……わかった。なるべく早く帰ってくる」

「行くわよカミト、フィアナ」

　クレアが炎の鞭フレイムタンを振り上げ、道を塞ふさぐ瓦が礫れきの山を吹き飛ばした。





　　　　◇






「──ちっ、痛いってえなあ……」

　押し殺したうめき声が、坑道の壁に反射する。

　肌に絡みつくような濃密な闇やみの中を、ジオ・インザーギは彷徨さまよっていた。

　傷ついた顔に手をあてながら、幽ゆう鬼きのような足どりで歩く。

「せっかくの二枚目が台無しじゃねーか、なあ？」

　ひきつった笑いを浮かべながら前方の闇に話しかけるが、答える者は──

「自惚うぬぼれがすぎるわよ、ジオ・インザーギ。油断したわね」

　──いた。

　突如、暗くら闇やみの中にさらに濃い闇が生まれ、美しい少女の姿をとる。

「うるせえ、てめえの精霊が役に立たなかったせいだ」

「まさか聖精霊の使い手がいるとは思わなかったわ。闇属性としては最高位の死精霊タナトスとはいえ、聖属性の精霊とは相性が悪すぎたわね」

「──奴やつらはどこへ向かった」

「おそらく、戦略級軍用精霊ヨルムンガンドの制御を司つかさどる〈真しん祭さい殿でん〉でしょうね。私はまだ彼と契約の絆きずなで繋つながっているから、どこにいるかくらいは、なんとなくわかるわ」

　漆黒の少女は、自身の左手に刻まれた精霊刻印を愛いとおしそうに撫なでる。

「案内しろ、闇やみ精霊。魔王の顔に傷をつけたこと、後悔させてやる」

「やめておきなさい。彼は本物の魔王──所しよ詮せん、まがいものにすぎないあなたでは絶対に勝てない。それに、最強の剣舞姫レン・アツシユベルは一度戦った相手に二度と負けることはないわ」

「口を慎めよ闇精霊、いまここで貴様を俺のものにしてもいいんだぜ」

　ジオ・インザーギの紅あかい目が彼女を睨にらみつけた。

　──その手に握られた、紅く輝く勾玉を見せつける。

「……本当に、愚かな男」

　闇精霊は吐き捨てるようにつぶやくと、闇色のドレスをひるがえし、虚こ空くうに消えた。
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　──どこまでも続く長い坑道に、硬い足音が響く。

　無言で歩くエストを先頭に、三人は地下の奥深くへと下っていった。

　かつて精霊鉱石の採掘場として栄えた鉱山は、まるで巨大な迷路だった。人間が通るにはあまりに大きな通路。岩盤の掘削に大型の精霊を使役していたのかもしれない。

　途中、封印のほどこされた扉がいくつもあったが、すべて開放されていた。

　おそらく、ジオ・インザーギの仲間、地上の祭殿で儀式を執行していた者の仕業だ。

　ふと、革手袋に覆われたカミトの左手が鋭く痛んだ。

「どうしたの、カミト。傷が痛むの？」

「いや、なんでもない……」

　心配そうに覗のぞきこんでくるクレアに、カミトは首を振った。

　そんなカミトの反応に、クレアは不満そうに唇を尖とがらせ、

「……なんだか、あんたって、いつも一人で戦ってる感じがするわ」

　ぽつり、とつぶやく。

「対抗戦でチームを組んでるときもそうだし、ううん、試合のときだけじゃない、講義を受けてるときも、寮にいるときもそんな感じ……なんていうか、もっとパートナー……じゃなくて、御主人様のあたしを信頼してもいいんじゃないの？」

「そうか？　……っていうか、友達のいないおまえに言われたくないぞ」

「う、うるさいわね、友達くらいいるわよ！」

「リンスレットだけだろ」

「あ、あいつはただの幼おさな馴な染じみで、べ、べつに友達じゃないわっ！」

「あら奇遇ね。私も〈神しん儀ぎ院いん〉にいた頃ころは、いつも一人でご飯を食べていたわ」

「フィアナ、おまえもか……なんだこの残念なパーティーは」

　そんなとりとめもない会話をしながら、長い階段を降りていく。

「ねえ、まだなのエスト？　さっきから一時間以上も歩いてるけど」

「数百年前とは少し道が変わっているようです。あとクレアはうるさいです」

「なっ！」

「しかたないだろ、エストが封印されたのは数百年も前のことなんだ」

「む、カミト、またエストの味方したわね……」

　どこまでも続く階段を、下へ、下へと進んでいくと──やがて広い空間に出た。

　そのまま真まっ直すぐに歩き、巨大な壁の手前でエストは足を止めた。

「ここです、カミト」

「……ここ？　行き止まりじゃない」

　クレアが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

　四人の目の前にそびえ立つ石の壁。

　エストが明かりをかざすと、壁の表面に彫られた精せい緻ちな彫刻が映し出された。

　ここ数百年のあいだに彫られたものではない──神話時代の遺跡のようだ。

「これは〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の彫刻……みたいね」

　彫刻のモチーフとしてはごく一般的なものだ。

　火、水、風、土、聖──元素精霊界アストラル・ゼロを統すべる五属性の王。

「ん？」

　ふとその彫刻の図柄に違和感を覚え、カミトは眉をひそめた。

　聖属性の精霊王を頂点に配した、五ご芒ぼう星せいを描くその構図。

　その一番下に──壁を削り取ったかのような大きな傷きず痕あとがついていた。

　まるで、そこにあったものの存在を抹消するかのような不自然さ。

　エストがまっすぐに進み、その剥はぎ取られた箇か所しよにそっと手をあてた。

「これは神話時代の彫刻──後の時代に存在を消された、闇の精霊王レン・アツシユドール」

「……？　エスト、いまなんて──」

　カミトが聞き咎とがめた瞬間、地下坑道に轟ごう音おんが鳴り響いた。

　閉ざされていた壁の隙すき間まがゆっくりと開き──青い光が射さし込む。

「隠し扉か──」

「これは神話時代の遺跡。高位の精霊だけが開けられる扉」

　エストが無表情につぶやいた。

「すごいぞ、エスト」

「カミト、もっと褒めてください」

「ああ、エストは偉いな」

　すりすり。なでなで。

「カミト、気持ちいいです……」

　頭のつむじをなでてやると、エストはくーっと目を閉じた。

「……」

　そんな二人を、クレアとフィアナがジト目で見つめていた。

「……やっぱり、エストに甘い」

「カミト君、早くしないと戦略級軍用精霊ヨルムンガンドが目覚めてしまうわ」

「あ、ああ……」

　妙に急せかすフィアナに腕を引かれ、カミトは扉の中へ足を踏み入れた。

　──そこは、信じられないほど巨大な空洞だった。

　磨き上げられた瑪め瑙のうの床。無数の精霊鉱石の散りばめられた鍾しよう乳にゆう石せきの天井。

　精霊鉱石はそれぞれ神秘的な淡い光を放ち、空洞をまばゆく照らしていた。

　その大空洞の中央に──貴金属と水晶で造られた祭殿があった。

　地上にあった大祭殿と比べるとだいぶ小さいが、その荘厳さは圧巻だ。

「──まちがいないわ。ここがこの鉱山の〈真しん祭さい殿でん〉」

「ここで、フィアナが再封印の儀式神楽を奉納すればいいんだな？」

「ええ。けど、その前に──」

　フィアナは、真祭殿のそばにある小さな溜ため池を指差した。

　鍾乳石から滴り落ちた澄んだ地下水が溜まっている。

「禊みそぎをして身を清めないといけないわね」

「そうね、あたしも水浴びしたいわ。さっきの戦闘で聖性がだいぶ落ちてるし」

　クレアはつぶやいて──ふと、カミトの視線に気がついた。

「……えっと、俺おれはどうすれば？」

「あ、あんたは外で見張ってなさいっ！」

　即座に鞭むちが飛んできた。
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　──ぴちゃんっ。

　天井の鍾乳石から滴る雫しずくに、クレアが「ひゃんっ」と可愛かわいらしい声を上げた。

　ぬけるように白い肌。優美な曲線を描く肢体。胸はたしかに控えめだが、同性のフィアナから見ても、そんなのは問題にならないくらい魅力的だ。

（さすがに姉し妹まいね、華があるのは姉譲りか……）

　紅あかいツーテールをほどくと、その横顔は彼女の姉の面影をたしかに思い出させた。

　災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン──ルビア・エルステイン。

　幼いフィアナの心を完かん膚ぷなきまでに打ち砕いた彼女を。

　べつに、彼女の妹であるクレアに恨みがあるわけではない。

（というか、私自身、ルビア様を憎んでいるのかどうかもわからないのよね……）

　フィアナの心に刻まれているのは憎しみではなく、ただ、圧倒的な恐怖だった。

　その恐怖を克服したとき、彼女の契約精霊は戻ってきてくれるのだろうか──

　フィアナが胸もとに刻まれた精霊刻印に目を落とし、物思いに耽ふけっていると。

「なに？　自分の胸を見て優越感にひたってるの？」

　クレアがジト目ででフィアナの胸を睨にらんできた。

「へ？」

「パッドなんてなくても、あたしのより大きいじゃない。な、仲間だと思ったのに」

　……クレアの目が、ちょっとあぶない感じに据わっていた。

　なんとなく身の危険を感じ、フィアナは水面を切ってすすすっと離れる。

　それを同じようにすすすっと追いかけるクレア。

　すすすっ。すすすっ。すすすすっ。

　とうとう池の端まで追いつめられ、がしっと肩をつかまれた。

　……もう逃げられない。

「ねえ、フィアナ、恥をしのんで訊ききたいことがあるわ」

　クレアは真剣な表情で言ってきた。

「な、なに？」

「お、女の子の胸って、好きな男の子に揉もんでもらうと大きくなるって……本当？」

「……え？」

　もじもじと顔を赤らめるクレアに、フィアナはぽかんと口をあけた。

　そして──

　思わず「くすっ」と笑みがこぼれる。

　やがてフィアナは、くすくすとお腹なかを抱えて笑いだした。

「な、なによ！　そんなに笑うことないでしょ！」

「だって、その質問、昔まったくおなじことを訊いてきた人がいたんだもの」

「……？」

　クレアは意味がわからずに、きょとん、と首を傾かしげる。

「やっぱり姉し妹まいなのね」

　フィアナは笑いを噛かみ殺しながら、目もとに浮かぶ涙をぬぐった。

　そういえば、こんなふうに自然に笑ったのは本当にひさしぶりだ。

　四年前、精霊契約の力を失ったあの日以来……かもしれない。

「クレア・ルージュ、私はあなたのことが嫌いではないわ」

「どういう意味よ」

「気にしないで。ああ、胸なんて成長すれば自然に大きくなるわよ」

「な、なんかむかつくわ……その余裕が」

　ふにゅっ。

　クレアがフィアナの胸に手をそえた。

「きゃっ、な、なにをするのよ！」

「ほ、本当に揉もめば大きくなるのか、あたしがたしかめてあげるわ」

「自分の胸でたしかめればいいじゃない！」

「……～っ、じ、自分のは小さくてうまく掴つかめないのよっ！」

「ちょ、ちょっと、やめなさいっ、ひゃんっ、あんっ……」

　神聖な地下祭殿に、悲鳴と派手な水音が響いた。
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（……あいつら、こっちにも聞こえてるぞ）

　閉ざされた壁の前にもたれながら、カミトは頬ほおをかいた。

　坑道は思っている以上に声が反響しやすい。会話が聞きとれるわけではないが、ときどき聞こえる少女たちの甘い嬌きよう声せいが心臓に悪すぎる。

「カミト、彼女たちの声を盗み聞きして興奮しているのですか？」

「うん、断じて違うからな」

　カミトは半はん眼がんでうめいた。

「では、なにを？」

「──ジオ・インザーギ、奴やつの正体について考えてた」

　無数の精霊を自在に使役する男の精霊使い──ある意味、カミト以上に異い端たんの存在だ。

　だが。先ほどの戦闘で、カミトはその正体をある程度推理していた。

「奴は魔王なんかじゃない、俺おれの考えが正しければ、な」

「当然です。あの程度で魔王を名乗るとはおこがましい」

　無表情に答えるエストだが、その口調はなんだか怒っているようだ。

「魔王の後こう継けいは──カミトのほうです」

「……？　どういうことだ？」

「カミトは夜の魔王です」

「エスト、それは違うからな」

　カミトはすかさずつっこんだ。

　……まったく、この剣精霊はどこでそういうことを覚えてくるのか。

「──と、軽口が叩たたけるのもここまでか」

「そのようですね」

　カミトはトンッと壁から身を離し、エストの小さな手を握った。

「カミトは精霊使いの荒いご主人様です」

「悪いな。こんど学院都市でパフェでもご馳ち走そうするよ」

「俄が然ぜん、やる気がでてきました」

　カミトは苦笑すると、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの展開式レリーズを唱えた。

「冷徹なる鋼の女王、魔を滅する聖剣よ──いまここに我が剣となれ！」

　可か憐れんな少女の姿が光の粒子となって虚こ空くうへ消え──

　つぎの瞬間。カミトの手には、白銀に輝くテルミヌス・エストが握られていた。

　そして──奥の暗くら闇やみから響く足音。

「よお、決着を着けようぜ──最強の剣舞姫レン・アツシユベル」

　赤い目を炯けい々けいと輝かせ、ジオ・インザーギが姿をあらわした。
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第九章　チーム・スカーレット






　フィアナが儀式の身形みなりをととのえ、再封印の準備をはじめたそのときだ。

　真しん祭さい殿でんの扉の外で、激しい剣けん戟げきの音がした。

「──あいつが来たみたいね」

　クレアが炎の鞭フレイムタンを召喚し、扉のほうを睨にらんだ。

「扉はあたしとカミトが死守するわ。フィアナはここで待ってなさい」

「私一人だけ安全なところで隠れてろっていうの!?」

「そう何度も小手先の技が通用する相手じゃないわ。精霊王の血ブラツド・ストーンももう無いのに」

「見損なわないで、クレア・ルージュ。私は守られるだけのお姫様じゃない。いまは対等なチームの仲間よ」

　フィアナは、儀式舞踊を舞うための鉄扇をクレアに突きつけた。

「私は〈神しん儀ぎ院いん〉第二位の姫ひめ巫み女こ──ルビア・エルステインの妹なら、それがただ舞踊を舞うだけのか弱い存在でないことは知っているでしょう？」

　挑むような表情。最高位の姫巫女の放つ迫力に、クレアは息を呑のんだ。

　たしかに、〈神儀院〉の姫巫女は精霊使いとしての戦闘訓練を受けていない。

　だが、決して力がないわけではない。それどころか、時と場所を選びさえすれば、その力は高位の精霊使いを凌りよう駕がすることさえあるのだ。

　そして、この祭殿こそは、まさに彼女が力を発揮するのに最も適した場所だ。

「……わかったわ」

　クレアはふっと紅あかいツーテールの髪をかきあげた。

「あんたはあたしが守る。最高の神楽を舞いなさい！」
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　──前触れの合図などはない。剣舞は突然はじまった。

　甲かん高だかい金属音。銀の剣閃がひらめき、洞どう窟くつ内に激しい火花が散った。

　カミトが振り下ろしたテルミヌス・エストが、ジオの剣によって弾はじかれる。

　カミトはさらに踏み込み、剣を薙なぐ。ジオは重心をわずかにずらして紙一重で回避、けたたましい哄こう笑しようを上げながら真上に跳び上がった。

　蜘く蛛ものように天井に張り付きながら──

「はっ、前ぜん戯ぎなしかよ！　少しは会話ってもんを楽しもうぜ、最強の剣舞姫レン・アツシユベル！」

「悪いな、俺おれに騎士道精神なんてもんはないんだ──あんたと同じでな！」

「……なっ!?」

　ジオが紅い目を見開いた。カミトが壁を蹴けり上げ跳躍したのだ。

　空中で振るったテルミヌス・エストが、ジオの剣を打つ。

　金属の擦れるような悲鳴を響かせ、ジオの剣精霊は粉々に砕け散った。

　カミトは止まらない。ふたたび壁を蹴けって方向転換すると拳こぶしで側頭部を殴打。重力に引かれ地面に落下するジオを追い、さらに天井を蹴って加速。空中で獲物を狩る猛もう禽きんのような動きで胸ぐらを掴つかむと、そのまま地面に後頭部を叩たたきつけた。

　鈍い音が響いた。一切の容赦のない一撃。

　精密機械のような動作でさらに拳打を叩き込む──が、その寸前。

　ジオの右手の精霊刻印が輝いた。危険を感じ、咄とつ嗟さにジオの上から飛びのく。

　刹せつ那な、ジオの手のひらから銀の剣閃が突き出した。

　ジオの手にあらわれたのは新たな精霊魔装エレメンタルヴアツフエ。

　装飾のついた細身の剣だ。刺突専用のレイピアという突剣。

　カミトは後退して間合いをとった。テルミヌス・エストを両手に構える。

「さすが最強の剣舞姫レン・アツシユベル──滅め茶ちや苦く茶ちやな動きしやがる」

「閉鎖環境での高次立体移動──〈教きよう導どう院いん〉で真まっ先さきに教え込まれる技だ。あんたほど徹底してはいないがな」

「……」

　ジオが沈黙する。

「さっき、剣を打ち合わせてわかったよ。あんたは俺おれと同じ〈教導院〉の遺児──魔王の出来損ないだ」

　教導院──それは、カミトが幼い頃ころに暗殺技能者としての訓練を受けた施設の名だ。

　一部の貴族によって設立された秘密の訓練施設。そこでは大陸各地の孤児院から精霊使いの素質を持った少女を集め、優秀な暗殺者集団を育てていた。

　設立当初は、貴族連中に暗殺者を供給するための機関だったはずだ。だが、教導院の教師たちはいつしか貴族の手を離れ、独自の狂信的な教義を抱くようになっていった。

　──すなわち、魔王の再臨。

　歴史に遺のこる唯一の男の精霊使い。

　七十二柱の精霊を使役し、大陸を破滅に導いた魔王。

　その後継者を生み出すこと。

　そのために、彼らがとった手段は至極単純だった。

　歴史に遺る唯一の男の精霊使い──ならば当然、その後こう継けい者しやも男でなくてはならない。

　その思想のもと、わずかでも精霊と交感する能力があると思われた少年を集め、催眠、薬物投与、精霊憑ひよう依い実験などをほどこした。

　だが、実験の成功例は皆無だったはずだ。

　だからこそ、八年前にカミトが発見されたとき、連中は狂喜したのだから。

「──ご名答だ」

　ジオ・インザーギは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

「ヒトの手による魔王再臨の実験──その最初の成功例が、この俺おれだよ」

　カミトは──

　皮肉げに口もとをゆがめ、肩をすくめた。

「最初の成功例？　冗談だろ？」

「認めたくない気持ちはわかるぜ。ところが冗談じゃねえんだよな、これが」

「そういう意味じゃない」

　カミトは哀れむように首を振った。

「七十二柱の契約精霊を使役する男の精霊使い──それを成功とするなら、あんた、ぜんぜん成功してないだろうが」

「……なに？」

　紅あかい目を見開き、ジオの表情が憎々しげにゆがんだ。

「俺も最初は騙だまされたよ。あんたが、本当に七十二柱の契約精霊を使役しているんじゃないかってな。──だが、違った」

　カミトは淡々と告げた。

「あんたの精霊は契約精霊じゃない。──ぜんぶ封印精霊なんだ」

「……っ！」

　そう──ジオ・インザーギの使役する精霊は、契約の儀式を交わした精霊ではない。

　肉体に刻まれた刻印を装具に見立てて封印した精霊なのだ。

　カミトがそれに気付いたのは、ジオが一度使った精霊を二度と使わなかったからだ。

（……それに、奴やつは同じタイプの剣精霊を何体も使役していた）

　最初から使い捨てにするつもりがなければ、あんなふうに大量の剣精霊と契約する意味はない。複数の剣精霊を扱うよりは、一体の剣精霊を成長させていたほうがよほど効率がいいはずだ。

　それに、いかにエストの精霊魔装エレメンタルヴアツフエが強力であるとはいえ、耐久力においては最硬と名高い剣精霊が、あれほどたやすく砕けるのはおかしい。

「……ようするに、フィアナが精霊鉱石を使い捨てていたのと一緒だ」

　契約の儀式を交わしていない以上、精霊を成長させることもできないし、精霊魔装としての真の力を引き出すこともできない。

　無尽蔵にあると思われた神威カムイもただの錯覚だ。

「あんたは偽物の魔王だよ、ジオ・インザーギ。いや、精霊使いですらない」

　たしかに、あれほどの封印精霊を身体に宿しながら、肉体を維持していられるというのは一定の成果ではあるのだろう。常人ならば拒絶反応で発狂しているはずだ。

　だが、魔王を──精霊使いを名乗るには、はなはだ不完全。

　あたかも複数の精霊と契約しているかのように見せかけた、まやかしにすぎない。

「……はっ、だからどうしたよ」

　ジオは紅い目を炯けい々けいと輝かせ、吐き捨てた。

「それがわかったところで、てめーが俺おれに勝てねーことに変わりはねーだろーがっ！」

　ジオが地面を蹴けった。レイピアの剣精霊を手に爆発するような加速。

「俺は魔王だ！　その証明は──最強の剣舞姫レン・アツシユベル、貴様を殺すことで達成される！」

　直前でふっと身を沈め、カミトの喉のどもと目がけ、迅雷の突きを放ってきた──

　カミトはわずかに首をそらして回避。軸足を回転させ、カウンターの蹴りを見舞った。

　靴裏がジオの胸板をえぐる。勢いのままカミトはエストを上段に振りかぶった。

「──っ、顕現せよ、炎狼精霊バーゲスト！」

　ジオの腕の刻印が輝き──刹せつ那な、燃えあがる炎の牙がカミトを襲った。

　黒い炎を纏まとった溶岩の猟りよう犬けんだ。振り上げた左腕に灼しやく熱ねつの牙が食らいつく。

　全身の血が沸騰するような激痛。だが──

「……っ、らああああっ！」

　カミトは回転をつけて腕を振るい、喰くらいついた溶岩の猟犬を壁に叩たたきつけた。

　爆散する炎。砕け散る溶岩石。契約精霊ならば主人を守るために再び向かってくるところだが──強制的に解放されただけの封印精霊は、そのまま虚こ空くうに消滅した。

「ぬるいな……クレアの焔ほのおのほうが、よっぽど熱いぜ！」

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、カミトはすぐさまテルミヌス・エストを真横に薙なぐ。

　風圧でジオの体勢がわずかに崩れた──その一瞬の隙すきをカミトは見逃さない。

　白銀に輝く剣を上段に構え、渾こん身しんの一撃を放つ──

「──顕現せよ、盾精霊エイジス」

　だが、その一撃はジオの解放した盾精霊によって阻まれた。

　剣精霊と盾精霊──いかにエストといえど、属性の相性が悪すぎる！

　だが。カミトはひかない。そのまま──さらに剣を押し込んだ。

「──いくぞエスト、おまえの本気を見せてやれ！」

　カミトの叫びに応こたえるように、テルミヌス・エストの光が輝きを増した。

　光輝は一条の閃せん光こうとなって聖剣を覆い──

　刹那、カミトの身の丈をはるかに超える巨大な大剣へと姿を変えた。

「なん……だと!?」

「おおおおおおおおおっ！」

　カミトが吼ほえた。展開された盾精霊に亀き裂れつが入る。

　そして──真まっ二ぷたつに砕け散る！

「ばかなっ……剣精霊が盾精霊を破壊するだと!?」

「これが、精霊刻印で結ばれた契約精霊の力だ──ジオ・インザーギ！」

　カミトがふたたび大剣を振り上げた、そのときだ──

「……っ、貴様あああっ！」

（──なんだ？）

　ジオが突き出した手の中に、輝く紅い勾玉が握られていた。

　その石を目にした途端、カミトの背筋に言いしれない悪寒が走った。

　手にしたテルミヌス・エストがかすかに震動する。

　刃が石の表面に触れた途端──

　ピシッ──エストの剣身に、小さなひびが入った。

「……っ!?」

　まばゆい光輝を失った、魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー。

　ひび割れた箇か所しよから、黒い染みのようなものが広がってゆく──

（──っ、エストが侵しん蝕しよくされる!?）

　カミトがエストを引こうとした、その刹せつ那な。

　ジオが嘲あざ笑わらう。

「それがてめーの弱さだと言ったはずだぜ──レン・アッシュベル」

「くっ……！」

　放たれたレイピアが、カミトのわき腹を貫いていた。

　黒く塗りつぶされてゆくエストを握ったまま、カミトはその場に膝ひざをつく。

「精霊を道具と割り切れない。だから貴様は弱いんだ」

　紅あかく輝く勾まが玉たまを片手で弄もてあそびながら、ジオが静かに立ちあがった。

「その精霊鉱石は……まさか──」

「ああ？　……そうか、あのお姫様が同じものを持ってたな」

「精霊王の血ブラツド・ストーン……か」

　最高位の精霊の力を封じることのできる国宝級の秘宝。

（こいつ、なぜそんなものを──）

「そうだ。これこそ俺おれの力の根源──数多あまたの精霊を支配する狂王精霊ネブカドネザルの力」

　ジオが石を手に哄こう笑しようすると、全身に刻まれた刻印が禍まが々まがしい輝きを放った。

「……っ、なるほどな、あんたがそれだけの数の封印精霊を使役していたのは、その石に封印されている高位精霊の力だったってわけか」

　フィアナの持っていた精霊王の血ブラツド・ストーンが解放式だったのに対し、ジオの所有するそれは身につけているだけで効力を発揮するものらしい。

「……徹底して偽物なんだな。とんだ魔王様だ」

「ほざけ、いまここで貴様の剣精霊も俺のものにしてやるよ──」

　テルミヌス・エストを侵蝕していく黒い染み。ジオの哄笑が洞どう窟くつ内に響きわたる。

　だが。カミトは、唇の端にかすかな笑みを浮かべた。

「ジオ・インザーギ、知ってるか？　この坑道、けっこう声が響くんだ」

「ああ？　なに言って──」

「俺が、なんであんたの手品の正体をわざわざ講釈していたと思う？」

「なに？」

　そう、意味もなく喋しやべっていたわけではない。

　カミトは伝えようとしていた。

　彼の使役する精霊が、契約精霊ではなく、ただの封印精霊であることを。

「勘違いするなよ。あんたが戦ってるのは、最強の剣舞姫レン・アツシユベルなんかじゃない」

　刹せつ那な、放たれた炎の鞭フレイムタンがジオの右手に絡みつく。

「──チーム・スカーレットだ」

「……っ!?」

　開け放たれた真しん祭さい殿でんへの扉。そこに──

　紅あかいツーテールの髪をかきあげ、炎の鞭を手にしたクレア・ルージュが立っていた。

「よくやったわ、カミト。さすがはあたしの奴ど隷れい精霊ね！」

「おまえな……」

　わき腹の傷を押さえながら、カミトが半はん眼がんでうめく。

　ジオが炎の鞭を振りほどき、クレアを睨にらみつけた。

「はっ、ありがたいな──わざわざ真祭殿の扉を開けてくれたのか」

「ええ。貴方あなたを倒すために、ね」

　クレアの背後から声がした。

　厳かな儀式装しよう束ぞくを身に着けたフィアナが、悠然と歩いてくる。

　小悪魔を演じていた少女でも、恐怖におびえていた無力な少女でもない。

　凛りんとして立つ──白衣の精霊姫が。

「みせてあげるわ。帝国第二王女、フィアナ・レイ・オルデシアの儀式神楽を」
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　四年前。あの日──少女の心は完かん膚ぷなきまでに壊された。

　圧倒的な恐怖と無力感に打ちのめされ、精霊を使役することができなくなったのだ。

　ルビア様のような立派な精霊姫になる──その夢を断たれた少女はすべてを失った。

　両親も、姉し妹まいも、女官たちも、手のひらを返したように少女を無視するようになった。

　自分にも他人にも厳しすぎた少女の態度は、知らないうちに恨みを買っていたらしい。

　だから、力を失ったことが知られた途端、誰だれも振り向いてはくれなくなった。

　いつしか、少女はすべてに対して心を閉ざすようになっていた。

　だれにも心を開かず、なにかに興味を抱くこともなく──城の中に閉じこもっていた。

　──けれど三年前。少女は彼女に出会った。

　圧倒的な強さで精霊剣舞祭ブレイドダンスを勝ち上がっていく、最強の剣舞姫に。

　すべてを吹き飛ばしてくれるかのような彼女の剣舞に、少女は夢中になった。

　彼女の剣舞が、なにかを変えてくれるような気がした。

　もう一度、立ちあがる力をくれた。

（カミト君、私がこの学院に来た本当の理由──いまわかった気がする）

　自分自身ですら気付いていなかった。

　精霊剣舞祭ブレイドダンスで勝ち得る〈願い〉なんて、本当はどうでもいいのかもしれない。

　ただ、憧あこがれの彼あの女ひとと。

　あの日の少年と、ただ一緒に戦いたかっただけなのかもしれない。

（……カミト君は、私を仲間だって言ってくれた）

　契約精霊を使役することができないことを知っても、そう言ってくれたのだ。

（それに、クレア・ルージュ……彼女も変わらずに私に接してくれた）

　四年前、災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンに立ち向かったあのときは、たった一人だった。

　でも、いまは──守らなければならない仲間がいる。

　両手に鉄扇を持ち、フィアナ・レイ・オルデシアは神楽を舞う。

　──踊れ、数多あまたの精霊たちよ、その頸くび城きから解き放たれ、我と共に狂い踊れ！

　大陸で唯一の精霊姫養成機関──〈神しん儀ぎ院いん〉第二位の姫ひめ巫み女こ。

　彼女の舞うその神楽は、精霊を強化する戦闘支援の演舞ではない。

　壁の外から聞こえたカミトとジオの会話を聞いて、ピンときた。

　カミトが、演舞神楽のエキスパートである自分にできることを伝えてくれた。

　ジオ・インザーギの精霊が、ただの封印精霊だとするなら──

　拍子を刻むように足を踏みならし、流れるような動作で風を切る。

　言葉を覚える前から〈神儀院〉で教え込まれてきた、完かん璧ぺきな演舞の動作。

「儀式神楽第七式──狂きよう宴えんの儀、ここに奉納する！」
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「がっ……あああ、あ、あ……貴様っ、俺おれに、なにをしたあああっ！」

　突然、ジオ・インザーギの身体がよじれ、地面に倒れ伏した。

　両腕がありえない方向へねじ曲がり、全身の刻印が激しく明滅する。

「あんたの封印精霊が暴走してるんだ。フィアナの舞う儀式神楽に反応してな」

　カミトがテルミヌス・エストを手に、ゆっくりと立ちあがった。

「なんだ……と……！」

「いいか、封印精霊を宿したあんたの身体は、数多の精霊を祀まつった祭殿のようなもんだ」

　肩をすくめながら告げる。

「しかも、そいつらはたしかな絆きずなで結ばれた契約精霊じゃない。その石の力によって無む理り矢や理り従わせているだけの封印精霊だ。それが外部からの干渉──フィアナの奉納する神楽の影響をうけないはずがないんだよ」

「ぐっ……くそ、があああああっ！」

　ジオが咆ほう哮こうし、真しん祭さい殿でんで神楽を舞うフィアナに向かって精霊を解放した。

　属性の異なる五体の精霊が、絡み合い、のたうつように突進する。

　それを──

「無駄よ」

　扉の前に立つクレアが、炎の鞭フレイムタンでまとめて叩たたき落とした。

「悪いけど、制御を失った精霊なんて相手にもならないわ」

「ぐっ……が、はっ……」

　暴走する封印精霊に身体の自由を奪われ、ジオの身体が激しく痙けい攣れんした。

「あんたの身柄を拘束する。戦略級軍用精霊ヨルムンガンドの件についても話してもらうぞ」

　カミトが身柄を確保しよう近づいた、そのときだ。

「──それは困るわ、カミト」

　虚こ空くうから、澄んだ少女の声が聞こえた。

　思わず足を止めたカミトの前に、濃密な闇やみがあらわれる。

「……っ!?」

　忘れるはずもない、心地のよいその声。

　虚空から生まれた闇はやがて、美しい少女の姿へと変化した。

「ジオは貴重な実験体なの。勝手に持ち出されては困るわ」

「レスティア……」

　カミトは、喉のどの奥から絞り出すようにうめいた。

　かつての契約精霊──三年前となにひとつ変わることのない、可か憐れんなその姿。

　カミトは──こんなにも、変わってしまったというのに。

「あんた、このあいだの闇精霊!?」

「おひさしぶりね、火猫のお嬢さん」

　ハッとして叫ぶクレアに、少女は可愛かわいらしく手を振った。

「……レスティア、おまえなのか？　戦略級軍用精霊ヨルムンガンドを解放しようとしているのは」

　予感はあった──彼女がこの件の裏にかかわっているという予感。

　ジオ・インザーギがカミトの正体を知っていたこと。

　そして、地上の祭殿で儀式を執とりおこなっていた闇属性の精霊。

　なによりも、左手に刻まれた精霊刻印の疼うずきが、彼女の存在を教えてくれていた。

　可憐な闇精霊は、寂しげな微笑を浮かべてうなずいた。

「そうよ。ここに眠る精霊を解放するのが私の使命」

「どうしてそんなことを……」

「それが彼女の願いだから。それだけよ」

「……彼女？」

「カミト、貴方あなたはいずれ彼女と会うことになるわ。でも、いまはだめよ。あなたはまだ目覚めていないもの」

「レスティア、俺おれは──」

　──と、そのとき。地面に倒れていたジオが吼ほえた。

「どけよ、闇やみ精霊。俺おれはまだ負けてねえっ！」

「あきらめなさい。言ったでしょう？　貴方あなたではいまの彼にさえ勝てないって」

「黙れっ、俺は──俺は魔王を継ぐ者だ！　こんなところで──」

「あなたは魔王ではないわ。精霊使いですらない、ただの出来損ないよ」

　闇精霊の少女は冷たい口調で言い捨てた。

「だって魔王を継ぐ者は──」

「……っ、黙れ、黙れ黙れ黙れ、くそ餓が鬼きがあああああああああっ！」

　突然、咆ほう哮こうしたジオの手が闇精霊の足首を掴つかんだ。

　そのまま立ち上がると、レスティアを逆さかさ吊づりにする。

「ジオ、なにをするつもり!?」

「ありがたく思え。俺が貴様を使ってやるよ、闇精霊！」

　ジオ・インザーギが狂気を孕はらんだ顔で哄こう笑しようする。

　片方の手に握りしめた、輝く真紅の勾まが玉たま。それを──

　足もとの地面に叩たたきつけた！

「なっ!?」

「は、ははははっ、は！　これが、高位の闇精霊さえ強制支配する魔王の力だ！」

　甲かん高だかい破砕音をたてて砕け散る真紅の精霊王の血ブラツド・ストーン。

　封じられた狂王精霊ネブカドネザルの力があふれだし、影の触しよく手しゆとなって闇精霊の身体を呑のみ込んだ。

「レスティア！」

　激げき昂こうしたカミトがテルミヌス・エストを振るった。

　だが、渾こん身しんの力をこめて放ったその斬撃は──ジオを斬きり裂くことはなかった。

　ジオの手に、巨大な漆黒の魔剣が握られていた。

　それが、テルミヌス・エストの刃を受け止め、その輝きを吸収しているのだ。

「それは……まさかレスティアの──!?」

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──真実を貫く剣ヴオーパル・ソード。

　形状こそ異なるが、それはかつて最強の剣舞姫レン・アツシユベルが使っていた魔剣にほかならなかった。

「スカーレット！」

　クレアが叫んだ。

　狂った哄笑を上げるジオめがけ、焦熱の火猫ヘルキヤツトが襲いかかる。

「雑ざ魚こがっ、魔王の邪魔をするなあああっ！」

　目を血走らせ、ジオは漆黒の魔剣を振るった。

　カミトの剣を押し返し──その剣身から無数の黒い雷撃が放たれる！

「きゃあっ！」

「クレアっ！」

　悲鳴を上げ、クレアの小柄な身体が吹っ飛んだ。

「ジオ・インザーギ！」

　カミトが吼ほえ、ふたたびテルミヌス・エストを振り下ろした。

「てめーもっ──死ねええええっ！」

　正面から走りこんでくるカミトに向かって、黒い雷撃が放たれた。

　先程の数倍はあろうかという一条の雷撃。

　それは真まっ直すぐにカミト目がけて収しゆう斂れんし──

「あたるかよ、こんなもん──」

「──あたるさ」

　ジオがニッと凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

　かわそうとする寸前、カミトは気付く。

　背後にフィアナがいた。
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　襲いくる黒い雷撃を、フィアナは呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　かわすことはできない。重い儀礼装しよう束ぞくが身体の自由を奪っている。

（……ここで死ぬの？）

　少女の胸を静かなあきらめが満たした。思わず目をつむる。

　けれど──

「フィアナ！」

　叩たたきつけるような声に、ハッとする。

　目を見開くと、カミトが暴れ狂う雷撃を剣で受けとめていた。

「カミト君!?」

「おおおおおおおおおっ！」

　全身を雷撃に打たれながら、カミトは前に進む。

　三年前、精霊剣舞祭ブレイドダンスの会場で華麗な剣舞を舞っていた、最強の剣舞姫レン・アツシユベルが。

　ボロボロの状態で、フィアナを守っていた。

　血まみれになって、立っているのもやっとだというのに。

「だめ、カミト君！　死んじゃう──」

「俺おれは二度と失いたくないんだ。大切な仲間を」

「……っ！」

　その背中は、三年前のあの日と同じだ。

　元素精霊界アストラル・ゼロの森で、無力な少女を救ってくれた少年。

　初めて恋をした少年の背中──それが、目の前にある！

（こんどは、私が守らなきゃ──）

　トクン。フィアナの胸に熱い想おもいがこみあげてくる。

（──守りたい。私の好きな彼を）

　あの日から──ずっと孤独だった。

　誰だれにも必要とされず、誰にも相手にされない、喪失の精霊姫ロスト・クイーン。

　なにも期待せずに、すべてをあきらめていた。

（──でも、いまは違う）

　三年前、レン・アッシュベルの剣舞を見て。

　そしていま、カゼハヤ・カミトの背中を見て。

（──私は変わるんだ！　だって、私には叶えたい願いがある！）

　カミトと一緒に〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を目指したい。

　それが──私の本当の〈願い〉だ。

　黒い雷撃が、カミトの握るテルミヌス・エストの光を押し包む。

　いまにもくずおれそうな身体。けれど、彼はまだ立っている。

「──汝なんじ、人の子の王に仕えし剣聖の騎士よ！」

　フィアナの唇が、厳かに精霊語の召喚式サモナルを紡ぐ。

「──旧ふるき血の契約に従い、我を守る剣となりて我が下もとに馳はせ参じ給たまえ！」

　懐かしい感覚が胸によみがえる。

　四年前に失ったはずの感覚──精霊刻印の疼うずき。

　あの日以来、何度呼んでも応こたえてくれなかった王女の騎士が、いま──

「いでよ、聖騎士精霊〈ゲオルギウス〉──汝、我を守る剣となれ！」

　目の前に、まばゆい光が満ちあふれた。

　すべての闇やみを祓はらう聖なる光。幼いフィアナをいつも守っていてくれた光だ。

　白銀の剣と大盾を構えた甲かつ冑ちゆうの騎士が、目の前に立っていた。

　オルデシア帝国に伝わる聖騎士精霊──〈ゲオルギウス〉。

　言葉はいらない。懐かしいその姿に、フィアナは静かに微笑ほほえんだ。

　聖属性の精霊は、真に高潔な魂を持つ姫ひめ巫み女こにしか使役できない精霊だ。

　過去の痛みを胸に刻み、それでもなお立ちあがったフィアナは──

　いまこそ真の主君として認められたのだ。

「オルデシア帝国第二王女の名において命ずる──カミト君を守って！」

　王女の威厳をまとったフィアナが、腰に手をあて命令した。

　聖騎士精霊は無言でうなずくと、身の丈ほどもある大剣を振りかぶった。

　地面を揺るがすような地響きをたて、荒れ狂う黒い雷撃の中に突進する。

「──おのれ、魔王に、刃向かうかああああっ！」

　ジオ・インザーギが絶叫した。雷撃は奔ほん流りゆうとなって押しよせる。

　だが──〈ゲオルギウス〉は、それをものともせずに突進した。

　かざした大盾に弾はじかれる黒い雷撃。

　高位の聖精霊には闇属性に対する完全抵抗フル・レジストがある。

　大型の騎士剣が闇を斬きり祓い、カミトの前に道を拓ひらく！

「な……に……!?」

　驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめるジオ──その隙すきを見逃すカミトではない。

「いくぞ、エスト！」

　カミトはありったけの神威カムイをテルミヌス・エストに叩たたき込んだ。

　闇やみに呑のまれ、光を失っていた魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーが、ふたたび光を放つ。

「おおおおおおおおっ！」

　巨大な大剣となったテルミヌス・エストを手に、カミトは走った。

「ちいっ──顕現せよ、炎精霊！」

　正面から突っ込んでくるカミト目がけ、ジオが炎精霊を放つが──

「させないわ！」

　ヒュンッ──紅あかい斬ざん光こうが閃ひらめき、その炎を呑み込んだ。

　傷だらけのクレアが、炎の鞭フレイムタンを手に立ちあがっていた。

「──言っただろ、俺おれたちは仲間チームなんだ」

　ジオの懐に飛びこみながら、カミトは告げた。

「だからずっと強くなる。俺が最強の剣舞姫レン・アツシユベルと呼ばれていた頃ころよりも、な」

　そして──カミトの一撃が、偽りの魔王の腕を斬きり裂いた。






エピローグ






　──翌朝、カミトは医務室のベッドで目を覚ました。

　あのあとのことは、正直、あまり覚えていない。

　エストを使うのに神威を消耗しすぎて、意識が朦もう朧ろうとしていたのだ。

　駆けつけた学院の騎士団によってジオ・インザーギは捕縛され、事件の重要参考人としてオルデシア軍に引き渡された。精霊王の血ブラツド・ストーンの力を失ったあの偽りの魔王に、もはや抵抗する力は残っていなかった。

　鉱山の地下に眠る戦略級軍用精霊ヨルムンガンドは、フィアナが再封印の儀式神楽を執とり行い、無事に再封印された。地上にあった祭殿も騎士団によって完全に破壊され、あれが解放されることはもう二度とないはずだ。

　闇精霊レスティアは、ジオの腕を斬り裂いた瞬間、消えてしまった。

　消滅したわけではない──それは左手に刻まれた精霊刻印の疼うずきが教えてくれていた。

（レスティア、おまえはいったい、なにをしようとしているんだ？）

　──それが彼女の願いだから。

　かつての契約精霊はそう言った。そして、いずれ彼女と出会うことになると。

　彼女というのは、いったい何者なのか。あるいはそれは、今度の精霊剣舞祭ブレイドダンスに参戦するという、もう一人のレン・アッシュベルのことなのだろうか──

（なんにせよ、俺おれたちが勝ち進んでいけば、いずれそいつと戦うことになるはずだ）

　今回のＳランク任務達成で学内ランキングは大きく上がったものの、上位のチームはまだ多くいる。それに〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉となれば、この学院だけではない、大陸の各国から精鋭の強豪チームが選抜されてくるのだ。

（こんなとこで、寝てる場合じゃないな……）

　苦笑して、カミトがベッドから起きあがろうとした、そのときだ。

　シーツの中から、もぞもぞと動くやわらかい感触が。

「……っ、エ、エスト！　おまえまた──」

　あわててシーツを跳ね上げる。

　ベッドの中には全裸のエストが──

　……いなかった。

「……フィアナ？」

　カミトは、ぽかんと口を開けた。

　そこにいたのは、ドレスのような制服に身を包んだフィアナだったのだ。

「残念、もう見つかっちゃった。これからいろいろ遊ぼうと思っていたのに」

　艶つややかな黒髪をかきあげ、可愛かわいく舌を出す王女様。

　ゾクッとするような上目使いでのぞきこまれ、思わず顔が赤くなる。

「な、ななな、なにしてんだ！」

「ふふっ、〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こは、精霊を愉たのしませるいろいろな技を知っているのよ？」

「お、おまえ、なにをする気だよ……」

「冗談よ。でもほら、活力が回復しているのを感じるでしょ？」

「……？　う、た、たしかに……！」

　全身になにか力がみなぎっているのを感じる。普通は、たった一日休養したくらいで神威カムイがここまで回復することはないはずだ。

「姫巫女の神威をわけ与える〈神儀院〉秘奥の儀式神楽──でも、使うには肌を密着させなければならないの。気を悪くしたらごめんなさい」

　フィアナは急に顔を赤らめて、もじもじとうつむいた。

「は、はしたない娘だと思わないでね？　私だって本当は……恥ずかしいんだから」

「わ、悪い……ありがとな。けど無理はしなくていいぞ」

　カミトはあわてて謝った。

　大人びたふりをしているけれど、本当は初う心ぶなお姫様。そんな彼女に心配をかけて、ここまでさせてしまったのだ。どいてくれなんてとても言えない。

「無理なんてしてないわ。す、好きでしていることだから」

　フィアナは顔を赤くしたままふいっとそっぽを向いた。

「……なあ、フィアナ、本当に〈神儀院〉に戻らなくていいのか？」

　彼女が精霊剣舞祭ブレイドダンスに出場しようとしていた理由は、勝利者に与えられる〈願い〉によって契約精霊の力を取り戻すことだったはずだ。

　その〈願い〉はもう叶かなったのだから──もうこの学院にいる意味はない。

「いまさら戻ることなんてできないわよ。それに、ね」

　フィアナは長い黒髪をかきあげると、すっと顔を近づけてきた。

「私ね、もうひとつ叶えたい〈願い〉ができたの」

「なんだ？　もうひとつの願いって」

「秘密よ──」

　頬ほおにやわらかい感触。

　桜色の唇がついばむように触れ、そっと離れた。

「……俺おれを籠ろう絡らくするのはあきらめたんじゃなかったのか？」

　カミトが半はん眼がんでうめいた。

「ええ、そうよ。こんどは本気だもの」

　お姫様がくすっと小悪魔の微笑を浮かべる──と、そのとき。

　ガチャ──と、部屋のドアが開いた。

「カ、カミト!?」

　ぴょん、とはねる紅あかいツーテール。

　大量の桃の缶詰を抱えたクレアだった。

　……どうやら、お見舞いにきてくれたらしい。

　ベッドの上でフィアナと絡み合っているカミトを見て──

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「あ、ああ、あんたたち、ななな、なにしてんのよ……」

「まて、誤解だ。これは違うからな……」

「あら、カミト君、なにが誤解なの？」

　フィアナがぎゅっとカミトの身体に密着する。

「な、なぜ火山の噴火口に薪をくべるような真ま似ねを!?」

「……っ、スカーレット、燃やしなさい！」

「ゲオルギウス、あのうるさい娘を追いだして！」

　刹せつ那な。虚こ空くうからあらわれる、火猫と甲かつ冑ちゆうの騎士。

　火猫がふーっと威嚇すれば、騎士が剣を抜き放つ。

「おい、やめろ、ここは病室──」

　そんなカミトの叫びは、激しい剣けん戟げきの音にむなしくかき消される。

　静かな病室は、一瞬にして剣舞ブレイドダンスの会場へと化すのだった。








──ＥＮＤ
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あとがき






　──はしたないお姫様は嫌い？




　というわけで約二ヶ月のご無ぶ沙さ汰たでした。志し瑞みず祐ゆうです。剣と精霊と美少女が乱舞する学園ハーレム×バトコメ『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』第二弾をお届けいたします！

　レイヴン教室に転入してきたフィアナは帝国の元王女様。なぜかカミトの過去を知っている彼女はクレアの部屋に押しかけてきて──

　……ええ、なんだかとっても修羅場の予感がしますね（ガクブル）。

　ツンデレ火猫少女とエロ可愛かわいい王女様の仁義なきバトル。魔王の後こう継けいを名乗る謎なぞの敵。そして、喪失の精霊姫ロスト・クイーンと呼ばれるフィアナの胸に秘められた秘密とは──？

　残念お嬢様のリンスレット、ポニテ美少女のエリス、裸ニーソの剣精霊エストも巻きこんで、バトルもラブコメも大増量でお届けします！

　さて、昨年末にスタートした本シリーズですが、おかげさまで売れ行き好調、発売直後に重版が決定いたしました。買ってくださった皆様、本当にありがとうございます！

『精霊使いの剣舞』は、難しいことは考えずに、ライトノベルって面白いよ、すっごい楽しいよ、というのを目指して書いています。これからもどんどん突っ走りますので、どうぞよろしくお願いいたします！

　謝辞です。まずは一巻に引き続き、素晴らしいイラストを描いてくださった桜さくらはんぺん先生、本当にありがとうございました。キャラクターデザインもさることながら、表情や仕草のひとつひとつが可愛かわいいです。とくに口絵のエストの破壊力は絶大ですね。あと表紙のフィアナがすごく……エロ可愛いです！

　ＭＦＪの黒豹（コートがヒョウ柄的な意味で）こと庄しよう司じ様、いつもお世話になりまくっています。もう本当に感謝の言葉が尽きません。これからもチーム・ブレイドダンスのまとめ役をよろしくお願いします！

　三み坂さか編集長、校正様、装丁様、営業様、書店様、いつも本当にありがとうございます。特にアニブロゲーマーズ新宿店様には剣舞ロードなど熱い展開をしていただきました。実際に拝見させていただき、その迫力に圧倒されました。感謝感謝です。

　そして一番の感謝は、この本を手にとってくださった読者の皆様に。こうしてシリーズをお届けできるのは読者の皆様の応援のおかげです。

　アンケートを送って下さった皆様、ご感想は大切に読ませていただいております。本当に励みになるので、どしどし送ってくださると嬉うれしいです！

　三巻もがんばって書きますので、どうぞよろしくお願いします。

　花粉との戦いはこれからだ！





二〇一一年　一月　志し瑞みず祐ゆう
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　著者

　志瑞祐（しみず・ゆう）

　　[image: ]おっぱい！おっぱい！

　　……すみません。あまりに素晴らしい表紙なのでついとり乱してしまいました。今回も「ラブ増量、面白さ倍増、バトル上等！」を目指してがんばりますので、どうぞよろしくお願いします！




　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞受賞。なごみ系ケルトコメディ『やってきたよ、ドルイドさん！』シリーズ、お城擬人化ファンタジー『白銀の城姫』シリーズを上梓。




　イラストレーター

　桜はんぺん（さくら・はんぺん）

　　４月６日生まれのゲーム原画家、イラストレーター。原画担当に『さくらビットマップ』（ＨＯＯＫＳＯＦＴ）など。

　　好物は照れ隠しする女の子、しまぱん。

　　ＨＰ「Petite*Cerisier」

　　http://petitecerisier.moo.jp/
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